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青森平野を囲む丘陵部には、縄文時代から平安時代・中世までの遺跡

が多数あります。このなかで、国史跡三内丸山遺跡や小牧野遺跡などの

ある青森市西部・南部地域は、東北縦貫自動車道建設や工業団地造成な

どの開発事業に伴い、大規模な調査がたびたび行われてきました。これ

に対して東部地域では、これまで比較的大きな開発事業が少なかったの

ですが、青森県新総合運動公園が東部地域の宮田地区に建設されること

に伴い、平成7年度に当該地区の分布調査が、平成8年度に試掘調査が

行われた結果、東部地域にも、縄文時代・平安時代などの遺跡が多数埋

もれていることがわかりました。これらの遺跡の本格的な発掘調査は平

成9年度から行われ、平成9年度調査の成果については、『山下・上野尻

遺跡』(平成11年3月青森県埋蔵文化財調査報告第255集)で明らかにし

たところです。

今回、調査成果を報告する山下、米山(2)遺跡は、いずれも平成10

年度に発掘調査したものですが、山下遺跡からは中世のものとみられる

カマド状遺構が多数発見され、米山(2)遺跡からは縄文時代後期の集落

跡が発見されました。いずれも、青森市東部地域では初めての発見にな

ります。

この報告書で明らかにされた事実をもとに今後更に多くの事実が明ら

かにされ、この地域の歴史の解明が進むことを期待しております。

終わりに今回の発掘調査の実施、報告書の作成にあたって、ご協力い

ただいた関係各位に対し、厚くお礼申し上げます。

平成12年3月

青森県教育委員会

教育長佐藤正昭
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例 言

1. 本報告書は、青森県新総合運動公園建設に伴い、平成10年度に青森県埋蔵文化財調査センターが

発掘調壺を実施した青森市宮田地区所在の山下遺跡・米山(2)遺跡の発掘調査報告書である 。

2. 本報告書の執筆者名は、依頼原稿については文頭に、その他は末尾に記した。ただし、石器・鉄

製晶については当センターの畠山昇が、土器については永嶋豊が執箪した。遺構に関するその他の

記載は末尾の執箪者名による 。

3. 出土した資料の自然科学的同定・分析等は下記の諸氏に依頼した。

（八戸市文化財審議委貝）

邦彦（学習院大学教授）

石器の石質鑑定

放射性炭素年代測定

松山

木越

力

4. 本報告書に掲載した地図は、建設省国土地理院発行の 5万分の1地形図の「浅虫」・「青森東部」・

「青森西部」・「油川」である。

5. 挿図の縮尺は、各図ごとにスケールを付してある。

6. 遣構・遺物の文・図中での表現は、原則として次の様式・基準によった。

(1)遣構内外堆積上の注記には、「新版標準上色帖」（小山、竹原： 1994)を用いた。

(2)遣物には観察表・計測値を付した。計測値の単位は石器類はcm、重鼠は gである。

(3)図中で使用したスクリントーンの表示は次のとおりである 。

礫石器磨痕 礫石器敲打痕 礫石器凹み（蔽打痕） 礫石器凹み（磨痕）

7. 引用・参考文献については本文末に納めた。

8. 発掘調査における出上遺物・実測図・写真等は、現在、当センターで保管している。

9. 発掘調査および本報告書作成にあたって、下記の諸氏からご協カ・ご助言を得た（順不同、敬称略）

秋元信夫、井上正孝、宇部則保、越田賢一郎、北林八i州晴、酒井宗孝、桜田隆、鈴鹿良一、

滋、仙庭伸久、高木晃、高橋潤、高野晋司、高橋与右衛門、田中寿明、長尾正義、瀬川

新岡 巌、羽柴 直人、藤井安正、古屋敷則夫、本棠寿一、室野秀文、八木光則
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第1編調査の概要

第1章調査要項

1調査目的

青森県新総合運動公園建設事業の実施に先立ち、当該地区に所在する青森市宮田地区遺跡の試

掘・発掘調査を行い、その記録を保存して、地域社会の文化財の活用に資する。

2調査期間

平成10年4月23日から7月31日まで

3遺跡名および所在地

(1)山下遺跡(青森県遺跡台帳番号01-277)

青森市大字宮田字山下108・109外

(2)米山(2)遺跡(青森県遺跡台帳番号01-276)

青森市大字宮田字米山130外

4発掘調査面積

(1)山下遺跡調査対象面積35,000㎡

発掘調査面積4,100㎡

(2)米山(2)遺跡発掘調査面積1,800㎡

5調査委託者

青森県土木部都市計画課

6調査受託者

青森県教育委員会

7調査担当機関

青森県埋蔵文化財調査センター

8調査協力機関

青森市教育委員会

9調査体制

調査指導員市川金丸青森県考古学会会長(考古学)

調査協力員池田敬青森市教育委員会教育長

調査員松山力八戸市文化財審議委員(地質学)

調査担当者青森県埋蔵文化財調査センター

所長中島邦夫

次長成田誠治

総務課長成田孝夫

調査第二課長福田友之

文化財保護主幹畠山昇

文化財保護主事永嶋豊

調査補助員藤谷麻美、長谷川浩平、本荘瑞穂、佐藤淑
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第 1章調査要項

l 調査目的

青森県新総合運動公圏建設事業の実施に先立ち、当該地区に所在する青森市宮田地区遣跡の試

掘•発掘調査を行い、その記録を保存して、地域杜会の文化財の活用に賽する c

2 濁査期間

平成10年4月23日から7月31日まで

3 遺跡名および所在地

（］） 山下遺跡 （青森県遺跡台帳番号 01-277) 

青森市大字宮田字山下108・109外

(2) 米山(2)遺跡 （青森県遣跡合帳術号 01-276) 

青森市大字宮口字米山130外

4 発掘調査面積

(1) 且l卜遺跡 調査対象面積 35 ,OOOrd 

発掘調査血積 4,100m' 

(2) 米山(2)逍跡 発掘調査面積 l,800nl 

5 調杏委託者

青森県土木部都市叶圃課

6 調査受託者

青森県教育委員会

7 調査柘当機関

青森県埋蔵文化財調査センター

8 調査協力機関

青森市教育委員会

9 調査体制

調査指導員 市川 金丸青森県考古学公会長 （考古学）

調査協力 員 池 日 敬 青森巾教育委員会教育長

調査貝松山 力 八戸市文化財審議委員（地質学）

調査担当者 青森県埋蔵文化財調査センター

所 長中 島邦夫

次 長成田誠治

総務課長成田孝夫

調査第二課長福田友之

文化財保護主幹 畠山 升日

文化財保護主事永嶋 豊

調査補助員藤谷麻美 、 長 谷 川 浩 平 、 本 荘 瑞 穂 、 佐 藤 淑
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第1章調査要項

図1遺跡位置図
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第 1章調査要項

図 1 遺跡位置図
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図2 調査対象区域図
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第2章調査の方法

第2章調査の方法

1発掘区グリッドの設定

グリッド番号の呼称には、新総合運動公園用地内の平成8・9年の試掘調査(遺物・遺構の内容、

本調査面積を確認するための調査)・本調査のものを踏襲している。平成8年11月の新総合運動公園

用地の試掘調査開始時に、公共座標軸を利用しグリッド設定を行い、座標X=92,680Y=644を、Ⅱ

A-30と呼称することに決定した。X軸の南北ラインをローマ数字とアルファベットA～Tの組み合

わせで呼称し、Y軸の東西ラインを算用数字で呼称した。1グリッドを4m四方に決め、X軸正方向

に4m北進するたびに、アルファベットがA～Tまで進み、その後、新たなローマ数字との組み合わ

せで呼称し、またY軸正方向に4m東進するたびに、算用数字が1ずつ増えていくこととなる。その

ため、仮想原点ⅠA-0は、X=92,600Y=520となる。「ローマ数字とアルファベット－算用数字」

の組み合わせ(南西隅の交点)で4×4mの各グリッドを表した。

平成8年の新総合運動公園用地内の試掘調査、平成9年の山下遺跡の調査・上野尻遺跡の試掘調査

と本調査・米山(2)遺跡の試掘調査、平成10年の山下遺跡の試掘調査と本調査・米山(2)遺跡の本調

査、平成11年度の上野尻遺跡の本調査においても、同様のグリッド呼称法を用いており、互いの位置

関係が座標で容易に確認できるように配慮した。

2発掘調査の手順

今回の山下遺跡試掘調査では、基本的に東西2m×南北20mのトレンチを設け、調査対象地域の南

側から着手し、北上していった。この遺跡は、前年の調査において、表土中から遺物が出土すること

が判明していたため、試掘調査においては人力による表土除去を基本とした。ただし山下遺跡本調査、

米山(2)遺跡本調査の際には、作業の効率を考慮し、表土の厚さを手掘りによって確認した後に重機

による表土除去を行った。表土除去の後、遺物包含層と遺構の確認を行い、本調査では、上層より順

次遺構の精査・遺物包含層の掘り下げを、地山と考えられる無遺物層まで行った。試掘調査では、遺

構確認状態で終了し、精査は今後の本調査に委ねることとなる。遺物の取り上げは、基本層序に従い、

上層よりローマ数字でⅠ層(表土・耕作土)、Ⅱ層……を用い、基本的にグリッド単位・層単位で種

類別に一括して行った。しかし、狭い範囲でまとまりを持つなど、遺物群全体の時期限定が可能であ

るといった、良好な出土状況を示す遺物の中には、出土状況の実測や出土地点・標高の記録を行った

ものもある。

3遺構の調査

遺構は、調査時には青森県埋蔵文化財調査センターで定めた略号により呼称したが、本書では通

常の呼称で表現し、原則として検出順に略号を付けた。遺構の形態・規模・確認面下の遺構の残存状

況に応じ、基本的に土坑は2分割、住居跡は4分割、カマド状遺構は4～6分割で、セクションベル

トを設定し覆土の除去を行った。遺構内覆土は算用数字で表記し、遺物の取り上げは遺構内覆土層ご

とに行ったが、遺構埋没開始時期を示す底面や床面付近出土のものや人為的な埋設物などは、出土状

況を実測したり、出土地点・レベルの記録を行った。出土層位不明のものは、遺構内覆土として取り
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第 2章調査の方法

発掘区グリッドの設定

グリノド番号の呼称には、祈総合運動公園用地内の平成 8・9年の試掘調査（遣物・遺構の内容、

本調奇面桔を確認、するための調査）• 本調布のものを踏襲している〔）平成 8年11月の糾総合運動公園

用地の試掘調査間始時に、公共座標軸を利用しグリソド設定を行い、座標X=92,680 Y=fr14を、 II 

A-30と吋称することに決定した，ご. X軸の南北ラインをローマ数字とアルファベット八~Tの組み合

わせで呼称し、 Y軸の東西ラインを算用数字で呼称したら 1グリッドを 4m四方に決め、 X軸正方向

に4m北進するたびに、アルファベットがA~T まで逆み、その後、新たなローマ数字との組み合わ

せで呼称し、また Y軸正方向に 4m束進するたびに、算用数字が 1ずつ増えていくこととなる。その

ため、仮想I泉点 IA-0は、 X=92,600 Y =、 20となる r 「ローマ数字とアルファベット―算用数字」

の組み合わせ（南両隅の交点）で 4X4mの各グリッドを表した。

平成 g年の祈総合運動公園川地内の試掘調査、 'I祖応 9年の山下追跡の調査・上野尻遺跡の試掘調査

と本調査・米山(2)道跡の試掘調査、平成10年の山下遣跡の試掘調査と本調査・米山(2)遣跡の本調

査、平成11年度の上野尻遺跡の本調査においても、同1康のグリゾド呼称法を用いており、互いの位置

間係か座椋で容易に確認で苔るように配慮した，：］

2 発掘調査の手順

今回の山下遺跡試掘調査では、基本的に東両2mX南北20mのトレンチを設け、調査対象地域の南

側から着手し、北上していった。この遺跡は、前年の謂査において、表土中から遣物が出土すること

が判明していただめ、訊掘調査においては人力による表土除夫を基本としたしただし山下遺跡本調査、

米山（砂）逍跡本調査の際には、作業の効率を苫慮し、表土の）厚さを「'._掘りによって確認した後に重機

による表土除去を行った。表七除去の後、遺物包含層と遣構の確認を行い、本闊脊では、上脳より）II且

次遺構の精奇・逍物包含層の掘り下げを、地山と考えられる無遺物屈まで行っtこ試掘調査では、遣

構確認状態で終「し、柏査は今後の本調杏に委ねることとなる，ー遺物の取り上げは、基本層序に従い、

士層よりローマ数字て I層（表上・耕作土）、 TI層・・・・・・を用い、悲本的にグリソド単位・屈単位で種

預別に一括して行った しかし、狭い範囲でまとまりを持つなど、遺物群全体の時期限定か可指であ

るといっだ、良好な出上状況を示す遣物の中には、出土状況の実測や出土地点・椋高の記録を行マ~)た

ものもある。

3 遺構の調査

遺構は、調査時には青森県埋蔵文化財調査センターで定めた略号により呼称したが、本書では通

常の呼称で表現し、原則として検出順に略号を付けた。遺構の形態・規模・確認面下の遺構の残存状

況に応じ、基本的に土坑は 2分割、住居跡は 4分割、カマド状遺構は 4~6分割で、セクションベル

トを設定し覆士の除去を行った。遺構内覆土は算用数字で表記し、遺物の取り上げは遣構内覆土層ご

とに行ったが、遺構埋没開始時期を示す底面や床面付近出土のものや人為的な埋設物などは、出土状

況を実測したり、出土地点・レベルの記録を行った。出土層位不明のものは、遺構内覆土として取り
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第1編調査の概要

上げた。

4実測図の作成

遺構の実測は簡易遣り方法で行った。縮尺は1/20を基本としたが、対象規模に応じて適宜対応し

 た。

5写真撮影

35mmモノクロ(ISO400)とカラーリバーサル(ISO400)とカラーネガ(ISO100K)の3種類の

フィルムを使用し、作業状況、土層堆積状態、遺構検出状況、セクションベルト、完掘状況、遺物出

土状態等について撮影した。

第3章調査経過

平成10年4月23日、調査機材等を現地に搬入し、環境整備後に山下遺跡の試掘調査に着手した。基

本的に、調査対象域の南側から北側へと、トレンチ調査を進め、主に対象域の北半部において縄文時

代および時期不明の遺構・遺物を確認した。

5月末、山下遺跡の遺構の分布と広がりが概ね把握できたため、試掘調査を一時中断し、6月1日、

米山(2)遺跡の付け替え道路部分の本調査を開始した。主にA区西半とB区南東において縄文時代の

竪穴住居跡5軒・土坑12基・溝状土坑2基を検出し、遺構精査と遺物包含層の掘り下げを行った。

7月上旬より、米山(2)遺跡の本調査と並行して、4・5月の試掘調査で、遺構が集中した山下遺跡

の北側のC区・D区の本調査を行うこととした。両区において縄文時代の土器埋設遺構・土坑のほか、

時期不明の土坑・カマド状遺構・井戸跡・溝跡・小ピット群を検出し、遺構精査と遺物包含層の掘り

下げを行った。7月30日に、山下遺跡・米山(2)遺跡ともに本調査をほぼ終了し、翌31日に調査器材、

出土遺物等を搬出し、予定どおり調査を終了した。

(永嶋豊)
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第 1編調査の概要

上げだ，,,

4 実測図の作成

逍構の実測は簡易遺り方法で行った Q 縮尺は1/20を基本としたが、対象規模に応じて適宜対応し

た。

5 写真撮影

35mmモノクロ (IS 0400)とカラーリハーサル(IS 0400)とカラーネガ(IS 0100K)の 3稀類の

フィルムを使用し、作党状況、土層堆積状態、逍構検出状況、セクションヘルト、完掘状況、遣物出

士状態笠について撤影した()

第 3章調査経過

平成10年4月2'.:l日、調査樅材等を現地に搬入し、環燒撃価後に山下遣跡の試掘調査に着手しtこ基

本的に、調査対象域の南側から北側へと、 トレンチ調査を進め、主に対象域の北半部において縄文時

代および時期不明の遺構・遣物を確認した。

5月末、山下逍跡の逍構の分布と広がりが概ね把握できたため、試掘調査を一時中断し、 6月1n、

米山(2)遺跡の付け替え道路部分の本調査を開始した，，主に A区西半と B区南東において縄文時代の

竪穴住居跡 5軒・上坑12基・溝状土坑 2見を検出し、遺構梢査と遺物包含層の掘り卜げを行ったし

7月上旬より、米山(2)造跡の本調在と並行して、 4・5)Jの試掘潤査で、選構か集中した山下遺跡

の北側の C区 ・D区の本調査を行うこととした。両区において縄文時代の土器哩設遣構・士坑のほか、

時期不明の土坑・カマド状遣構• 井戸跡・溝跡・小ピット群を検出し、遣構粕査と遣物包合層の掘り

下げを行った。 7月げ0日に、山下遺跡・米山(2)遺跡ともに本調査をほぼ終了し、翌31日に調査器材、

出士遺物等を搬出し、予定どおり調査を終了した c

（水嶋般，｝
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第4章遺跡の地理的環境

第4章遺跡の地理的環境

第1節地形・地質
遺跡の所在する宮田地区は、青森市中心街より東北東へおよそ8～9km、現在の青森湾の海岸部

野内地区よりおよそ南東1.5～2kmに位置する。集落の北北東2kmには、久栗坂トンネルが浅虫温泉・

平内町・野辺地町方面へと続き、さらに青森市－上北郡天間林村間のみちのく有料道路の開通後は上

北・八戸地方と青森市を結ぶ玄関口ともなっている。

山下・米山(2)両遺跡は、宮田集落の東端部より東へおよそ0.4～1kmの範囲にあり、両遺跡の東

方には東岳山塊(東岳標高684.0m)、北方には片越山山塊(片越山標高295m)が迫る。南側には、東岳

山塊より西方に延びる山稜が迫り、北・東・南を急傾斜面で囲まれた洪積台地、沖積地上に位置して

いる。両遺跡より南方向の約20kmには八甲田山系大岳(標高1584m)が、西南西約50kmには岩木山

(標高1625m)がそびえる。遺跡地内からは東岳山塊より延びる山稜によって、近くに位置する八甲田

山系をのぞむことはできないが、米山(2)・上野尻両遺跡からは岩木山を確認することができる。

平成10年度の調査対象となった山下遺跡は、南の山稜裾部より北方に広がり、米山(2)遺跡は北の

山稜裾部から南へと広がり、互いの北東側と南西側でほぼ接している。

山下・米山(2)・上野尻遺跡の他に、玉水(2)遺跡が位置する新総合運動公園用地は、青森湾の南岸

に広がる東西幅約15km、南北幅約9kmの沖積平野である青森平野の東北端部に位置し、その後背地

は野内川流域とその北方の小河川流域山地となっている。松山力はこの青森平野東端部の沖積地を

下位面・中位面'上位面に3分し、洪積台地を下位面・上位面に2分している。沖積地は、礫・砂・

泥などの未固結堆積物が主体であり、洪積台地は礫・砂などで構成される土石流を主とする地層で、

粘土質褐色風化火山灰層(いわゆるローム)が被覆し、地表直下には黒色土が発達している。

沖積下位面は、海抜10m以下の「野内低地帯」とこれに続く河川・沢沿いの低地帯、沖積上位面は、

沖積中位面から洪積下位面との間に位置し、海抜15～30mとやや大きな勾配を有しており、北を貴船

川、南を野内川で挟まれた小規模な複合扇状地性地形面となっている。また洪積上位面は、山地の急

斜面下に続く谷底の緩斜面を含めた部分となる。

遺跡付近の地形区分図(松山1999,図3)によれば、山下遺跡はその西側や南側が沖積中位面・上位

面で、北側と東側は洪積下位面で構成されており、標高およそ20～25m、調査前までは水田として利

用されていた。米山(2)遺跡は、僅かに沖積面も認められるが、大半が洪積下位面で構成されており、

標高20～40m、水田・畑地・植林地として利用されてきた。山下遺跡は比較的平坦部にあり、米山(2)

遺跡は、山稜裾部から平坦部にかけての標高差を有する遺跡と考えられる。

なお、標高10m以下の低地帯は、縄文海進時に海面下にあったことが想定されており、両遺跡で、

生活跡がみられる縄文時代後期の小海進時にも、若干の「海岸線の後退」(註1)がみられた可能性があ

る。(当節は『山下・上野尻遺跡』所収「地形・地質の概要と土層序」(松山力1999)に依拠するところが大きい)

(註1)松本秀明は、海岸線の内陸側への移動と沖合側への移動は、単に海面の上昇・低下に対応するだけでは、ないことを示している(松本1999)。

海岸線の内陸側への移動を「海岸線の後退」、沖合側への移動を「海岸線の前進」と表現し、一般に海面上昇は「海岸線の後退」を、海面低下は「海

岸線の前進」をもたらすが、縄文時代早期中頃に海面上昇にもかかわらず、「海岸線の前進」の事例が仙台湾で多数見出されることをあげている。

そしてこうした現象を、河川の堆積作用速度と海面上昇速度のバランスによって説明しており、海面上昇中であっても、それを上回る河川によ

る多量の土砂供給があれは「海岸線は前進」現象は生じ得るし、河川の土砂供給が多量であれば、海面低下なしに「海岸線の前進」現象によって沖

－7－

第 4章遺跡の地理的環境

第 1節地形・地質

第 4章遺跡の地坪的環梃

逍跡の所在する宮田地区は、青森市巾心街より東北東へおよそ 8~9km、現在の青森湾の海岸部

野内地区よりおよそ南東1.5~2kmに位附する。集落の北北東 2kmには、久栗坂トンネルが浅虫温泉・

平内町・野辺地町方面へと続き、さらに青森市ー上北郡天間林村間のみちのく有料道路の聞通後は上

北・八戸地力と青森市を結ぶ玄関口ともなっている。

山下・米山(2)両逍跡は、宮田集落の束端部より束へおよそ0.4-1 kmの範囲にあり、両遺跡の東

方には東岳山塊（東屈標高684.0m)、北方には片越山山塊（片越山標高295111)が追るり南側には、東岳

山塊より西方に延びる山稜が迫り、北・東・南を急傾斜面で囲まれたはし積台地、沖積地上に位置して

いる 3 両逍跡より南方向の約20kmには八甲田山系）＜岳（標高1584m)が、西南西約50kmには岩木山

（標高162りm)がそぴえる。遺跡地内からは東岳山塊より延びる [ii稜によって、近くに位惰する八甲田

山系をのぞむことはで合ないが、米山(2)・上野尻両遣跡からは岩木山を確認することかできる。

平成10年度の調査対象となった山下追跡は、南の山稜裾部より北方に広かり、米山(2)遺跡は北の

lU稜裾部から南へと広がり、りいの北東側と南西側でほぼ接している。

山下・米山(2)・上野尻遣跡の他に、玉水(2)逍跡か位置する祈総合運動公国用地は、青森湾の南岸

に広かる東西幅約15km、南北輻約 9kmの沖積平野である青森平野の東北端部に位置し、その後背地

は野内JII流域とその北方の小河川流域山地となっている。松l『 力はこの青森平野束端部の沖積地を

下位面・中位面・上位血に 3 分し、洪積台地を下位血・上位面に 2 分している，ー沖積地は、礫• 砂・

泥などの未固結堆積物が主体であり、洪積合地は礫・ 砂などで構成される十．石流を主とする地層て、

粘土質褐色風化火山灰層（いわゆるローム）が被覆し、地表直卜には黒色上が給逹している c

沖積下位血は、海抜10m以下の「野内低地幣」とこれに続く河川・沢沿いの低地帯、沖積卜．位面は、

沖積中位面から洪積下位面との間に位置し、海抜15~30m とやや大合な勾配を有しており、北を貴船

川、南を野内JIIで挟まれた小規模な複合扇状地性地形面となっている， まだ洪積上位面は、山地の急

斜血下に続く谷底の総斜面を含めた部分となる J

遣跡付五の地形区分図（松山 1999,図3)によれば、山下遺跡はその西側や南側が沖積中位面・上位

面て、北側と東側は洪積下位面で構成されており、標高およそ20~25m 、調査前までは水田として利

用されていtこ米山(2)逍跡は、僅かに沖精面も認められるが、大半が洪積下位血で構成されており、

標高20~40m、水田・畑地・植林地として利用されてきた。山下遺跡は比較的平坦部にあり、米山(2)

遺跡は、山稜裾部から平坦部にかけての標高差を有する遺跡と考えられる。

なお、標高10m以下の低地帯は、縄文海進時に海面下にあったことが想定されており、両遺跡で、

生活跡がみられる縄文時代後期の小海進時にも、若干の「海岸線の後退」（註 1)がみられた可能性があ

る。（当節は『山下・上野尻遺跡」所収「地形・地質の概要と士層序」（松山 力1999)に依拠するところが大きい）

（註1)松本秀明は、海岸線の内陸側への移動と沖合側への移動は、単に海面の上昇・低下に対応するだけでは、ないことを示している（松本1999)。

海岸線の内陸側への移動を「海岸線の後退」、沖合側への移動を「海岸線の前進」と表現し、一般に海面上昇は「海岸線の後退」を、海面低下は「海

岸線の前進」をもたらすが、縄文時代早期中頃に海面上昇にもかかわらず、「海岸線の前進」の事例が仙台湾で多数見出されることをあげている。

そしてこうした現象を、河川の堆積作用速度と海面上昇速度のバランスによって説明しており、海面上昇中であっても、それを上回る河川によ

る多量の土砂供給があれは「海岸線は前進」現象は生じ得るし、河川の土砂供給が多量であれば、海面低下なしに「海岸線の前進」現象によって沖
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第1編調査の概要

積低地が形成されるとしている。松本の「海岸線の後退」現象と「海岸線の前進」現象の表現は、我々の使用する「海退」と「海進」の言葉とは、対応

しないことに注意すべきであり、我々がイメージする、海岸線が迫ったり、戻ったりするという、一律的な現象ではないことを示している。

松山力1999「地形・地質の概要と土層序」『山下遺跡・上野尻遺跡』青森県埋蔵文化財調査報告書第258集

松本秀明1999「縄文時代の環境－海岸線と地形の変化－」『仙台市史通史編1原始』

第2節基本層序
1山下遺跡

調査対象域の大部分を占める沖積中位面は、南の山稜と北の洪積下位面の間に位置する浅い谷状地

形である。今回、検出された遺構は、北側と北東側に集中し、谷状地形より高い地形、洪積下位面と

された部分に認められる。沖積面では、遺物は断片的に出土するものの、遺構は確認されていない。

試掘調査で、広い範囲を扱ったため、全域で各層の対応関係をすべて明らかにできたわけではないが、

各地点の層位の相対的な新旧関係が把握された。表土下に若干の縄文時代の遺物を含む黒褐色のⅡ層

があり、その下位には限定される分布であるがⅡ層よりプライマリーな状態を示す、縄文時代後期前

葉の遺物を包含する黒褐色のⅢ層がみられ、それ以下では、無遺物の、土石流起源と考えられる混礫

土層・砂層や粘土質のいわゆるローム層がみられる。

山下遺跡基本層序

所々に、土石流起源と考えられる直径10～20cm程の砂礫層が確認された。1997年調査の山下遺跡

A区・B区共に、松山力によって最下層に砂礫層が確認されている。本年の調査では旧河川跡と考え

られる部分には、均一な黒色土が堆積しており、遺物出土を期待したが、無遺物であった。ⅡP-188

グリッド付近では、旧河川を検出し、その底面より若干上で、厚さ5cm程の黄褐色砂質シルト(2.5

YR5/3)を確認したが、白頭山－苫小牧火山灰(B-Tm)の可能性も考えられる。

2米山(2)遺跡

縄文時代後期の遺構が多く検出されたA区の基本層序について述べる。表土であるⅠ層は、耕作・

植林による影響が大きく、Ⅱ層からは主に縄文時代後期の遺物が出土した。無遺物層であるⅣ層以下

を検出した段階で、遺構確認が可能となった。当遺跡は洪積下位面によって構成され、青森西部から
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第 1編調査の概安

積低地か形成されるとしている"松本の「，鉦岸線の後退」現象と「海岸線の目i1進」現象の表現は、我々の使用する「海退」と「海進」の言葉とは、対応

しないことに吐竜すへぎてあり、我々かイメーンする、海岸紺か追ったり、戻ったりするとし iう、一律的戸見匁てはないことを示しているこ9

松山 力 1999 「地形・ 地質(T)概要と土層序」『白卜遺跡~ 士野尻遺跡』青森県埋蔵文化財詞査穀告書 第2G8集

松本 秀唄 1GD9 冒履文時代の環境ー海岸線と地形の変化ー」 『仙白市屯 通史編 l原始』

第 2節基本 層序

山下遺跡

調査対象域の大部分を占める沖積中位面は、南の山稜と北の洪積下位面の間に位置する浅い谷状地

形である。今日、検出された遺構は、北側と北東側に策中し、谷状地形より高い地形、洪積下位面と

された部分に認められるぐ沖積面では、逍物は廿斤片的に出土するものの、遣構は確認されていない。

試掘調査で、広い範囲を扱ったため、全域で各層の対応関係をすべて明らかにで合たわけではないか、

各地点の屈位の相対的な新旧関係か把握された、表土下に若十の縄文時代の遣物を含む黒褐色の II層

があり、その下位には限定される分布であるがII層よりプライマリーな状態を示す、縄文時代後期前

葉の遺物を包含する黒褐色のllI層がみられ、それ以下では、無避物の、土石流起源と芳えられる混礫

土層•砂層や粘土質のいわゆるローム層かみられる。

山下遺跡基木層序
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所々に、土石流起源と各えられる直径10~20cm柱の砂礫層か確認された n 1997年調査0)山下遺跡

A区・B区共に、松山 力によって最下層に砂礫層が確認されている。本年の調査では旧河川跡と考え

られる部分には、均ーな黒色土が堆積しており、遺物出土を期待したが、無遺物であった。 IIP -188 

グリッド付近では、旧河川を検出し、その底面より若干上で、厚さ 5cm程の黄褐色砂質シルト (2.5

Y R5/3)を確認したが、白頭山一苫小牧火山灰(B-Tm)の可能性も考えられる。

2 米山(2)遺跡

縄文時代後期の遺構が多く検出されたA区の基本層序について述べる。表土である I層は、耕作・

植林による影響が大きく、 n層からは主に縄文時代後期の遺物が出土した。無遣物層であるW層以下

を検出した段階で、遺構確認が可能となった。当遺跡は洪積下位面によって構成され、青森西部から
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第4章遺跡の地理的環境

浪岡付近に分布する「女鹿沢火山灰」、上北の「千曳浮石層」に比定される土層が確認されたことが、当

地区土層の特徴となる。(永嶋豊)

米山(2)遺跡A区基本層序

図3遺跡の基本層序

－9－

第 4章 遺跡の地理的環境

浪岡付近に分布する「女鹿沢火山灰」、上北の「千曳浮石層」に比定される上層が確認されたことが、当

地区土層の特徴となる。 （永嶋豊）

米山(2)遺跡 A区甚本層序

層名 色相 土色 土性 しまり 粘性 混入物・その他

I 10YR2/2 黒褐色 シルト 朋 弱 表土。草や杉の根の影響が大きい。

¢2mm程度のにぶい赤褐色粒子を多く、 ¢10mm程度の

II 10YR2/1 黒色 シルト 弱 中
炭化物を含む。当地区での遺物包含層であり、 A区西
半の竪穴住居跡周辺から縄文時代後期中葉から後葉の
土器が出土。

III 10YR2/l 黒色 シルト 弱 中
II層と V層の漸移層。明褐色 (75YR5/6) のローム
層が混じる。

＃数mmの黄褐色粒子や黒色火山灰が混入している。隣
接する上野尻遺跡でも確認され、松山力によって、青

N 10YR5/6 黄褐色 砂質シルト 中 中 森市西部から浪岡付近に分布する「女鹿沢火山灰」や
上北の「千曳浮石層」に比定されている。 1号・ 2号・ 3
号住居跡の床面や壁面の一部（南半部）を構成する。

V 7 5YR5/6 明褐色 シルト質粘土 中 強 いわゆるローム層。 A区西端部では層厚30cm以上。

VI 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 強 弱
伶5mm程度の緑灰色の小礫を非常に多く含む。 1号・2号・
3号住居跡の床面・壁面の一部（主に北半部）を構成
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図3 遺跡の基本層序
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第 2編山下遺跡

|
 



第2編山下遺跡

図4山下遺跡試掘・発掘調査区域図
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第 2編山下遺跡
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山下遺跡 '-.,,,',, 

図4 山下遺跡試掘•発掘調査区域図
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第1章試掘調査の成畏

第1章試掘調査の成果

本遺跡は、青森市東部に広がる水田地帯に位置している。現在は開田によって平坦な水田面となっ

ているが、当時は貴船川に注ぐ小河川が宮田地区一帯を巡り、その間に小規模な扇状地が広がってい

た地形と見られている。本遺跡はこの扇状地の標高20～25mの沖積台地上に立地している。平成9年

度には本遺跡の西側区域が調査の対象になっており、試掘調査と発掘調査が行われている(A区、B

区)。今回の調査は、平成9年度調査区域の東側に広がる水田地帯が対象であり、調査の進展によっ

て、一部本調査を行った区域もある。

第1節検出遺構
試掘調査によって確認した遺構は、以下の通りである(図5)。

1カマド状遺構

15基確認した。北東部に集中している。ⅣH・ⅣI-195グリッドで1基、ⅣA-189グリッドで1

基、ⅢO～ⅢR-193～196グリッドで11基の遺構を確認した。後者の11基を確認した場所では、5基

の遺構がほぼ同じ方向を向いて列状に並んでおり、周辺にも多数存在していることがうかがわれた。

また、平面プランで確認できなかったが、ⅣH～ⅣK-175ラインの壁際にカマド状遺構に伴う焼土

を2基確認した。

2土坑

2基確認した。北東部のⅣF-194グリッドで1基、北西部のⅣJ-175グリッドで1基である。前

者は1辺が80cm前後の方形を呈する。後者は、調査の結果第3号井戸跡となった。

3小ピット群

三カ所確認した。ⅣF-192～194グリッドとⅣH～ⅣK-195グリッド及びⅣJ-175グリッド付近

の試掘トレンチで確認した。

4溝跡

ⅢP～ⅢT-193～195グリッドで検出した。幅6～7m前後、深さ1m以上のもので、北東から南

西方向に延びている。(畠山昇)

第2節出土遺物
試掘調査では、南北最大幅約360m、東西最大幅約180m中の調査対象面積35,000㎡中に、2×20m

を基本としたトレンチを計2,400㎡分設定し、遺構・遺物の分布の確認作業を行った。その結果、対

象範囲の南半部に分布密度が薄く、北半部で部分的に縄文時代後期を中心に、時期不明の遺構・遺物

の集中域を確認した。そのうち、VE-180杭を基準に東へ28m・北へ36mの1,008㎡(山下遺跡C区)、

ⅣH-170杭を基準にして東へ32m・北へ24mの768㎡(山下遺跡D区)を発掘調査の対象とした。ここ

では、発掘調査対象区外の試掘調査で出土した縄文土器、石器、近世貨幣等、細片を除き図示できた

ものを報告する。なお中世の須恵器片がⅣF-175グリッド、第1層より3点出土しているが、発掘

調査D区においても同様の須恵器片が遺構外より確認されており、「第2章第2節2珠洲焼」の項にお

いてまとめて掲載している。また十腰内Ⅰ式期の説明については、文様モチーフをうまく言葉で説明
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第 1章試掘謀l査の成梁

第 1章試掘調査の成果

本遣跡は、青森市東部に広がる水田地幣に位置している。現在は間田によ ✓_:, て平坦な水田面となっ

ているが、当時は貴船川に注ぐ小河川が宮田地区一帯を巡り、その間に小規模な扇状地が広がってい

た地形と見られている。本遺跡はこの厨状地の標高20-25mの沖積台地上に立地している,_平成 9年

度には本遣跡の西側区域が調査の対象になっており、試掘調査と発掘調査が行われている (A区、 B

区［今回の調斉は、平成 9年度調査区域の東側に広がる水田地帯が対象であり、調査の進展によっ

て、一部本調査を行った区域もある。

第 1節検出遺構

試掘調査によって確認した逍構は、以下の通りである（図 5)。

1 カマド状遣構

15基確認しだ。北東部に集中している,,NH・NI-195グリソドで 1基、 NA-189グリッドで 1

基、 illO~III R -193~196グリソドで11基の逍構を確認した 0 後者の 11基を確認した場所では、 5 墓

の遥構がほぼ同じ力向を向いて列状に並んでおり、周辺にも多数存在していることがうかがわれた r

また、平面プランで確認できなかったか、 NH~NK-175ラインの壁際にカマド状逍構に伴う焼土

を2基確認した J

2 十坑

2基確認した Q 北東部のNF-1911グリッドで 1悲、北西部のNJ-175クリッドで 1基である 3 前

者は 1辺が80cm前後の方形を呈する，一，後者は、調査の結果第 3号井戸跡となった 0

3 小ピソト群

三カ所確認しだ.) I\「 F-192~194 グリッドと NH~NK-195グリッド及びNJ -175グリッド付近

の試掘トレンチで確認した，一，

4 溝跡

ill P~III T -193~195 グリ、J ドで検出し tこ幅 6~7m前後、深さ lm以上のもので、北東から南

内方向に延びている u (畠山 昇）

第 2節 出 土遺物

試掘調企では、南北最大幅約360m、東西最大輻約180m中の調査対象面積35,000可中に、 2X20m

を基本としたトレンチを計2,400面分設定し、遺構・遺物の分布の確認作業を行った。その結果、対

象範囲の南半部に分布密度が薄く、北半部で部分的に縄文時代後期を中心に、時期不明の遺構・遺物

の集中域を確認した。そのうち、 VE-180杭を基準に東へ28m・ 北へ36mの1,008面（山下遺跡c区）、

NH-170杭を基準にして東へ32m・ 北へ24mの768面（山下遺跡D区）を発掘調査の対象とした。ここ

では、発掘調査対象区外の試掘調査で出土した縄文土器、石器、近世貨幣等、細片を除き図示できた

ものを報告する。なお中世の須恵器片がNF-175グリッド、第 I層より 3点出土しているが、発掘

調査D区においても同様の須恵器片が遺構外より確認されており、「第2章第2節2珠洲焼」の項にお

いてまとめて掲載している。また十腰内 I式期の説明については、文様モチーフをうまく言葉で説明
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第2編山下遺跡

図5試掘調査で検出した遺構
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第 2編山下遺跡
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図5 試掘調査で検出した遺構
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第1章試掘調査の成果

できないものが多く見られたため、主に一筆で完結する楕円形・円形・方形・三角形を呈する文様に

ついては、すべて『楕円文』という言葉を用いた。該期の土器は、全体が異なる形態の『楕円文』で

構成されるものも少なくない為、非常に解りにくい説明になってしまった。

1土器

縄文時代前期・中期・後期・弥生時代前期の土器が出土している。中でも、VA～E-174グリッ

ドⅢ層で出土した縄文時代後期前葉の土器群が中心となる。観察表において、各属性については記載

している為、ここでは簡単に述べる。

(1)縄文時代の底部片

遺物出土の、ほとんど見られなかった試掘調査南半部において、時期不明の縄文土器底部3点が出

土している。1と2は器表面が脆く流水の影響と考えられる摩滅が顕著である。

(2)縄文時代前期・中期の土器

4は円筒下層d2式、6は円筒上層a式と考えられる。5も含めて3点出土した円筒土器はすべて口縁

部に縄文原体の側面圧痕が見られる。7は胎土に石英粒を非常に多く含み、RL縄文施文後に平行沈線

を施している。

(3)縄文時代後期前葉の土器群

VA～E-174グリッドを中心に縄文時代後期前葉の遺物が出土した。該期の遺物は、発掘調査C区

において数多く出土している。

十腰内Ⅰ式の古い段階と考えられるもので、平坦口縁のものと大きく山形を呈する波状口縁の深鉢

と橋状把手が付された壷形土器が出土している。8～13は平坦口縁の深鉢で、8～11は横位に連続する

楕円文又は長方形文が施されている。8・9は器厚6～7mmと厚く沈線幅も4mm程度と太い。対して10・

11は器厚4mm程度の薄い作りで、沈線幅も2mm程度の細くシャープなものである。11は粘土紐幅が1.5

cm程度である。12は文様中にLR縄文が施されるが、文様構成は不明である。13は櫛歯状工具によっ

て横方向の条線が施される。12・13共に文様からは帰属時期は不明であったが、口頸部の傾きや沈線

の様子から十腰内Ⅰ式期の深鉢と考えた。14～18は大きな波状口縁の深鉢であり、18以外は楕円文が

施される。16は内面が肥厚する複合口縁となっており、沈線は粗雑である。19～24は同一個体と考え

られる壷の破片である。19と20は口縁部破片で、口唇部に断続沈線とその途切れた部分に径4mm深さ5

mm程の刺突が2個一単位で施されている。22と24は横型の橋状把手と考えられ、21と23の上部に付さ

れるものである。25は深鉢の体部であるが、波状文風のモチーフ中にRL縄文が充填されている。

(4)時期不明の土器

26は無文の深鉢である。27は器厚3～4mmの薄手の土器で、口縁部直下に凹線状の沈線、口頸部が無

文、頸部に2条の平行沈線、体部にRLの縦走縄文が施される。器形・RL縦走縄文等から弥生時代前

期の二枚橋式期の台付鉢の可能性が考えられるが、口縁部直下の凹線状沈線の類例を見ない。

(永嶋豊)
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第 1章試掘調査の成果

できないものが多く見られたため、主に一肇で完結する楕円形・円形・カ形・三角形を呈する文椋に

ついては、すべて『楕円文』という言葉を用いた。該期の土器は、全体が異なる形態の『楕円文』で

構成されるものも少なくない為、非常に解りにくしヽ説明になってしまった。

土器

縄文時代前期・中阻・後朋・弥生時代前期の土器が出上している、）中でも、 VA~E-174グリッ

ドm層で出土した縄文時代後期前葉の土器群が中心となる，＂観察表において、各属性については記載

している為、ここでは荊単に述べるし

(1)縄文時代の底邸片

遺物出土の、ほとんど見られなかった試掘調査汀南半部において、時期不明の縄文土器底部 3点が出

上している '1と2は器表面かM危く流水の影聾と考えられる摩咸が顕習である』

(2)縄文時代前期・中期の十＿謡

4は円筒下層 d2式、 6は円筒上屈 a式と考えられる。 5も含めて3点出土しだ円筒土器はすべて口緑

部に縄文I息1本の側面圧痕が見られる。 7は胎土に石英粒を非常に多く含み、 HL縄文施文後に平行沈線

を施してし 10c

(3)縄文闘代後期前策の土器群

＼八~E-174グリソドを中心に縄文時代後期前葉の遣物が出土しtこ該期の遺物は、発掘調査C区

において数多く出士しているで

1渭要内 I式の古い段階と考えられるもので、平坦口縁のものと大きく山形を呈する波状LJ縁の深鉢

と橋状把手が付された壺形土器か出土している。 8--13は平坦口緑の深鉢で、 8~11は横位に連続する

楕円文又は長方形文が施されている 0 8. 9は器厚6~7mmと厚く沈線幅も4mm程度と太い。対して10・

11は器厚4mm程度の薄い作りで、沈線輻も2mm程度の細くシャープなものである，J 11は粘土紐幅か1.5

cm程度である c, 12は文様中にLR縄文か施されるか、文様構成は不明である 13は櫛歯状下具によっ

て横方向の条線か施される C 12• 13共に文様からは帰属時期は不明であったが、口頸部の傾きや沈線

の様＋から十腰内 l式期の深鉢と考えた,)14~18は大きな波状口縁の深鉢であり、 18以外は楕円文か

施苔れるぐ 16は内面か肥厚する複合口縁となっており、沈線は祖雑である—, 19~24は同一個休と考え

られる壺の破片である，万 19と20は口縁部破片で、口唇部に断続沈線とその迎切れた部分に径1mm深さ5

mm程の刺突が2個ー単位で施されている 0 22と24は横刑の橋状把手と考えられ、 21と23の上部に付さ

れるものである。 25は深鉢の体部であるが、波状文風のモチーフ中にRL縄文が充填されている。

(4)時期不明の土器

26は無文の深鉢である。 27は器厚3~4mmの薄手の土器で、口縁部直下に凹線状の沈線、口頸部が無

文、頸部に2条の平行沈線、体部にRLの縦走縄文が施される。器形 ・RL縦走縄文等から弥生時代前

期の二枚橋式期の台付鉢の可能性が考えられるが、口縁部直下の凹線状沈線の類例を見ない。

（永嶋豊）
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第2編山下遺跡

図6試掘調査出土土器
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第1章試掘調査の成果

2石器(図8)

試掘調査で出土した石器は、石鏃1点、石匙1点、石箆1点、スクレイパー7点、Rフレイク10点、

Uフレイク7点、フレイク60点、敲磨器3点、石皿・台石2点である。

石鏃(1)凹基無茎鏃が1点である。正面の中央付近の剥離が不十分であるため、やや厚くなって

いる。尖頭部先端が欠けている。

石匙(5)縦型で、バルブ付近を両面から調整を加えてつまみ部を作出している。体部は片面加工

で、急斜度の浅い調整を加えている。

石箆(2)両面加工であるが、全体の調整は粗雑である。その中でも、基部付近及び裏面左側縁は、

比較的丁寧な押圧剥離が施されている。

スクレイパー(3・4・6・7)6は両面に粗く大きな剥離が施されていて、全体に粗雑である。

本類に含めたが、器体整形も不十分であることから、加工途中のものである可能性が高い。

4は、両極打法によって得られた半割剥片を素材としたものと思われ、一部に調整を施した小型のも

のである。3も小型の石器で、周縁の一部に急斜度の浅い調整が施されている。

敲磨器(8・9)敲石1点、凹石2点がある。8は扁平な楕円形の礫の両面に凹孔が見られるもの

で、片方の面には凹孔が3個見られる。平坦面には磨痕(線条痕)が見られるが、とくにR面に顕著

である。9は棒状礫を利用したもので、一端に敲打痕が見られる。器面の全体に整形痕が見られる。

石皿・台石(10・11)10は石皿、11は台石であるが、特に加工した痕跡は見られない。

(畠山昇)

表1山下遺跡試掘調査区出土石器一覧表

3古銭

寛永通宝が2点出土している。1点はⅢT-195グリッド、もう1点はⅣO-175グリッドからの出

土である。銭貨の大きさや、「寛永通宝」の字体にも若干の違いが認められる。

(畠山昇)

図7古銭
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第1章試掘調査の成果

2 石器（図 8)

試掘調査で出上した石器は、石鏃 1点、石匙 1点、石箆 1点、スクレイパー 7点、 Rフレイク10点、

uフレイク 7点、フレイク60点、敲磨器3点、石皿・台石 2点である。

石鏃 (1)凹基無茎鏃が 1点である。正面の中央付近の剥離が不十分であるため、やや厚くなって

いる。尖頭部先端が欠けている。

石匙 (5)縦型で、バルブ付近を両面から調整を加えてつまみ部を作出している。体部は片面加工

で、急斜度の浅い調整を加えている。

石箆 (2)両面加工であるが、全体の調整は粗雑である。その中でも、基部付近及び裏面左側縁は、

比較的丁寧な押圧剥離が施されている。

スクレイパー (3・4・6・7) 6は両面に粗く大きな剥離が施されていて、全体に粗雑である。

本類に含めたが、器体整形も不十分であることから、加工途中のものである可能性が高い。

4は、両極打法によって得られた半割剥片を素材としたものと思われ、一部に調整を施した小型のも

のである。 3も小型の石器で、周縁の一部に急斜度の浅い調整が施されている。

敲磨器 (8・9)敲石 l点、凹石 2点がある。 8は扁平な楕円形の礫の両面に凹孔が見られるもの

で、片方の面には凹孔が 3個見られる。平坦面には磨痕（線条痕）が見られるが、とくに R面に顕著

である。 9は棒状礫を利用したもので、一端に敲打痕が見られる。器面の全休に整形痕が見られる。

石皿・台石 (10・11)10は石lII1、11は台石であるが、特に加工した痕跡は見られない。

（畠山昇）

表 1 山下遺跡試掘調査区出土石器一覧表

器種石鏃 I石匙 I石箆 Iスクレイパー Rフレイク Uフレイク Iフレイク 敲磨器 石皿・台石 計

出土数 I 1 10 7
 

60 3
 

93点

3 古銭

寛永通宝が 2点出土している。 1点はIIIT -195グリッド、もう 1点はN0-175グリッドからの出

土である。銭貨の大きさや、「寛永通宝」の字体にも若干の違いが認められる。

（畠山昇）

疇＼いに］遥，
｀翌~·2

゜

径 2.2cm
厚さ 1.0mm
璽さ 2.6g 

S=4/5 5cm 

図 7 古銭
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第2編山下遺跡

図8山下遺跡試掘調査区出土石器
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第1章試掘調査の成果

第3節まとめ

発見された遺構・遺物の多くは、調査対象区域の北部及び北東部に見られたが、これ以外の区域で

は少量の遺物が出土したものの、遺構は検出されなかった。試掘調査の結果、本調査の必要があると

考えられた区域は、以下の三カ所である。

1北東部のⅢK～ⅣK-190～195グリッドの付近。カマド状遺構や、土坑、小ピット群、溝跡など

が検出され、地形から見ても、周辺には多数の遺構の存在がうかがわれた。

2北部のⅣI・J-184・185グリッドで、縄文時代後期の土器が若干出土した。拡張したところ、

多量の遺物が出土した(C区)。

3北西部のⅣJ・K-175グリッドで、土坑1基とトレンチの西壁にカマド状遺構に由来する焼土

を確認した。また、少量ではあるが、縄文時代の土器片も出土した(D区)。

以上のうち、「1」の区域については試掘調査にとどめ、後日の本調査に委ねることにした。その

面積は、約9,000㎡である。また、この区域の大半は山下遺跡の範囲外にあることや地形上の特徴か

ら、米山(2)遺跡に含めることにした。

「2」及び「3」の区域については、周辺を拡張して発掘調査を実施した。この成果については、

次章で記述する。

上記以外の区域については、遺構が検出されなかったことや遺物の出土が散発的なことに加え、開

墾と耕作のために大部分がすでに削平されてしまっていると考えられたことから、発掘調査の必要性

がないと判断された。

(畠山昇)
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第 1章 試掘調査の成果

第 3節まとめ

発見された遣構・遺物の多くは、調査対象区域の北部及び北東部に見られたが、これ以外の区域で

は少量の遺物が出土したものの、造構は検出されなかっtこ試掘調在の結果、本調査の必要があると

苔えられた区域は、以下の三カ所である。

1 北束部のIIIK~IV K -190~195 グリ 9 ドの付近。カマド状遣構や、上坑、小ピット群、溝跡など

が検出され、地形から見ても、周辺には多数の遺構の存在がうかがわれた。

2 北部のIVI・J -184・185グリソドで、縄文時代後期の土器が若「出土した＇"拡張したところ、

多贔の遺物か出土した (Cに），二9

3 北西部のIVJ・K-175グリソドで、土坑 l基とトレンチの西壁にカマド状遺構に由来する焼土

を確認しだつまだ、少量ではあるが、縄文時代の土器片も出上した (D区）。

以上のうち、「］」の区域については試掘調査にとどめ、後日の本調査に委ねることにした。その

面積は、約9,000可である,, また、この区域の大半は山卜礼逍跡の範囲外にあることや地形上の特徴か

ら、米山(2)遺跡に含めることにした。

「2」及び「 3」の区域については、周辺を拡張して発掘調査を実施した）この成果については、

次章で記述する。

上記以外の区域については、遣構が検出されなかったことや遣物の出土が散発的なことに加え、開

墾と耕作のために大部分がすでに削平されてしまっていると考えられたことから、苑掘調査の必要性

がないと判肝された Q

（畠山昇）

-19-



第 2編山下遺跡

第 2章発掘調査の成果

試掘調在の結果を受けて、ニカ所で発掘調査を行った。すなわち、縄文時代後期の土器が出土した

N I・J -184・185グリッド局辺のC区、土坑 1基とトレンチ西壁にカマド状遺構と思われる焼土を

確認したNJ・K-175グリッド周辺のD区である。（注：平成 9年度の調査において、すでにA区、

B区の調査区域が存在するため、今同の調査では C区、 D区とした。）

c区で検出した遺構は、縄文時代の土器埋設遺構 1基と土坑 2基のほか、時期不明の土坑 2基、カ

マド状遺構12基、井戸跡 1基であり、出土遺物は縄文時代の土器・石器等段ボール箱で18箱分である。

また、 D区で検出した遺構は、時期不明のカマド状遺構 7基、士坑 5基、井戸跡 5基、溝跡 2条、

小ピット群 2カ所である 。出土遺物は、縄文時代の土器・石器が少量あるほか、時期不明の鉄器 1点

である 。以下、時代別、遺構別に記述する 。

表 2 地区別遺構一覧表

I I 
縄 文時代 時 期 不明 （中世以降） 小 計

土器埋設遺構 I土坑 土坑 Iカマド状遺構 I井戸跡 I溝跡 I小 ピッ ト群

c 区 1基 2基 I 2基 12基 1基 18 

D 区 5基 7基 5基 I 2条 I 2カ所 I 21 

第 1節検出遺構と出土遺物

縄文時代の遺構

(1)土坑

第 6号土坑 (SK-6)(図11)

位置： C区VK-182・183グリッドに位置する 。

重複：なし。

平面形・規模：直径60cmほどの円形で、深さ12cmと浅い。壁は外側に向かって緩く立ち上がり、底面

は平坦である 。

堆積土：シルト質のしまりのない黒褐色土の堆積が見られた。

出土遺物：頸部でやや外反し、口縁部に最大径を有する縄文時代後期前葉の有文深鉢の上半部 (28)

が、底面付近からまとまって出土した。上半部はほぽ全ての破片が存在し接合率も高く、性格不明で

あるが、人為的に当土坑内に残されたものと考えられる 。残存部全面に幅2~3mmの細い沈線によ って、

文様が描かれ、口頸部には横長の楕円文が横方向に 6単位施される 。また体部の三角形状のモチーフ

は3単位となる 。沈線間には1mm程度の非常に小さな節となるRL縄文が充填される 。器表面の摩滅が

著しいが、僅かに残る良好な器表面には丁寧なミガキとスス状炭化物の付着が確認できる 。口径28.5

cm・現存部高さは22cm。

時期：出上遺物から、縄文時代後期前葉と考えられる 。
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第2章発掘調査の成果

図9山下遺跡C区遺構配置図
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第 2章発掘調査の成果
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第2編山下遺跡

図10山下遺跡D区遺構配置図
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第2章発掘調査の成果

第7号土坑(SK-7)(図11)

位置:C区VJ-182グリッドに位置している。

重複:なし。

平面形・規模:短軸42cm、長軸49cmの隅丸方形で、深さ5cmと浅い。壁は緩やかに外傾して立ち上が

り、底面は平坦である。

堆積土:小石を多量に含んだ砂質シルトの褐色土の堆積が見られた。

出土遺物:縄文時代後期前葉と思われる土器が出土した。31は網目状撚糸文(R)が施される深鉢の一

部、32は多軸絡条体(R)が施される深鉢の体部下半から底部である。32は底部から6～7cmの高さまで

無文となり、丁寧なミガキと横方向のナデ調整が施される。

時期:出土遺物から、縄文時代後期前葉と考えられる。(遺物は永嶋豊、他は畠山昇)

図11縄文時代の土坑
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第 2章発掘調査の成果

第 7号土坑 (SK-7)(図11)

位置： C区VJ-182グリッドに位置している。

重複：なし。

平面形・規模：短軸42cm、長軸49cmの隅丸方形で、深さ 5cmと浅い。壁は緩やかに外傾して立ち上が

り、底面は平坦である。

堆積土：小石を多鼠に含んだ砂質シルトの褐色土の堆積が見られた。

出土遣物：縄文時代後期前葉と思われる上器が出士した。 31は網目状撚糸文(R)が施される深鉢の一

部、 32は多軸絡条休(R)が施される深鉢の体部下半から底部である。 32は底部から6~7cmの高さまで

無文となり、丁寧なミガキと横方向のナデ調整が施される。

時期：出土遺物から、縄文時代後期前葉と考えられる。 （遺物は永嶋豊、他は畠山昇）
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図11 縄文時代の土坑
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第2編山下遺跡

(2)土器埋設遺構(SR-1)(図12)

ⅤI-184グリッドにおいて、Ⅲ層除去後、礫を多量に含むⅤ層を検出した段階で、土器埋設遺構

が検出された。当区からⅤI-185グリッドにかけてのⅢ層では、縄文時代後期前葉の壷形土器片が

散在し、接合作業の結果6個体以上が確認され、当遺構も同時期のものと考えられる(図20)。埋設土

器は、確認面から30cm程度の深さで底部が検出され、深鉢形土器の下半部が、やや斜位に埋まってい

る。当土器埋設遺構には、土器中の底面から10～15cm程に、灰白色の粘土が明らかに人為的に納めら

れていた。その粘土上面に封をするような状態で、埋設土器とは別個体の土器が数片見られた(図12-

35～37)。土坑の掘り込みは確認できなった。

埋設土器(33)は、推定口径22.5cm・推定胴部最大径20cm・器高30cm程の頸部で外反気味となる深鉢

形土器である。口縁部は僅かに残存し、口縁部～体部下半までRL斜行縄文が施される。体部下半は

2次焼成により器表面が脆弱化しており、地文等は確認できない。粘土帯は2～2.5cmであり、外傾接

合となる。

埋設土器中の粘土上面で見られた土器は、2個体分が確認され4点を図化している。34は深鉢の頸

部と考えられ、文様は見られない。35～37は同一個体と考えられる有文深鉢形土器である。35は大型

山形波状口縁の谷間の口頸部に楕円文が見られる。胴部にも楕円文が施され細沈線間にLR縄文が充

填されるが、器表面の摩滅のため詳細不明である。幅3mm程度の比較的深い沈線が口頸部に、1～2mm

の細沈線が胴部文様に用いられる。細沈線は施文工具の鋭利な先端部を、土器面に垂直に当てて施さ

れている。埋設土器(33)同様外傾接合である。

[小結]VI-184グリッドの遺物集中区で確認された当遺構は、推定器高30cm・推定口径22.5cmの地文

のみが施された深鉢形土器を用いた土器埋設遺構である。土器の器高の約半分以下に灰白色の粘土を

充填し、その上面を別個体の有文土器片で封をしたような状態で検出された。他の類例等は検討して

いないが、周辺から縄文時代後期前葉の壷形土器片が多量に出土しており、埋設土器中の楕円文が施

される有文深鉢から十腰内Ⅰ式の古い段階のものと考えられる。(永嶋豊)

図12土器埋設遺構
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第 2編 山 下 遺 跡

(2)土器埋設遺構 (SR-1)(図12)

VI -184グリッドにおいて、 III層除去後、礫を多量に含むv層を検出した段階で、士器埋設遺構

が検出された。当区から VI-185グリッドにかけてのIII層では、縄文時代後期前葉の壷形上器片が

散在し、接合作粟の結果 6個体以上が確認され、当遺構も同時期のものと考えられる（図20)。埋設士

器は、確認面から30cm程度の深さで底部が検出され、深鉢形上器の下半部が、やや斜位に埋まってい

る。当士器埋設遣構には、土器中の底面から10~15cm程に、灰白色の粘土が明らかに人為的に納めら

れていた。その粘士上面に封をするような状態で、埋設土器とは別個体の土器が数片見られた（図12-

35~37)。上坑の掘り込みは確認できなった。

埋設士器(33)は、推定口径22.5cm・推定胴部最大径20cm・ 器高30cm程の頸部で外反気味となる深鉢

形土器である。口縁部は僅かに残存し、口縁部～体部下半までRL斜行縄文が施される。体部下半は

2次焼成により器表面が脆弱化しており、地文等は確認できない。粘土帯は2~2.5cmであり、外傾接

合となる。

埋設上器中の粘土上面で見られた土器は、 2個体分が確認され4点を図化している。 34は深鉢の頸

部と考えられ、文様は見られない。 35~37は同一個体と考えられる有文深鉢形土器である。 35は大型

山形波状口縁の谷間の口頸部に楕円文が見られる。胴部にも楕円文が施され細沈線間にLR縄文が充

填されるが、器表面の摩滅のため詳細不明である。幅3mm程度の比較的深い沈線が口頸部に、 1~2mm 

の細沈線が胴部文様に用いられる。細沈線は施文工具の鋭利な先端部を、土器而に垂直に当てて施さ

れている。埋設土器(33)同様外傾接合である。

［小結]VI -184グリッドの遺物集中区で確認された当遺構は、推定器高30cm・推定口径22.5cmの地文

のみが施された深鉢形土器を用いた士器埋設遺構である。上器の器高の約半分以下に灰白色の粘土を

充填し、その上面を別個体の有文土器片で封をしたような状態で検出された。他の類例等は検討して

いないが、周辺から縄文時代後期前葉の壷形士器片が多量に出上しており、埋設土器中の楕円文が施

される有文深鉢から十腰内 I式の古い段階のものと考えられる。 （永嶋 豊）
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図12 土器埋設遺構
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第2章発掘調査の成果

2時期不明の遺構

(1)土坑(図13)

第2号土坑(SK-2)

位置:D区ⅣL-171グリッドに位置している。

重複:小ピットと重複し、これよりも古い。

平面形・規模:直径90cmの円形で、深さ22cmである。壁の立ち上がりは急で、底面は平坦である。

堆積土:黒褐色土の1層だけを確認した。

出土遺物:なし。

第3号土坑(SK-3)

位置:D区ⅣL-172グリッドに位置している。

重複:第1号溝跡と重複し、これよりも新しい。

平面形・規模:短軸56cm、長軸102cmの長方形で、深さ34cmである。壁は垂直に立ち上がり、底面は

平坦である。

堆積土:黄褐色土の混入が見られる黒褐色土1層のみを確認した。

出土遺物:なし。

第4号土坑(SK-4)

位置:D区ⅣK-172グリッドに位置している。

重複:第1号溝跡と重複し、これよりも古い。

平面形・規模:西壁の一部を破壊されているが、短軸110cm、長軸180cm(推定)の長方形を呈し、深

さ58cmである。壁は垂直に立ち上がり、底面は平坦である。

堆積土:4層に分けられたが、主体は暗褐色土である。また、第4層は灰黄褐色土であるが、水の影

響によると思われる褐色に変色した部分が上部に薄く見られる。

出土遺物:なし。

第5号土坑(SK-5)

位置:D区ⅣL-172グリッドに位置している。

重複:なし。

平面形・規模:短軸72cm、長軸142cmの長方形で、深さ約10cmである。壁の立ち上がりはやや緩く、

底面はほぼ平坦である。

堆積土:黄褐色土をまばらに含んだ黒褐色土の堆積が見られたのみである。

出土遺物:なし。

第9号土坑(SK-9)

位置:D区ⅣI-170グリッドに位置している。

重複:なし。

－25－

2 時期不明の遣構

(1)土坑（凶13)

第 2号土坑 (SK-2)

位間： D区IVL -171グリッドに位罹している。

重複：小ピットと重複し、これよりも古い。

第 2章兌掘調査の成果

平面形・規模：直径90cmの円形で、深さ22cmである＾壁の立ち卜がりは怠で、底面は平坦である。

堆積上．里褐色土の 1屈だけを確認した

1'廿土遣物：なし 0

第 3号土坑 (SK-3)

位置： D区NL-172グリッドに位憤している。

重複：第 1号溝跡と重複し、これよりも祈しい J

平面形・規桧： t訂軸56cm、長軸102cmの長方形で、深さ34cmである 0 壁は垂直に立ち上がり、底面は

平坦である。

堆積上：黄褐色土の混入か見られる黒褐色土 1層のみを確認した，万

出土遣物：なし C,

第 4号土坑 (SK-4)

位置： D区I¥「K-172グリ、1 ドに位慨している。

重複：第 1号溝跡と重複し、これよりも古い。

平面形・規模：両壁の一部を破壊されているが、短軸110cm、長輯180cm(推定）の長方形を呈し、深

さ58cmであるこ壁は畢直に立ち上がり、底面は平坦である。

堆積上:4層に分けられたが、主体は陪褐色土である。また、第 4屈は灰黄褐色土であるが、水の影

響によると思われる褐色に弯色した部分が上部に薄く見られる、

出土遺物：なし。

第 5号土坑 (SK-5)

位僅： D区I¥「L-172グリソドに位置している、う

重複：なし。

平面形・規模：短軸72cm、長軸142cmの長方形で、深さ約10cmである。壁の立ち上がりはやや緩く、

底面はほぼ平坦である。

堆積土：黄褐色土をまばらに含んだ黒褐色土の堆積が見られたのみである。

出土遺物：なし。

第 9号土坑 (SK-9)

位置： D区NI-170グリッドに位置している。

重複：なし。
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第2編山下遺跡

平面形・規模:短軸60cm、長軸107cmの長方形で、深さ32cmである。壁は緩やかに立ち上がり、底面

はほぼ平坦である。

堆積土:セクションは実測していないが、他の土坑と同じく黒褐色土のみの堆積が見られた。

出土遺物:なし。

第10号土坑(SK-10)

位置:C区VG・H-181・182グリッドに位置する。

重複:なし。

平面形・規模:短軸83cm、長軸90cmの楕円形を呈し、深さ36cmである。壁は緩やかに外傾して立ち上

がる。底面は平坦ではなく、幾分凹面となっている。

堆積土:ローム粒を含む締まりのない暗褐色土の堆積が見られた。

出土遺物:なし。

第11号土坑(SK-11)

位置:C区VM-183グリッドに位置している。

重複:なし。

平面形・規模:短軸50cm、長軸63cmの隅丸長方形を呈し、深さ25cmである。壁はほぼ垂直に立ち上が

り、底面は平坦である。

堆積土:暗褐色土、黒褐色土の堆積が見られた。

出土遺物:なし。(畠山昇)

図13時期不明の土坑
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第 2編山下遺跡

平面形・規模：短軸60cm、長軸107cmの長方形で、深さ32cmである。壁は緩やかに立ち上がり、底面

はほぼ平坦である。

堆積土：セクションは実測していないが、他の土坑と同じく黒褐色土のみの堆積が見られた。

出土遺物：なし。

第10号土坑 (SK-10)

位置： C区VG・H -181・182グリッドに位置する。

重複：なし。

平面形・規模：短軸83cm、長軸90cmの楕円形を呈し、深さ36cmである。壁は緩やかに外傾して立ち上

がる。底面は平坦ではなく、幾分凹面となっている。

堆積土：ローム粒を含む締まりのない暗褐色土の堆積が見られた。

出土遺物：なし。

第11号土坑 (SK-11)

位置： C区VM-183グリッドに位置している。

重複：なし。

平面形・規模：短軸50cm、長軸63cmの隅丸長方形を呈し、深さ25cmである。壁はほぼ垂直に立ち上が

り、底面は平坦である。

堆積土：暗褐色土、黒褐色土の堆積が見られた。

出土遺物：なし。 （畠山昇）
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第 2層暗褐色土 10YR3/3
第 3層暗褐色土 10YR3/3
第 4層黒褐色土 10YR2/2

゜
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図13 時期不明の土坑
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(2)井戸跡（図14)

第 1号井戸跡 (SE-1)

位置： D区NH・I-176グリッドに位置している 。

重複：なし。

第 2章発掘調壺の成果

平面形・規模：短軸112cm、長軸137cmの楕円形を里し、深さ73cmである。壁はやや急傾斜で立ち上がっ

ている。底面には凹凸が見られた。

堆積土：湧水のために底面まで観察できなかったが、 2層まで確認することができた。第 1層は黒色

上で上部に小礫を多数含んでおり、第 2層はローム質の褐色土である。

出上遺物：なし。

第 2号井戸跡 (SE-2)

位置 ：D区NI-176グリッドに位置している 。

重複：なし。

平面形・規模：開口部は短軸122cm、長軸138cmの楕円形を呈し、深さ約70cmである。壁は急傾斜の立

ち上がりを呈する 。底面には凹凸が見られるものの、ほぼ平坦である。

堆積土：湧水のために底面まで観察できなかったが、 3層まで確認することができた。底面近くの壁

際にローム質の褐色土や締まりのない黒色上が見られるが、大半が第 1層の黒褐色土で占められてい

る。また、第 1層上部には、焼土が見られる 。
とうす

出土遺物：覆土上位から、やや大ぶりの刀子（小刀）が 1点出士した。柄と刃部の一部が欠損してい

る。折れた部分の観察からは 3~4層の鋼の層離が見られ、平安時代のものとは異なった印象を受け

る。

第 3号井戸跡 (SE-3)

位置： D区NJ-175グリッドに位置している 。

重複：なし。

平面形・規模：開口部は短軸160cm、長軸173cmの楕円形を星する。ここから、 20cmほど下の部分では、

隅丸方形状に見られるが、これが本来の形状を示しているものと思われる。開口部が崩落した結果、

楕円形になったものと考えられる。なお、底面の平面形は直径90cmの円形を呈している。深さ 108cm

である。壁は急傾斜で立ち上がるが、幾分凹凸が見られる。また、底面にも凹凸が見られ、平坦では

ない。

堆積上： 9層に分けられたが、ほとんど黒色士と黒褐色土とで占められている。自然堆積と思われる。

出土遣物：なし。

第 4号井戸跡 (SE-4)

位置： D区NI-177グリッドに位置している。

重複：なし。
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第2編山下遺跡

平面形・規模:短軸120cm、長軸135cmの楕円形を呈し、深さ約70cmである。壁は急傾斜で立ち上がっ

ている。湧水のため、底部の状況は不明である。

堆積土:底部付近は不明であるが、4層まで確認した。黒褐色土と黄褐色土の堆積が見られた。

出土遺物:なし。(畠山昇)

第5号井戸跡(SE-5)

位置:C区ⅣG～H184グリッドに位置している。

重複:なし

図14井戸跡
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第 2編山下遺跡

平面形・規模：短軸120cm、長軸135cmの楕円形を呈し、深さ約70cmである。壁は急傾斜で立ち上がっ

ている。湧水のため、底部の状況は不明である。

堆積士：底部付近は不明であるが、 4層まで確認した。黒褐色士と黄褐色土の堆積が見られた。

出土遺物：なし。 （畠山昇）

第 5号井戸跡(SE-5)

位置： C区NG~H184グリッドに位置している。

重複：なし

第 1号井戸跡

R
 

第 2号井戸跡

I ► I>-
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第 1層黒色土 10YR2/1細礫を含む。
第 2層褐色土 10YR4/6ローム質。
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第 1暦黒褐色土 10YR2/2
焼土、ローム塊を含む。

第 2暦褐色土 10YR4/4

第 5号井戸跡

R
 

第 3号井戸跡

I ► I ► 

~ 
00'3  

~ °''"l I to 

第 1層黒褐色土 10YR3/1炭化物粒、ローム粒を微置含む。
第 2層黒褐色土 10YR3/1炭化物粒、焼土を微量含む。
第 3層黒褐色土 10YR3/1
第4層黒色土 10YR2/1
第 5層黒色土 10YR2/1
第 6雇にぷい黄褐色土 10YR5/4
第 7層黒色土 10YR2/1
第 8層灰色土 10YR5/1粘土質。
第 9暦黒色土 10YR2/1

A - 28.lm B-
第 6号井戸跡
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第 1暦黒褐色土 10YR2/2ローム粒を少量含む。
第 2暦にぶい黄橙色土 10YR6/4黒褐色土を多星に含む。
第 3暦黒色土 10YR2/1 
第 4暦明黄褐色土 10YR6/6

第 1暦黒褐色士 10YR2/2

第 2号井戸跡出土鉄器

゜
S = 1 /50 2m 

り
゜
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＇ 
刈

図14 井戸跡
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第2章発掘調査の成果

平面形・規模:長軸140cm、短軸130cmの隅丸方形または不正円形を呈し、深さは約65cmである。底面

はほぼ平坦で、一辺90～100cmの隅丸方形状と考えられる。掘り方は井戸枠付近で垂直に落ち込むが、

開口部付近で外側に開く。

井戸枠:井戸枠は木組方形縦板組隅柱横桟型である。掘り方一杯に一辺80～90cmの方形井側を据える。

井筒は無い。井側の四隅に径10～13cmの丸材を用いた柱を立て、一辺約5cmの角材・最上部では径約

4cmの丸材を臍穴に差込んで固定している。横桟の外側に幅10～15cm・厚さ1～3cmの縦板を各辺5～7

枚づつ2重にあてているが、釘は使用していない。臍穴は4×6、5×5、5×6cmの長方形・正方形とな

る。丸材・横桟にはチョウナと思われる加工痕が残る。

堆積土:粗砂を含んだ暗緑灰色粘質土。

出土遺物:なし。(永嶋豊)

第6号井戸跡(SK-1)

位置:D区ⅣI-172グリッドに位置する。

重複:小ピットに切られている。

平面形・規模:平面形は直径98cmのほぼ円形を呈している。湧水のため底面まで調査できなかったが、

ボーリング棒による探査では、深さ約90cmであった。壁は垂直に立ち上がり、開口部近くでやや広が

る。底面の状況は不明である。

堆積土:確認面下50cmほどの深さまで調査し、この範囲では黒褐色土の堆積が見られた。

出土遺物:なし。(畠山昇)

(3)カマド状遺構

第1号カマド状遺構(SN-1)(図15)

位置と確認:C区南側VE-183グリッドで、南北に連なった焼土を確認した。調査の結果、3基の

カマド状遺構を検出し、東から順に第1号、2号、3号(SN-1～3)とした。

重複:第2号・第3号カマド状遺構と重複し、本遺構がもっとも古い。

平面形・規模:全体の形状・規模は不明であるが、検出した部分の規模は短軸90cm、長軸1m80cm、

深さ10cmである。残存状況は悪いが、確認時に見られた明褐色土や赤褐色土、黄褐色土等で構成され

る部分が燃焼部と思われる。また、この部分の南西側に直径20～25cm、深さ5cmの小ピットが付設さ

れており、この辺りまでが燃焼部と考えられる。燃焼部の規模は、幅90cm、長さ1m30cm前後と推定

される。主軸方位は、N-55°-E付近と思われる。

堆積土:底面直上に炭化物がレンズ状に見られ、上部に焼土粒や炭化物を含む黒色土、褐色土及び焼

土層が見られた。

出土遺物:なし。

第2号カマド状遺構(SN-2)(図15)

位置と確認:C区VE-183グリッドに位置している。
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弟 2章 発掘調企G'J成呆

平面形・規模：長軸140cm、短軸Ullcmの隅丸方形または不正円形を呈し、深さは約65cmである。底面

はほぼ平坦で、一辺90·~100cmの隅丸方形状と老えられる 0 掘り力は井戸枠付近で垂直に落ち込むが、

間口部付近で外側に閲く。

井戸枠：井戸枠は木組方形縦板組隅柱横桟型である。掘り方一杯に一辺80-90cmの方形井側を据える。

井筒は無い。井側の四隅に径10~L3cmの丸材を用いだ柱を立て、一辺約5cmの角材• 最上部では径約

4 cmの丸材を謄穴に差込んで固定している，一，横桟0)外側に幅10~15cm· 厚さ1-3cmの縦板を各辺5-7

枚づつ2重にあてているが、釘は使用していない2 謄穴は4X6、5X5、5X6cmの長力形・正力形とな

る，丸材・横桟にはチョウナと思われる加工痕が残る］

堆積十'.:相砂を含んだ陪緑灰色粘質十'.c

出t逍物：なし。

第 6号井戸跡 ISK-1)

位骰： D区NI-172グリッドに位僅する cj

重複：小ピットに切られてし,,る，)

（永嶋豊）

平面形・規校：平面形は直径98cmのほぱ円形を呈している。湧水のため底面まで調壺できなかったか、

ボーリング棒による探査では、深さ約90cmであった。壁は垂直に立ち上かり、開口部近くでやや広が

る。底面の状況は不明であるう

堆積土：確認面下50cmはどの深さまで調査し、この範囲では黒褐色土の埋積が見られた。

出土遣物：なし。 （畠山昇）

(3) カマド状遺構

第 1号カマド状遣構 (SN-1)(図lり）

位置と確認： Clメ向側VE-183グリッドで、南北に連なった焼土を確認した（、調査の結果、 3甚の

カマド状遺構を検出し、東から ILL員に第 1 号、 2 号、 3 号 (SN-1~3) とした

重複：第 2 号• 第 3号カマド状逍構と重複し、本逍構がもっとも古い Q

平面形・規模・全体の形状・規模は小明であるが、検出した部分の規模は短軸90cm、長軸 1m80cm、

深さ 10cmである。残存状況は悪いが、確認時に見られた明褐色土や赤褐色十＿、黄褐色土等で構成され

る部分が燃焼部と思われる 0 また、この部分の向西側に直径20~25cm、深さ 5 cmの小ピットが付設各

れており、この辺りまでが燃焼部と考えられる。燃焼部の規模は、輻90cm、長さ 1m30crn前後と推定

される。主軸方位は、 N-55°-E付近と思われる。

堆積土：底面直上に炭化物がレンズ状に見られ、上部に焼土粒や炭化物を含む黒色土、褐色土及び焼

土層が見られた。

出土遺物：なし。

第 2号カマド状遺構 (SN-2)(図15)

位置と確認： C区VE-183グリッドに位置している。
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第2編山下遺跡

重複:第1号・第3号カマド状遺構と重複している。本遺構は、第1号カマド状遺構より新しく、第

3号カマド状遺構より古い。

平面形・規模:全体の形状・規模は不明であるが、検出した部分の規模は、短軸60cm、長軸80cm、深

さ10cm前後である。確認時に見られた焼土や明褐色土で構成される馬蹄形状の部分が燃焼部の壁と考

えられ、中央に見られた炭化物の密集部分がその開口部と思われる。主軸方位は、N-90°-E付近

であり、第3号カマド状遺構とほぼ同じ方向と推定される。

堆積土:褐色土、炭化物、明褐色土、黒色土の順に堆積した状況が見られた。褐色土及び明褐色土は

本遺構の構築土である可能性があり、黒色土は崩落後の堆積である可能性が考えられる。

出土遺物:なし。

第3号カマド状遺構(SN-3)(図15)

位置:C区VE-183グリッドに位置している。

重複:第1号・第2号カマド状遺構と重複し、本遺構がもっとも新しい。

平面形・規模:平面形は長円形を呈し、東端部が一段狭くなって突き出ている。この突き出た部分は

煙道部で、東から煙道部、燃焼部、焚口部が一直線に並ぶ構造である。煙道部を含めた長軸は2m67

cm、カマド本体の長軸は2m30cm、主軸方位は、N-91°-Eである。

本体中央の底面には短軸30cm、長軸50cm、深さ8cmの楕円形の小ピットが付設されているが、この

辺りから東側の部分が燃焼部、西側が焚口部に相当すると考えられる。燃焼部は幅67cm、長さ1m20

～30cm、深さ17cmである。確認時に見られた焼土は燃焼部の壁か崩落土、炭化物の密集した部分は開

口部と思われる。焚口部は幅55cm、長さ約1m前後である。深さは5cm前後であるが、西側では底面

から遺構確認面へと次第に高くなっており、壁と底面との境界は不明瞭である。底面は東・西端から

燃焼部の小ピット付近に向けて傾斜しており、この部分でもっとも深くなっている。煙道部は幅22cm、

長さ40cm前後で、底面は一段高くなっている。

堆積土:全体が黒褐色土で覆われているが、燃焼部の底面直上には、炭化物の層が数cmの厚さで見ら

れ、その上に天井部崩落土の焼土層が見られた。

出土遺物:なし。

第4号カマド状遺構(SN-4)(図15)

位置:C区の南側、VE・F-183グリッドで、不整形の焼土を確認した。

重複:なし。

平面形・規模:燃焼部の一部と煙道部しか検出できなかったため、全体の形状・規模は不明である。

検出した部分の規模は、短軸48cm、長軸1m25cm、深さ7cmである。東端の一段狭くなって突き出て

いる部分が煙道部と考えられ、幅23cm、長さ35cmである。壁と底面との境界は不明瞭で、全体にやや

窪んだ状況である。主軸方位は、N-68°-Eと推定される。

堆積土:底面には炭化物の層が見られ、上部に焼土や明褐色土が堆積している。

出土遺物:なし。
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第 2編山下造跡

重複：第 1 号• 第 3号カマド状遺構と重複している，，本逍構は、第 1号カマド状遣構より新しく、第

3号カマド状逍構より古いQ

平面形・規摸：全体の形状・規模は不明であるか、検出した部分の規模は、短軸60cm、長軸80cm、深

さ10cm前後である。確認時に見られた焼士や明褐色士で構成される馬蹄形状の部分が燃焼部の壁と考

えられ、中央に見られた炭化物の密集部分がその開口部と思われる。主軸万位は、 N-90'-E付近

であり、第 3号カマド状遺構とほぱ日じ方向と椎定される n

堆積上：褐色上、炭化物、明褐色土、黒色土の順に堆積した状況が見られた。褐色土及ぴ明褐色土は

本遺構の構槃土である可能性かあり、黒色上は崩落後の堆積である可能性が考えられる。

出土遣物：なし。

第 3号カマド状遺構 (SN-3)(図15)

位置： C区VE-183グリッドに位置している，9

重複：第 1号・第凶号カマド状逍構と重複し、本逍構がもっとも糾しいQ

平面形・規模：平面形は長円形を呈し、東端部が一段狭くなって突き出ている。この突き出た部分は

煙道部で、東から洒道部、燃焼部、焚口部が一直線に並ぶ構造である。悼道部を含めた長軸は 2m67 

cm、カマド本体の長軸は 2111~~Ocm、主軸方位は、 N-91°-Eである J

本休中央の底面には短軸30cm、長軸50cm、深さ 8cmの楕円形の小ピットが付設されているが、この

辺りから束側の部分が燃焼部、西側が焚D部に相当すると考えられるっ燃焼部は幅67cm、長さ 1m20 

-30cm、深苔 17cmである。確認時に見られた焼土は燃焼部の壁か崩落上、炭化物の密集した部分は間

D部と思われる。焚口部は幅55cm、長さ約 1m前後である。深さは 5cm前餃であるが、両側では底面

から遺構確認面へと次第に高くなっており、壁と底面との境界は不明瞭である (a 底面は東・西端から

燃焼部の小ピソト付近に向けて傾斜しており、この部分でもっとも深くなっている，＂煙直部は幅 22cm、

長さ-tOcm前後で、底面は一段高くなっているぃ

堆積土：全体が黒掲色土で覆われているが、燃焼部の底而直上には、炭化物の層が数cmの厚さで見ら

れ、その上に天井部崩落土の焼土層か見られた。

出土遺物：なし。

第 4号カマド状遺構 (SN-4)(図15)

位置： C区の南側、 VE・F-183グリッドで、不整形の焼土を確認した。

重複：なし。

平面形・規模：燃焼部の一部と煙道部しか検出できなかったため、全体の形状・規模は不明である。

検出した部分の規模は、短軸48cm、長軸 1m25cm、深さ 7cmである。東端の一段狭くなって突き出て

いる部分が煙道部と考えられ、幅23cm、長さ35cmである。壁と底面との境界は不明瞭で、全体にやや

窪んだ状況である。主軸方位は、 N-68°-Eと推定される。

堆積土：底面には炭化物の層が見られ、上部に焼土や明褐色土が堆積している。

出土遺物：なし。
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第2章発掘調査の成果

第5号カマド状遺構(SN-5)(図15)

位置:C区南側のVF-183グリッドで、焼土と褐色土で構成される馬蹄形状の部分を確認した。

重複:なし。

平面形・規模:平面形は長円形を呈し、短軸45～68cm、長軸2m20cm、深さ最大8cmである。確認状

況及び堆積状況から東側が燃焼部、西側が焚口部と考えられる。確認時に見られた馬蹄形状の部分が

燃焼部の壁、円形の部分が開口部と考えられる。燃焼部は幅45cm、長さ1mほどの規模である。焚口

部は幅68cm、長さ1m20cmほどの規模である。壁は内湾気味に立ち上がる。底面は、中央やや東より

のところで段を持ち、燃焼部が一段低くなっている。煙道部は検出できなかったが、東端にあったも

のと推定される。主軸方位は、N-80°-Eである。

堆積土:燃焼部では、壁や天井部の崩落土や灰や炭化物の堆積が見られ、焚口部では黒褐色土や褐色

土の堆積が見られた。

出土遺物:なし。

第6号カマド状遺構(SN-6)(図16)

位置:C区南側のVF-182・183グリッドで焼土を確認し、2基のカマド状遺構を検出した。

重複:第8号カマド状遺構と重複し、これよりも古い。

平面形・規模:全体の形状、規模は不明であるが、検出した部分の規模は短軸95cm、長軸1m80cm、

深さ25cmの長円形を呈している。確認時に見られた馬蹄形状の部分が燃焼部の壁と考えられることか

ら、東側が燃焼部、西側が焚口部と思われる。燃焼部は幅60cm、長さ1m前後の規模と思われる。燃

焼部の断面はすり鉢状で、底面から外側に向かって内湾気昧に立ち上がる。焚口部は幅95cm、長さは

不明である。煙道部は東端に突き出た部分と思われ、底面が一段高くなっている。底面は焚口部から

燃焼部に向かって傾斜し、燃焼部で最大20cmを計る。主軸方位は、N-68°-Eである。

堆積土:覆土の大半が暗褐色土であるが、燃焼部の底面直上には橙色の焼土と黒褐色土の混合土及び

炭化物の堆積が見られた。

出土遺物:なし。

第7号カマド状遺構(SN-7)(図16)

位置:C区VE-182グリッドで焼土を確認し、本遺構を検出した。

重複:なし。

平面形・規模:燃焼部付近のみの検出であるため、全体の形状・規模は不明である。検出した部分の

規模は短軸50cm、長軸1m20cm、深さ8cmである。

堆積土:焼土や暗褐色土、褐色土、炭化物の堆積が見られた。

出土遺物:なし。

第8号カマド状遺構(SN-8)(図16)

位置:C区南側のVF-182・183グリッドで焼土を確認し、2基のカマド状遺構を検出した。

重複:第6号カマド状遺構と重複し、これよりも新しい。

－31－

第2亭 発掘謂査の成果

第 5号カマド状遺構 (SN-5)(図15)

位罹： C仄南側の＼「 F-183グリソドで、焼土と褐色土で構成される馬蹄形状の部分を確認した。

重複：なし 0

平而形・規模：平面形は長円形を旱し、短軸45~68cm、長軸 2m20cm、深さ最大 8cmであるっ確認状

況及び堆積状況から東側が燃焼部、西側が焚[J部と考えられる（う確認時に見られた馬蹄形状の部分が

燃焼罪の壁、円形の部分か開口部と考えられる。燃焼部は輻45cm、長さ 1111ほどの規模であるし焚口

部は幅68cm、長さ 111120cmほどの規模である 0 壁は内湾気味に立ち上かる,)底面は、中央やや東より

のところで段を持ち、燃焼部が一段低くなっている。連道部は検出できなかったが、東端にあったも

0)と推定される c 玉軸ガ位は、 N-80°-Eである，）

堆積士：燃焼部では、壁や犬井部の崩落tや灰や炭化物の堆積か見られ、焚「」部では黒褐色士や褐色

土の堆積か見られた u

出土逍物：なし,,

第 6号カマド状遺構 (SN-6)(凶16)

位四： C[メ：南側のVF-182・183グリッドで焼土を確認し、 2基のカマド状逍構を検出しだ）

重複：第 8号カマド状遣構と重複し、これよりも古い。

平血形・規模：全体の形状・規模は不明であるが、検出した部分の規模は句軸95cm、長軸 1m80cm、

深さ25cmの長円形を呈している。確認間に見られた馬蹄形状の部分か燃焼部の壁と考えられることか

ら、東側が燃焼部、酉側が焚LJ部と思われる。燃焼部は幅60cm、長さ 1rn前後の規模と思われるの燃

焼部の甘厨面はすり鉢状で、底面から外側に向かって内湾気味に立ち上がる J 焚口部は 111犀95cm、長さは

不明であるし）撻道部は東端に突き出た部分と思われ、底面か一段高くなっている，：，底面は焚LJ部から

燃焼部に向かって｛瑣斜し、燃焼部で最大20cmを計る 0 主軸方位は、 N-68°-~E である。

堆積土：罠上の大半か賠褐色土であるが、燃焼部の底面直上には朽色の焼土と黒褐色土の混合土及び

炭化物の堆積が見られた C

出土遺物：なし。

第 7 号カマド状遺構(、 SN~7) (図16)

倅置： C flV E~182グリ）ドで焼土を確認し、本追構を検出した c

重複：なし。

平面形・規模：燃焼部付近のみの検出であるため、全体の形状・規模は不明である。検出した部分の

規模は短軸50cm、長軸 1m20cm、深さ 8cmである。

堆積士：焼土や暗褐色土、褐色上、炭化物の堆積が見られた。

出土遺物：なし。

第 8号カマド状遺構 (SN-8)(図16)

位置： C区南側のVF-182・183グリッドで焼土を確認し、 2基のカマド状遺構を検出した。

重複：第 6号カマド状遺構と重複し、これよりも新しい。
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第2編山下遺跡

平面形・規模:全体の形状・規模は不明であるが、検出した部分の規模は短軸76cm、長軸1m83cm、

深さ25cmの長楕円形を呈している。確認時に見られた馬蹄形状の部分が燃焼部の壁と考えられること

から、南側が燃焼部、北側が焚口部と思われる。燃焼部は幅60cm、長さ不明、焚口部は幅76cm、長さ

1m前後である。燃焼部の断面はすり鉢状で、壁は内湾するように立ち上がる。底面は焚口部でもっ

とも深くなっており、深さ25cmである。煙道部は検出されなかった。主軸方位は、N-156°-Eで

ある。

堆積土:覆土の大半が暗褐色土、黒褐色土であり、直上には炭化物の堆積層が見られた。

出土遺物:なし。

第9号カマド状遺構(SN-9)(図16)

位置:C区の南側VF-181・182グリッドで焼土を確認し、本遺構を検出した。

重複:なし。

平面形・規模:燃焼部のみの検出のため、全体の形状・規模は不明である。検出した部分の規模は短

軸50cm、長軸1m10cm、深さ7cmである。主軸方位はN93°-E付近と推定される。

堆積土:底面直上に炭化物、その上に黒褐色土、褐色土、焼土等が堆積している。

出土遺物:なし。

第10号カマド状遺構(SN-10)(図16)

位置と確認:C区の中央付近、VH-183グリッドで焼土を確認し、本遺構を検出した

重複:なし。

平面形・規模:燃焼部のみの検出のため、全体の形状・規模は不明である。検出した部分の規模は短

軸80cm、長軸1m70cm、深さ14cmである。確認状況及びセクション観察から、西側に焚口部、東側に

煙道が付設されていたと考えられることから、主軸方位はN-93°-Eと推定される。

堆積土:底面直上に炭化物を多量に含む黒色土や焼土の層が見られるが、これは東側に顕著である。

燃焼部の壁や天井部が崩落した状況と思われる。

出土遺物:なし。

第11号カマド状遺構(SN-11)(図17)

位置:C区の北西、VM-180グリッドで焼土を確認し、本遺構を検出した。

重複:なし。

平面形・規模:残存状況はあまり良くないが、燃焼部から焚口部にかけての部分と思われる。検出し

た部分は短軸40～43cm、長軸1m63cm、深さ12cmの長円形を呈している。また、中央からやや西より

の壁がやや狭まっている辺りから東側が燃焼部、西側が焚口部と考えられる。燃焼部の底面には直径

15cm、深さ2cmの小ピットが掘り込まれ、炭化物を主体とした土が堆積していた。底面は西側から次

第に低くなり、燃焼部のピットがある辺りでもっとも深くなっている。主軸方位はN-74°-Eであ

 る。

堆積土:黒褐色土が主体であるが、この中に含まれている焼土粒や炭化物は東側に顕著である。また、
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第 2編山下遺跡

平面形・規模：全体の形状・規模は不明であるが、検出した部分の規模は短軸76cm、長軸 1m83cm、

深さ25cmの長楕円形を呈している。確認時に見られた馬蹄形状の部分が燃焼部の壁と考えられること

から、南側が燃焼部、北側が焚口部と思われる。燃焼部は幅60cm、長さ不明、焚口部は幅76cm、長さ

lm前後である。燃焼部の断面はすり鉢状で、壁は内湾するように立ち上がる。底面は焚口部でもっ

とも深くなっており、深さ25cmである。煙道部は検出されなかった。主軸方位は、 N-156°-Eで

ある。

堆積土：覆土の大半が暗褐色土、黒褐色土であり、直上には炭化物の堆積層が見られた。

出土遺物：なし。

第 9号カマド状遺構 (SN-9)(図16)

位置： C区の南側VF-181・182グリッドで焼士を確認し、本遺構を検出した。

重複：なし。

平面形・規模：燃焼部のみの検出のため、全体の形状・規模は不明である。検出した部分の規模は短

軸50cm、長軸 1mlOcm、深さ 7cmである。主軸方位はN-93°-E付近と推定される。

堆積土：底面直上に炭化物、その上に黒褐色土、褐色土、焼土等が堆積している。

出土遺物：なし。

第10号カマド状遺構 (SN-10)(図16)

位置と確認： C区の中央付近、 VH-183グリッドで焼土を確認し、本遺構を検出した

重複：なし。

平面形・規模：燃焼部のみの検出のため、全体の形状・規模は不明である。検出した部分の規模は短

軸80cm、長軸 1m70cm、深さ14cmである。確認状況及びセクション観察から、西側に焚口部、東側に

煙道が付設されていたと考えられることから、主軸方位はN-93°-Eと推定される。

堆積土：底面直上に炭化物を多量に含む黒色土や焼土の層が見られるが、これは東側に顕著である。

燃焼部の壁や天井部が崩落した状況と思われる。

出土遺物：なし。

第11号カマド状遺構 (SN-11)(図17)

位置： C区の北西、 VM-180グリッドで焼土を確認し、本遺構を検出した。

重複：なし。

平面形・規模：残存状況はあまり良くないが、燃焼部から焚口部にかけての部分と思われる。検出し

た部分は短軸4Q~43Clll、長軸 1m63cm、深さ12cmの長円形を呈している。また、中央からやや西より

の壁がやや狭まっている辺りから東側が燃焼部、西側が焚口部と考えられる。燃焼部の底面には直径

15cm、深さ 2Clllの小ピットが掘り込まれ、炭化物を主体とした土が堆積していた。底面は西側から次

第に低くなり、燃焼部のピットがある辺りでもっとも深くなっている。主軸方位はN-74°-Eであ

る。

堆積土：黒褐色土が主体であるが、この中に含まれている焼土粒や炭化物は東側に顕著である。また、
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底面や底面直上に見られる炭化物の堆積も東側に顕著である。

出土遺物:なし。

第12号カマド状遺構(SN-12)(図17)

位置と確認:D区の中央ⅣJ-174グリッドで、東側が開口した馬蹄形状の焼土を確認した。

平面形・規模:燃焼部から焚口部にかけての部分しか検出できなかったため、全体の平面形・規模は

不明である。検出した部分は、短軸62cm、長軸116cm、深さ8cm前後で浅く溝状に掘られ、東西方向

に延びている。壁は緩やかに立ち上がり、底面には若干の凹凸がある。焚口部は燃焼部の東側に付設

されているが、大半が削平されている。主軸方位は、N-82°-Wである。

堆積土:上部と下部に焼土や焼土を含む黄褐色土や暗褐色土、黒褐色土が見られる。焼土は壁や天井

部の崩落土と思われる。

出土遺物:なし。

第13号カマド状遺構(SN-13)(図17)

位置と確認:D区の南側ⅣI-174グリッドに位置している。試掘調査時に設けたトレンチの壁面に

焼土を確認し、拡張したところ馬蹄形状の焼土と暗褐色土の落ち込みを確認した。

平面形・規模:燃焼部から焚口部にかけての部分しか検出できなかったため、全体の形状・規模は不

明である。検出した部分の規模は短軸60～82cm、長軸190cmで、中央付近がやや狭くくびれている。

このくびれた辺りから東側が燃焼部、西側が焚口部である。壁は外傾して緩やかに立ち上がる。深さ

は燃焼部で15cm、焚口部で10cmであり、燃焼部がやや深い。主軸方位はN-116°-Eである。

堆積土:焼土を含んだ暗褐色土や黒褐色土が見られる。遺構廃棄後の堆積と思われる。

出土遺物:なし。

第14号カマド状遺構(SN-14)(図17)

位置と確認:D区南側ⅣI-174グリッドに位置している。試掘調査時に設けたトレンチの壁面に焼

土を確認、拡張したところ本遺構を検出した。しかし、大部分が削平のため失われ、焼土のみが残さ

れていた。

平面形・規模:確認面で検出した焼土は、燃焼部の部分と考えられる。上部がほとんど削平されてい

ることから、全体の形状及び規模は不明である

堆積土:確認調査時のトレンチでの確認では、焼土を含んだ褐色土が見られた。

出土遺物:なし。

第15号カマド状遺構(SN-15)(図17)

位置と確認:D区南側ⅣI-174グリッドで、南西部が開口した馬蹄形状の焼土と黒褐色土の落ち込

みを検出した。

平面形・規模:平面形は長円形を呈し、北東から南西にかけて、溝状に掘り込まれている。北東側か

ら煙道部、燃焼部、焚口部が一直線に並ぶ構造であり、煙道部を含めた長軸は2m30cm、カマド本体
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底面や底百直上に見られる炭化物の堆積も東側に顕著であるの

出土選物：なし。

第12号カマド状遺構 (SN-12) (図17)

第2章 発掘調査の成果

位置と確認： D区の中央NJ-174グリソドで、東側が開口した馬蹄形状の焼土を確認した，一，

平面形・ 規模：燃焼部から焚口部にかけての部分しか検出でぎなかったため、全体の平面形・規模は

不明である。検出した部分は、短軸62cm、長軸116cm、深さ 8cm前後で浅く溝状に掘られ、東酉方向

に延びているい壁は緩やかに立ち上がり、底面には若干の凹凸がある a 焚口部ば燃焼部の東側に付設

されているが、大半が削平されている。主軸力粒は:、 N-82°-Wである J

堆積土：上部と卜部に焼土や焼上を含む菫褐色上や暗褐色土、黒褐色土か見られる。焼上は壁や天井

部の崩落士と思われる，つ

出土遺物：なし 0

第13号カマド状遺構 (SN-13)(図17)

位置と確認 :D区の南側NI-174グリッドに位置している Q 試掘調査時に設けたトレンチの壁面に

焼土を確認し、批張したところ馬蹄形状の焼土と暗褐色土の落ち込みを確認した。

平面形・規模：燃焼部から焚LJ部にかけての部分しか検出できなかったため、全体の形状・規模は不

明であるし検出した郎分の規模は短軸60~82cm、長軸190cmで、中央付近がやや狭くくびれている。

このくびれた辺りから東側が燃焼部、内側が焚LJ部であるの喫は外頻して緩やかに立ち上がる。深さ

ば燃焼部で15cm、焚LJ部で10cmであり、燃焼部がやや深い。主軸方位はN-116°-Eである c

堆積土：焼土を含んだ陪褐色土や黒褐色土が見られる。逍構廃棄後の堆積と思われる一，

出土逍物：なし 0

第14号カマド状遺構 (SN-14!(図17)

位置と確認：［）区南側WI-174グリッドに位罹している，試掘調査時に設けたトレンチの壁面に焼

を確認、拡張したところ本遣構を検出しtこしかし、大部分か削平のため失われ、焼土のみが残さ

れていだ」

'l汀面形・規模．確認面て検出した焼土は、燃焼部の部分とぢえられる C 上部がほとんど削平されてい

ることから、全体の形状及び規模は不明である

堆積土：確認調査時のトレンチでの確認では、焼土を含んだ褐色土が見られた。

出土遺物：なし。

第15号カマド状遺構 (SN-15) (図17)

位置と確認： D区南側NI-174グリッドで、南西部が開口した馬蹄形状の焼土と黒褐色土の落ち込

みを検出した。

平面形・規模：平面形は長円形を呈し、北東から南西にかけて、溝状に掘り込まれている。北東側か

ら煙道部、燃焼部、焚口部が一直線に並ぶ構造であり、煙道部を含めた長軸は2m30cm、カマド本体
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の長軸は2m5cm、主軸方位はN-30°-Eである。

燃焼部は幅65cm、長さ70cm、深さ14cm前後である。壁は外傾して急に立ち上がるが、一部袋状に掘

り込まれている部分がある。焚口部は幅70cm、長さ140cm、深さ10cm前後である。壁は外傾して緩く

立ち上がるが、南西部の末端では確認面へ向かってなだらかに立ち上がり、壁と底面との境界は不明

瞭である。底面は、焚口部から燃焼部に向かってしだいに深くなり、火床面で最大の深さとなる。煙

道部は幅22cm、長さ25cm前後の小さな造りとなっている。

堆積土:燃焼部付近では焼土を含んだ黒褐色土や褐色土がみられ、壁の崩落と思われるものもある。

廃棄後の堆積と思われる。

出土遺物:なし。

第16号カマド状遺構(SN-16)(図18)

位置:D区ⅣJ-173グリッドで、馬蹄形状の焼土と黒褐色土の落ち込みを確認した。

平面形・規模:平面形はヒョウタンに似た形状で、北寄りの部分がくびれている。このくびれた部分

から北側が燃焼部、南側が焚口部であり、煙道部は燃焼部の北側に付設されている。本遺構はこれら

の施設が一直線に並ぶ構造であり、煙道部を含めた全体の長軸は2m83cm、カマド本体の長軸は2m40

cm、主軸方位はN-12°-Eである。

燃焼部は幅60cm、長さ70cmの楕円形を呈し、深さ約20cmである。壁は袋状に内湾してつくられてい

る。確認時に検出した馬蹄形状の焼土は壁の中程の部分と考えられ、南側の開口部分の直下には、板

状の大礫と柱状礫が出土している。このうち板状礫はカマド本体の構成材か、支脚として利用された

可能性が考えられる。なお、この上部には天井部と考えられる焼土の堆積が見られ、下部は焼けて火

床面を形成している。大礫の出土した部分の壁は幅が狭くなっていて、この辺りから南側の部分が焚

口部である。焚口部は幅1m12cm、長さ1m70cmの楕円形を呈し、深さ15cm前後である。東西の壁は、

緩く外傾して立ち上がるが、南壁では底面との境が不明瞭である。底面は焚口部から燃焼部に向かっ

て傾斜し、火床面の辺りでもっとも深くなる。燃焼の北側には幅20cm、長さ31cmの小さな煙出孔がつ

くられている。

堆積土:暗褐色土や黒褐色土が主体であり、燃焼部付近には炭化物が多い。廃棄後の堆積と思われる。

出土遺物:板状の大礫と柱状節理をもった礫(流紋岩)が出土している。

第17号カマド状遺構(SN-17)(図18)

位置と確認:D区南側のⅣI-172グリッドで、半円状の焼土と暗褐色土の落ち込みを確認した。

重複:西壁の中央で、柱穴状の小ピットと重複しているが、これよりも古い。

平面形・規模:平面形はヒョウタンに似た形状で、北寄りの部分がややくびれている。このくびれた

部分から北側が燃焼部、南側が焚口部で、煙道部は燃焼部の北側に付設されている。本遺構はこれら

の施設がほぼ一直線に並ぶ構造で、煙道部を含めた長軸は2m95cm、カマド本体の長軸は2m55cm、

主軸方位はN-12°-Eである。

燃焼部は幅55cm、長さ85cm前後の楕円形を呈し、深さ25cmである。壁は袋状に内湾して掘り込まれ

ている。確認面で検出した半円状の焼土は、底部近くの部分と考えられ、その直下に火床面が検出さ
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の長軸は 2m 5 cm、主軸方位はN-30°-Eである。

燃焼部は幅65cm、長さ70cm、深さ14cm前後である。壁は外傾して急に立ち上がるが、一部袋状に掘

り込まれている部分かある c 焚口部は幅70cm、長苔 14(km、深苔 10cm前後である、一壁は外傾して緩く

立ち上がるが、南西部の末端では確認面へ向かってなだらかに立ち上がり、壁と底面との境界は不明

瞭である。底面は、焚U部から燃焼部に向かってしだいに深くなり、火床面で最大の深さとなる。煙

道部は幅22cm、長さ25cm前後の小さな氾りとなっているヘ

堆積上：燃焼部付近では焼土を含んだ黒褐色土や褐色土がみられ、壁の崩落と思われるものもある c

靡棄後の堆積と思われる。

出士遺物：なし。

第16号カマド状遺構 (SN-16)(図18)

位置： D区NJ-173グリソドで、馬蹄形状の焼土と黒褐色土の落ち込みを確認しだ，3

平血形・規模：平面形はヒョウタンに似た形状で、北寄りの部分かくびれている このくびれた部分

から北側が燃焼部、南側が焚口部であり、煙道部は燃焼部の北側に付設されている勺本遺構はこれら

の施設が一直線に並ぶ構造であり、涯道部を含めた全体の長軸は2m83cm、カマド本体の長軸は2m40

cm、主軸方位はN-12°-Eである J

燃焼部は幅60cm、長さ70cmの楕円形を呈し、深さ約20cmである。壁は袋状に内湾してつくられてい

る。確認時に検出した馬蹄形状の焼土は壁の中程の部分と考えられ、南側の間口部分の直下には、板

状の大礫と柱状礫が出土している［，このうち板状礫はカマド本体の構成材か、支脚どして利用された

可能性が考えられる，，, なお、このt部には天井部と考えられる焼上の堆積か見られ、下部ば焼けて火

床面を形成しているし大礫の出土した部分の壁は幅が狭くなっていて、この辺りから南側の部分が焚

LJ部である［う焚口部は幅1m 12cm、長さ1m 70cmの楕円形を呈し、深さ1りcm前後であるし，東西の壁は、

緩く外傾して立ち上がるが、南壁では底面との境が不明瞭である。底面は焚D部から燃焼部に向かっ

て傾斜し、火床面の辺りでもっとも深くなるい燃焼の北側には幅20cm、長さ'.Hemの小さな煙出孔がつ

くられてし)る〕

堆積土：暗褐色土や黒褐色土が主体であり、燃焼部付近には炭化物が多い r 廃棄後の堆積と思われる。

出土遺物：板状の大礫と柱状節理をもった礫（流紋岩）が出土している，3

第17号カマド状遺構 (SN-17) (園18)

位置と確認： D区南側のNI-172グリッドで、半円状の焼土と暗褐色土の落ち込みを確認した。

重複：西壁の中央で、柱穴状の小ピットと重複しているが、これよりも古い。

平面形・規模：平面形はヒョウタンに似た形状で、北寄りの部分がややくびれている。このくびれた

部分から北側が燃焼部、南側が焚口部で、煙道部は燃焼部の北側に付設されている。本遺構はこれら

の施設がほぼ一直線に並ぶ構造で、煙道部を含めた長軸は 2m95cm、カマド本体の長軸は 2m55cm、

主軸方位はN-12°-Eである。

燃焼部は幅55cm、長さ85cm前後の楕円形を呈し、深さ25cmである。壁は袋状に内湾して掘り込まれ

ている。確認面で検出した半円状の焼土は、底部近くの部分と考えられ、その直下に火床面が検出さ
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れた。焚口部は幅98cm、長さ1m70cm前後の楕円形を呈し、深さ10～29cmである。東西の壁は緩く外

傾するが、南側では底面がしだいに高くなって確認面へ向かって延びており、壁と底面との境が不明

瞭である。底面は焚口部から燃焼部へ向かって傾斜し、燃焼部と煙道部の境界付近でもっとも深くな

る。燃焼部の北側には幅20cm、長さ32cmの小さな煙出孔がつくられている。

堆積土:焼土と黒褐色土が主体であり、廃棄後の堆積と思われる。火床面上部及び前庭部には炭化物

の堆積が薄く見られた。

出土遺物:中央部の底面から、板状の礫が出土した。

第18号カマド状遺構(SN-18)(図18)

位置と確認:D区の南西ⅣH・I-171・172グリッドで、焼土が混入した暗褐色土と黒褐色土の落ち

込みを確認した。

平面形・規模:平面形はヒョウタンに似た形状で、北寄りの部分がややくびれている。このくびれた

部分から北側が燃焼部、南側が焚口部で、煙道部は燃焼部の北側に付設されている。本遺構はこれら

の施設が一直線に並ぶ構造である。煙道部を含めた全体の長軸は3m60cm、カマド本体の長軸は約3

m05cm、主軸方位はN-15°-Eである。

燃焼部は幅55cm、長さ約1mの楕円形で、深さ20cmである。壁は袋状に内湾して掘り込まれており、

底面は火床面を形成している。焚口部は最大幅が1m20cm、長さ約2m15cmの台形状を呈し、深さ17

cmである。壁は外傾して緩く立ち上がる。底面はほぼ平坦であるが、焚口部から燃焼部へとわずかに

傾斜している。燃焼部の北側には幅25cm、長さ40cmの小さな煙出孔がつくられている。

堆積土:3層に分けられたが、ほとんど暗褐色土が主体である。底面上には炭化物を多量に含んだ黒

褐色土が広く見られた。

出土遺物:覆土から、縄文時代のUフレイクが1点出土した。

第19号カマド状遺構(SN-19)(図18)

位置:C区VD-182グリッドで焼土を確認し、本遺構を検出した。

重複:なし。

平面形・規模:部分的な確認のため、全体の規模は不明である。確認した部分は焼土のあり方から燃

焼部付近と思われ、短軸が54cm、長軸が80cm以上である。ほぼ南北方向に主軸を持つものと思われる。

堆積土:焼土粒を含む黒褐色土と焼土の堆積が見られた。

出土遺物:なし。

(畠山昇)

－35－

第 2章発掘調査の成果

れた。焚LJ部は幅98cm、長さ 1m70cm前後の楕円形を呈し、深さ 10~20cmである。束西の壁は緩く外

傾するが、南側では底面がしだいに高くなって確認面へ向かって廷びており、壁と底面との境が不明

瞭である。底面は焚口部から燃焼部へ向かって傾斜し、燃焼部と煙道部の境界付近でもっとも深くな

るn 燃焼部の北側には幅20cm、長さ32cmの小さな煙出孔がつくられている，

堆積土：焼上と黒褐色上か主体であり、廃棄後の堆桔と思われる。火床面上部及び前庭部には炭化物

の堆積が薄く見られた。

出土遺物：中央部の底面から、板状の礫が出士した。

第18号カマド状遺構 (SN-18)(図18)

位置と確認： D区の南酉NH・I-171・172グリッドで、焼土が混入した暗褐色土と黒褐色土の落ち

込みを確認した 0

平面形・規模：平面形はピョウタンに似た形状で、北寄りの部分がややくびれている。このくびれた

部分から北測が燃焼邸、南側が焚LJ部で、煙道部は燃焼部の北側に付設されている。本遺構はこれら

の施設が一直線に並ぶ構造である，,燒道部を含めた全体の長軸は 3m60cm、カマド本体の長軸は約 3

rn 05cm、主軸方位はN-15°-Eである r,

燃塊部は幅55cm、長さ約 lmの楕円形で、深さ20cmである。壁は袋状に内湾して掘り込まれており、

底面は火床面を形成している，焚口部は最）ゞ輻が 1rn 20cm、長さ約 2m 15cmの台形状を呈し、深さ 17

c:mである。壁は外傾して緩く立ち上がる、う底面はほぼ平坦であるが、焚口部から燃焼部へとわずかに

傾斜している 燃焼部の北側には幅25cm、長さ40cmの小さな煙出孔がつくられている。

堆桔土： 3層に分けられたが、ほとんど暗褐色土か主体である。底面上には炭化物を多量に含んだ黒

褐色土が広く見られだっ

出土逍物：覆土から、縄文時代のUフレイクが 1点出上した Q

第19号カマド状遺構 (SN-19)(図18)

位置： C区VD-182グリッドで焼上を確認し、本遣構を検出した

重複：なし」

平面形・規模：部分的な確認のため、全体の規模は不明である，確認した部分は焼士のあり方から燃

焼部付近と息われ、短軸が54cm、長軸が80cm以上である。ほぼ南北方向に主軸を持つものと思われる。

堆梢土：焼土粒を含む黒褐色土と焼土の堆積が見られた。

出土遺物：なし。

（畠山昇）

-35-



第2編山下遺跡

図15第1号～第5号カマド状遺構
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第 2号カマド状遺構確認面

①赤褐色土 5 YR4/8 
②炭化物密集
③明褐色土 7.5YR5/6黒褐色土を含む。
④褐色土 7.5YR4/4

A 4 3 2 1 B ⑤橙色土 7.5YR6/6

二正 第 1号カマド状遺構確認面

（第 3号）（第 2号）（第 1号） ①明褐色土 7.5YR5/6炭化物含む。

C 1 2 3 D 第 1号 カ マ ド 状 遺 構 ③炭化物密集
②赤褐色土 5YR4/8焼土。炭化物を多量に含むニ 28.lmii! 毘旦且且且l;~ 叩：：：::::: こ含む。

第 2号カマド状遺構 9 8 lO 6 第5層黒色土 10YR2/1 

第 1層黒褐色土 10YR2/2焼土を含む。
第 6層炭化物眉

第 2層明褐色土 7.5YR5/6 第 7暦極暗褐色土 7.5YR3/4

第 3層炭化物層 第 8層黒褐色土 10YR2/3焼土を含む。

第 4層褐色土 7.5YR4/6 第 9層炭化物層
第10層明黄褐色土 10YR6/6
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①確認状況
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②橙色土 7.5YR6/6焼土
③明褐色土 7.5YR5/6
④褐色土 7.5YR4/6
⑤炭化物密集
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確認状況

①褐色士 7.5YR4/6
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第 1層明褐色土 7.5YR5/6焼土
第 2層橙色土 7.5YR6/6焼土
第 3層明褐色土 7.5YR5/6
第4層炭化物密集

第 5号カマド状遺構

第 1暦橙色土 7.5YR6/6黒褐色土を多量に含む。
第 2層暗褐色土 10YR3/2
第 3層黒褐色土 10YR3/2焼土を少量含む。
第 4層黒褐色土 10YR3/2
第 5層褐色土 10YR2/3
第 6層灰黄褐色土 10YR4/2灰。
第 7層明褐色土 7.5YR5/8
第 8層褐色土 7.5YR4/6
第 9暦明赤褐色土 5YR5/8炭化物を含む。
第10層褐色土 7.5YR4/6
第11層黒色土 10YR1.7/1炭化物を薄く含む。

゜
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図15 第 1号～第 5号カマド状遺構
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図16第6号～第10号カマド状遺構
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第 6号・第 8号カマド状遺構 第 6 号•第 8 号カマド状遺構確認状況
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①橙色土 7.5YR6/6
②明褐色土 7.5YR5/6
③暗褐色土 10YR3/4 
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第8号カマド状遺構
第 1暦橙色土 7.5YR6/6
第 2層暗褐色土 10YR3/4 
第 3層黒褐色土 10YR3/2 
第 4層黒褐色土 10YR2/2 
第 5層暗褐色土 10YR3/3炭化物を多量に含む。

第6号カマド状遺構
第 1層暗褐色土 10YR3/4焼土粒を微量含む。
第 2層橙色土5YR6/6十黒褐色土10YR3/2 焼土主体
第 3層炭化物層

第6号カマド状遺構確認面
①にぶい褐色土 7.5YR5/4
②赤褐色土 5YR4/4 
③橙色土 7.5YR6/6
④黒褐色土 7.5YR3/2
⑤橙色土5YR6/6十黒褐色土10YR3/2
⑥暗褐色土 10YR3/4 
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第7号カマド状遺構
第 1雇橙色土 5YR6/6
第 2層暗褐色士 10YR3/3
第 3層炭化物主体
第 4暦褐色土 10YR4/4
第 5暦橙色土 5YR6/6
第 6層にぶい褐色土 7.5YR5/4
第 7層橙色土 5YR6/6
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第 9号カマド状遺構
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確認状況 瓢 182R
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第9号カマド状遺構
第 1暦黒褐色土 10YR2/3
第 2暦暗褐色土 10YR3/4
第 3層褐色土 7.5YR4/6焼土を多醤含む。
第 4層黒褐色土 10YR3/4炭化物を多量含む。
第 5層褐色士 7.5YR4/6焼土を多量含む。
第 6層黒色土 10YR1.7/1
第 7層炭化物暦

①橙色土 7.5YR6/6
②炭化物密集
③灰褐色土 7.5YR4/2

確認状況
①
 

①明赤褐色土 5YR5/6
②黒褐色土 10YR2/2 
③にぷい黄褐色土 10YR5/4
④褐色土 7.5YR4/6
⑤暗褐色士 10YR3/4 
⑥黒褐色士 10YR3/2 
⑦橙色土 5YR6/6 

④
 

゜
S = 1 /50 2m 

第10号カマド状遺構
第 1層明赤褐色土 5YR5/6焼土
第 2層にぶい黄褐色土 10YR5/4
第 3層黒褐色土 10YR2/2
第 4層暗褐色土 10YR3/4
第 5層暗褐色土 10YR3/4
第 6暦黒色土 10YR1.7/1炭化物主体
第 7雇黒褐色土 10YR2/3

図16 第 6号～第10号カマド状遺構
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第2編山下遺跡

図17第11号～第15号カマド状遺構
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第 2編山下遺跡

第11号カマド状遺構
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第12号カマド状遺構 十
NK+175 

⑦ 

A 2S.lm 8 6 4 3 2 I B 王．
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5 7 9 
炭化物層

第11号カマド状遺構
第 1層暗褐色土 10YR3/4細礫含む。
第 2層黒褐色土 10YR2/3焼士、炭化物を含む。
第 3層にぶい赤褐色土 5YR4/4焼土、炭化物を含む。
第4層黒褐色土 10YR2/2焼土粒、炭化物を含む。
第 5層黒褐色土 10YR2/3
第 6層黒褐色土 10YR2/3焼土粒、炭化物を含む。
第 7層暗褐色土 10YR3/4
第 8層黒褐色土 10YR2/2炭化物を含む。
第 9層黒褐色土 10YR3/2

第13号カマド状遺構
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焼士粒斑状に少量含む。
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第12号カマド状遺構
第 1層黒褐色土 10YR2/2炭化物粒、焼土粒を少量含む。
第2層褐色土 7.5YR4/6焼士。
第3層にぶい黄褐色土 10YR4/3
第 4層褐色土 7.5YR3/4焼土。
第 5麿暗褐色土 7.5YR3/4焼土を中量含む。
第 6層褐色土 7.5YR4/4
第 7暦黒褐色土 10YR2/3 

第13号カマド状遺構確認状況
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確認状況
①暗赤褐色土 5YR3/4焼土薄い。
②赤褐色土 5YR4/6焼土濃い。
③黒褐色土 10YR2/2 

第 1層黒色土 10YR2/1焼土を含む。

第13号カマド状遺構
B 

3 27.0m -
第 1層黒褐色土 10YR2/2 
第 2層黒褐色土 10YR3/1焼土粒中量含む。
第 3層褐色土 7.5YR7/6焼土。
第 4層暗褐色土 7.5YR3/4焼土多量含む。
第5層黒褐色土 10YR3/1 
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第15号カマド状遺構
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確認状況
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第15号カマド状遺構
第 1層黒褐色土 10YR2/2焼土粒中量含む。
第2層にぶい黄褐色土 10YR4/3焼土粒中量含む。
第3層黒褐色土 10YR3/2焼土粒多量含む。
第4層黒色土 10YR2/1炭化物少量含む。
第5眉褐色土 7.5YR4/3焼士粒多量含む。
第6層黒褐色土 10YR3/1
第7層灰黄褐色士 10YR4/2やや砂質。

図17 第 11号～第15号カマド状遺構
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第2章発掘調査の成果

図18第16号～第19号カマド状遺構
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第2章 発掘調査の成果
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第 2層黒褐色土 10YR2/2 
第 3層黒褐色土 7.5YR3/2焼土粒少量含む。
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第16号カマド状遺構
第 1層黒褐色土 10YR2/3焼土を微量含む。
第 2層黒褐色士 10YR2/3焼土を少量含む。
第 3層黒褐色土 10YR2/3焼土を少量含む。
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第19号カマド状遺構
第 1層黒褐色土 10YR2/2

炭化物粒・焼土粒微量含む。
第 2暦赤褐色士 5YR4/8 

黒褐色土、炭化物を含む。
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図18 第16号～第19号カマド状遺構
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第2編山下遺跡

(4)溝跡(図19)

第1号溝跡(SD-1)

位置:D区の西側ⅣH～M-171～172グリッドに位置し、ほぼ南北に延びている。

重複:第2号土坑、第3号土坑及び周辺に検出した小ピットと重複している。本遺構は、第3号土坑

より新しいが、第2号土坑と小ピットよりも古い。また、第2号溝跡とは同時存在であり、ⅣI-171

グリッドで合流し、一条の溝となる。

規模:第2号溝との合流地点より北側では幅50cm前後、深さ55cmであるが、合流地点より南側では幅

80cm、深さ70cmで、溝跡の短軸断面はU字状を呈している。長さ20m以上で、水は北から南に流れる。

堆積土:上から順に黒褐色土、暗褐色土、黒色土の堆積が見られた。

出土遺物:なし。

第2号溝跡(SD-2)

位置:D区の西側ⅣJ・K-170・171グリッドに位置し、北西から南東方向に延び、第1号溝跡に合

流する。

規模:幅60～80cm、深さ40cmで、短軸断面は逆台形状を呈している。長さ15m以上で、水は北から南

に流れ、第1号溝と合流する。

堆積土:黒褐色土の堆積が見られたが、下部には砂質ローム粒が含まれている。

出土遺物:なし。

(畠山昇)

(5)小ピット群(図19)

D区西側のⅣH～L-170～173グリッドで46個、D区東側のⅣI～ⅣK-175～177グリッドで57個

の柱穴状の小ピットを密集して検出した。小ピットの平面形には、円形、楕円形、隅丸方形のものが

あるが、楕円形のものが多く見られる。規模は直径20～40cm前後で、深さには15～50cmのものがある

が、30～40cm前後のものが多い。ピットからの出土遺物はない。

これらの小ピットには、規則的な配列が認められるものがなく、建物跡は確認できなかった。また、

小ピット同士の重複が見られるものや、他の遺構と重複している小ピットもあり、後者には以下の例

がある。

・第17号カマド状遺構と重複し、これよりも新しい。

・第6号井戸跡と重複し、これよりも新しい。

・第2号土坑と重複し、これよりも新しい。

・第1号溝跡と重複し、これよりも新しいものと古いものがある。

以上のことから、すべての小ピットが同一時期の所産ということは断定できず、また重複関係にあ

る遺構の構築時期が不明であることからも、これらの小ピットの時期を特定することはできなかった。

(畠山昇)
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第 2編山下遺跡

(4)溝跡（図19)

第 1号溝跡 (SD-1)

位置： D 区の酉側NH~M-171~172グリッドに位置し、ほは南北に廷びている。

重複：第 2号士坑、第 3号士坑及び周辺に検出した小ピソトと重複している。本遺構は、第 3号土坑

より新しいが、第 2号土坑と小ピットよりも古い3 また、第 2号溝跡とは同時存在であり、 NI-171 

グリッドで合流し、一条の溝となる,,

規模：第 2号溝との合流地点より北側では幅50cm前後、深さ55cmであるが、合流地点より南側では幅

80cm、深さ70cmで、溝跡の短軸断面はU字状を呈している。長各20m以上で、水は北から南に流れる J

堆積士：上から順に黒褐色土、暗褐色士、黒色十の堆積が見られた。

出土逍物：なし心

第 2号溝跡 (SD-2)

位置： D区の西側NJ・K -170・171グリッドに位罹し、北西から南東方向に延び、第 1号溝跡に合

流する。

規模：幅60~80cm、深さ 40cmで、短軸浙面は逆台形状を呈している 0 長さ 15m 以上で、水は北から南

に流れ、第 1号溝と合流する。

堆積士：黒褐色士の堆積が見られたが、下部には砂質ローム粒が含まれている c

出土遣物：なし

（畠山昇）

(5)小ピット群（図19)

D区西側のNH~L -170~ 173グリッドで46個、 D区東側のNI-NK-175~177グリソドで57個

の柱穴状の小ピソトを密集して検出した J 小ピットの平面形には、円形、楕円形、隅丸方形のものが

あるが、楕円形のものが多く見られる。規模は直径20~40cm酬後で、深さには15~50cmのものがある

が、 30~40cm前後のものが多い='ピットからの出土遣物はない

これらの小ピットには、規則的な配列か認められるものがなく、建物跡は確詔できなかった，）また、

小ピソト同士の重複が見られるものや、他の遣構と重複してしヽる小ピソトもあり、後者には以―ドの例

がある。

• 第17号カマド状遺構と重複し、これよりも新しい。

• 第 6号井戸跡と重複し、これよりも新しい。

• 第 2号土坑と重複し、これよりも新しい。

• 第 1号溝跡と重複し、これよりも新しいものと古いものがある。

以上のことから、すべての小ピットが同一時期の所産ということは断定できず、また重複関係にあ

る遺構の構築時期が不明であることからも、これらの小ピットの時期を特定することはできなかった。

（畠山昇）
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図19溝跡と小ピット群
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第 2章 発掘調査の成果
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第2編山下遺跡

第2節遺構外出土遺物

1縄文時代の遺物

(1)土器

C区からは、縄文時代後期前葉の遺物が多く出土しており、VI-184～185グリッドにかけては、

遺物集中域と粘土が下半分に充填された土器埋設遺構が検出されている。C区出土土器報告書掲載遺

物は143の円筒土器1点を除き、すべて縄文時代後期前葉に用いられた土器である。大きく、平坦口

縁の装飾深鉢、波状口縁の装飾深鉢、地文のみが施される深鉢、装飾壷、小型装飾壷が見られた。該

期の土器は、輪積みの接合部で破損している破片が多く、外傾接合の個体が多い。

D区では、縄文時代中期の円筒土器・後期前葉の土器の出土が見られる他、中世の珠洲焼が出土し

ておりカマド状遺構等の時期不明とした遺構の帰属年代を示唆する可能性がある。

『C区出土土器』

ア.土器集中域(VI-184・185)[図20～23](38～50)

VI-184～185グリッドを中心として、縄文時代後期前葉の土器群が散乱した状態で出土した。同

区では土器埋設遺構も検出され、埋設土器中の有文土器片から縄文時代後期前葉であることが確認さ

れている。

[壷形土器]38・39・40は同一個体となる大型の壷形土器で推定胴部最大径50cm・推定底部径26cmとな

る。器表面外面はにぶい橙色をなし、文様は全体を楕円文を用いて構成する。縦位・横位共に2列で

構成される直線的な区画用楕円文で器面を区画分割し、その区画帯中は楕円文ベースの文様で充填す

る。区画用楕円文をまたいで対応する半円モチーフを構成し、この半円モチーフが各区画帯内の上下

左右に配置される。最上部と最下部を除き、半円モチーフはすべて対応する半円を有し、2個1セッ

トで楕円形を呈する。全体の構成が観察できる部分は少ないが、区画用楕円文を左右にまたぐものと

上下にまたぐ楕円形モチーフ共に、上下の対称形ではなく左右の線対称の構成となるようである。4

単位と考えられる橋状把手にはその形状に沿って、縦位の沈線が4本施される。沈線は2～3mm幅であ

るが、所々細く深くなる部分が存在し、同一施文工具の当て方による違いと考えられる。

41と42は、4単位の橋状把手を有する壷形土器で、口径21.5cm・現存部の最大径は36cm・現存部高さ

29cmである。4単位を基本に文様が施されており、橋状把手から下方に2列一組の縦方向の区画用楕

円文が伸び、体部上半に一列の横方向の区画用楕円文が施されている。全部で8区画の文様区画が考

えられよう。上半部の文様区画内には渦巻状または入り組み状文様が施される区画と三角形状の文様

が施される区画が交互に並ぶ。下半部の区画は、そのほとんどを欠損するが、僅かに残存する部位か

ら推測すると、上半部同様に円と三角をイメージする文様が施されるようである。

橋状把手の剥落跡には、把手の取り付け位置を示すと思われる下描きの短沈線が認められる。

43と44は、おそらく5単位の橋状把手を有する同一個体の壷である。口縁部径30cm・頸部径23.4cm

となる。口縁部には横位の楕円文が施されるが、一部上下の楕円文同士が流水文化している部分も認

められる。沈線幅5mm程度の深く太いものである。横線部の断面は半円形で、縦線部の断面は深くV

字形と異なるが沈線内に途切れは見られず、同一施文工具を用いたものと思われる。C字形又はJ字

形の入り組み状文様が橋状把手下の頸部に施される。橋状把手の上面にはこの入組み状文が、下面に
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第 2領山下遺跡

第 2節遺構外出土遺物

1 縄文時代の遺物

(1)土器

c区からは、縄文時代後期前葉の逍物が多く出土しており、 VI-184~185 グリ・1 ドにかけては、

遣物集中域と粘十ーが下半分に充坦された土器埋設遺溝が検出されている C区出士卜器報告書掲載遣

物は143の円筒上器 l点を除き、すべて縄文時代後期前葉に用いられた土器である Q 大きく、平坦口

縁の装飾深鉢、波状□縁の装飾深鉢、地文のみか施される深鉢、装飾壺、小型装飾壷か見られた二該

期の土品は、輪積みの接合部で破担している破片が多く、外傾接合の個体が多いこ

D区では、縄文時代中期の円筒上器・後期前莱の土器の出土が見られる他、中世の珠洲l焼が出上し

ておりカマド状遣構等の時期不明とした追構の帰属年代を不唆する可能性がある r，

『C区出土土器』

ア土器集中域(VI -184・185) [図20~23]( げ8~50)

V I -18--1-185グリソドを中心として、縄文時代後期前葉の十身信群か散乱した状態で出土した。同

区では土器埋設遣構も検出され、埋設土器中の有文土器片から縄文時代後期前菜であることが確認さ

れている 0

［壷形土器]38・39・40は同一個体となる大塑の壷形卜器で推定桐部最大径50cm・推定底部径26cmとな

る。器表面外面はにぶい燈色をなし、文椋は全体を楕円文を用いて構成する。縦位・横位共に 2列で

構成される直線的な区凹用楕円文で器向をい画分割し、その区画晋中は楕円文ベースの文様で充填す

る。区画用柏円文をまたいで対応する半円モチーフを構成し、この半円モチーフが各区画帯内の上F

左右に配置される Q 最上部と最下部を除き、半円モチーフはすべて対応する半円を有し、 2個1セッ

トで楕円形を呈すら全体の構成が観察できる部分は少ないが、区両用惰円文を左右にまたぐものと

上下にまた＜楕円形モチーフ北に、 ［下の対称形ではなく左右の線対称の構成となるようである。 4

単位と考えられる橋状把手にはその形状に沿で）て、縦位の沈線が 4 本施されるし沈線は2~3mm幅であ

るか、所々細く深くなる部分が存在し、同一施文T具の刈て方による違いと考えられる，〗

41と42は、 4吊位の橋状把手を有する壷形土器で、 U径21.5cm・現存部の最大径は36cm・現存部高さ

29cmである。」単位を基本に文様が施されており、檎状把手から下方に 2列一組の縦方向の区画用楕

円文か伸び、 1本部上半に一列の横方向の区画用楕円文が施されている。令部で 8区圃の文様区画が考

えられよう。上半部の文様区画内には渦巻状または入り組み状文様が施される区画と三角形状の文様

が施される区画が交互に並ぶ。下半部の区画は、そのほとんどを欠損するが、僅かに残存する部位か

ら推測すると、上半部同様に円と三角をイメージする文様が施されるようである。

橋状把手の剥落跡には、把手の取り付け位置を示すと思われる下描きの短沈線が認められる。

43と44は、おそらく 5単位の橋状把手を有する同一個体の壷である。口縁部径30cm・ 頸部径23.4cm

となる。口縁部には横位の楕円文が施されるが、一部上下の楕円文同士が流水文化している部分も認

められる。沈線幅 5mm程度の深く太いものである。横線部の断面は半円形で、縦線部の断面は深く V

字形と異なるが沈線内に途切れは見られず、同一施文工具を用いたものと思われる。 C字形又は J字

形の入り組み状文様が橋状把手下の頸部に施される。橋状把手の上面にはこの入組み状文が、下面に
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第2章発掘調査の成果

は楕円文が施される。頸部の接合部は外傾接合となる。

45～50は集中区出土の壷形土器片である。47は横位の楕円文が連続する壷頸部である。

[深鉢形土器](図23 51～57)

51～57は有文深鉢の口縁部である。51は口縁部に横位の、頸部に斜位の楕円文が施される波状口縁と

なる。52・53は口頸部に横位の楕円文が施される。54は無文の深鉢であるが、器表面の摩滅が著しい。

僅かに残る器表面からは内外面共にミガキが施されていることが解る。粘土帯の接合部からの割れが

多く見られ、粘土帯上下幅は2cm以下となる。55・56は波状口縁であり、56と57は口縁形態に沿った

沿口沈線+楕円文、55は口縁部に楕円文が施される。56は隆帯部にRL縄文が充填される。

イ.土器集中域以外の土器

[平坦口縁の有文深鉢形土器](図23 58～62、67～68)

58～62は、口縁部またはそれ以下にも楕円文が施されるものである。すべて頸部で緩やかに外反し

口縁部付近に最大径を有するものである。58は沈線幅4mm程の太い沈線によって、上下幅1.5cm程の狭

い楕円文と上下幅3.5cm程の幅広の楕円文が施される。細い方は、楕円文間に一辺2cm程の隅丸方形の

文様が配置される。沈線の断面形は半円形となる部分が多いが、縦方向の沈線には施文工具の細長い

先端部を、工具長軸方向に動かして断面V字形となった部分もある。横線部はすべて沈線断面形半円

形となり、同一施文工具の持ち方・器面への当て方の違いによって断面形が異なるものと考えられる。

内外面共に丁寧なミガキがなされ焼成も良いが、一部器表面が摩滅している部分が見られ砂粒を多く

含む様子が確認される。器厚8mm程の厚手の土器である。59は口縁部から体部上半まで横長の4段の楕

円文が約2mm幅の細い沈線で施されるが、体部下半は無文となり丁寧なミガキがなされる。口縁部は

折返し状に肥厚しており、その幅に合わせて横幅5cmの楕円文が横位に一列巡るが、二つおきに直径1

cmの円形文様が配置される。58同様に横線と縦線の沈線断面形が若干異なり、縦線の方がやや深くV

字形となる。内外面とも丁寧なミガキがなされる。推定口径22cm、現存部高さ11cmである。60～62は

楕円文外にLR斜行縄文が施される。

[波状口縁の有文深鉢形土器](図23・24 65～66、69～93)
波状口縁の有文深鉢を一括したが、波頂部は大型の丸みを持った山形状を呈するものが多い。波状

口縁となる有文深鉢も、平坦口縁の有文深鉢同様に、頸部で緩やかに外反するものが多い。楕円文間

に縄文が充填されるものと丁寧にミガキがなされるものがある。文様構成は、口縁部に沿った沈線や

楕円文が施されるものがほとんどである。口縁波頂部直下の文様の配置で、口縁部の装飾がいくつか

分けられる。

(1)口縁波頂部直下に短楕円文が配置されるもの(69・70・71・72・84)

69は器厚は7mm程であり、大型の深鉢の破片である。70は該期の当遺跡出土土器群に見られるよう

に、縦沈線には深く断面V字形のものが見られる。72・84は同一個体であり、器厚は4mm程であり推

定される土器の大きさから考えると非常に薄いものである。器表面は摩滅部が多く見られ、口縁部に

沿った楕円文が施される。

(2)口縁波頂部直下で左右の楕円文が向かい合うもの(76・77・79～81)

(3)波状の口縁部に沿った沈線が1～2条施されるもの(73・74・75・78・82・83・86・87・88・89)

73・74は同一個体であり、沿口沈線が2本施された下に異なる形の楕円文が横に並び、残存部だけ観
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第 2章 発掘謂査の成果

は楕円文が施される，_頸部の接合部は外傾接合となる。

45~50は集中区出土の壷形上器片である。 47は横位の楕円文が連続する壷頸部である。

［深鉢形土器］ （図23 51 ~57) 

51 ~57は有文深鉢の口緑部である C 51は口緑部に横位の、頸部に鉛位の楕円文が施される波状口縁と

なる。 52・53は口頸部に柚位の楕円文が施される，―， 54は無文の深鉢であるか、器表面の摩滅が著しい（）

僅かに残る器表面からは内外面共にミガキが施されていることが解る。粘士帯の接合部からの割れが

多く見られ、粘土帯上下幅は 2('111以下となる v 55• 56は波状口縁であり、 56と57は口縁形態に沿った

沿口沈線十柏円文、 55は口縁部に楕円文が施される 0 56は隆帯部にRL縄文が充填される。

イ．士器集中域以外の士器

［平坦口縁の有文深鉢形土器］（図23 58-62 、 67~68)

58~62は、口縁部またはそれ以下にも楕円文が施されるものである、うすべて頸部で緩やかに外反し

口縁部付近に最大径を有するものである •'58は沈線幅4mm程の太い沈線によって、上下幅1ぷcm程の狭

い楕円文と上下幅3.5cm程の幅広の楕日文が施各れるっ細い方は、杓円文間に一辺2cm程の隅丸方形の

文様が配置される。沈線の間面形は半円形となる部分が多いが、縦方向の沈線には施文工具の細長い

先端部を、エ具長軸方向に動かして断面V字形となっだ部分もある。横線部はすべて沈線断面形半円

形となり、同一施文T倶具の持ち方・謡面への当て方の違いによって1析面形か異なるものと若えられる r;

内外面共に丁寧なミガキがなされ焼成も良いが、一部器表面が摩減している部分が見られ砂粒を多く

含む様了が確認苔れる c 器厚8mm程の厚手の上器である u 59は口縁部から体部上半まで横長の4段の楕

円文が約2mm幅の珊い沈線で施されるか、休部下半は無文となり丁寧なミガキがなされる。口緑部は

折返し状に肥厚しており、その幅に合わせて横幅5cmの楕円文が横位に一列巡るが、二つおきに直径1

cmの円形文様が配置される G 58同椋に横線と縦線の沈線断血形が若干麗なり、縦線の方がやや深く＼マ

字形となる、］内外面とも丁寧なミガキかなされる，，推定U径22cm、現存部高さ11cmである 0 60~62は

楕円文外にLR余斗行縄文が施される。

［波状口縁の有文深鉢形土器HI叉123・24 65~66、69~93)

波状口縁の有文深鉢を一括したか、波頂部は人型の丸みを持った止形状を呈するものが多い。波状

口縁となる有文深鉢も、平坦口縁の有文深鉢阿様に、頸部で緩やかに外反するものが多い。楕円文間

に縄文が充填されるものと丁寧にミガキがなされるものがある。文様構成は、口縁部に沿った沈線や

楕円文が槌されるものかはとんどである 0 [_J縁波頂祁直下の文椋の配置で、口縁部の装飾かいくつか

分けられる。

(1)口縁波頂部直下に短楕円文が配置されるもの(69・70・71・72・84)

69は器厚は7mm程であり、大型の深鉢の破片である。 70は該期の当遺跡出土土器群に見られるよう

に、縦沈線には深く断面V字形のものが見られる。 72・84は同一個体であり、器厚は4mm程であり推

定される土器の大きさから考えると非常に薄いものである。器表面は摩滅部が多く見られ、口縁部に

沿った楕円文が施される。

(2)口縁波頂部直下で左右の楕円文が向かい合うもの(76・77・79~81)

(3)波状の口縁部に沿った沈線が 1~ 2条施されるもの(73・74・75・78・82・83・86・87・88・89) 

73・74は同一個体であり、沿口沈線が2本施された下に異なる形の楕円文が横に並び、残存部だけ観
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第2編山下遺跡

察するとあたかも口縁波頂部から右曲がりの沈線が垂下しているようにみえる。明褐灰色の薄い器表

面が摩滅し、暗灰色の内部が外面でも内面でも見られる。断面の色調は所謂サンドイッチ状となる。

75は沿口沈線下隆線部にLR縄文が充填される。頸部の楕円文沈線幅は1～2mmであり、沿口沈線幅が5

mmと大きく異なる。76～77・79～90は口縁部に口縁部に沿った沈線や楕円文が施されるものである。

82・83は別個体であるが、その口縁部の文様構成は類似する。口縁波頂部下の1本の沿口沈線下に短

楕円文が配置されるもので、(1)のタイプと類似する。

(4)その他(85・90・91・92・93)

その他としたものは、主に口縁波頂部が残存せず、分類不明であるものである。85は器面内外に丁

寧なミガキがなされ、口縁直下の隆線部にRL縄文が施される、非常に丁寧なつくりの土器である。

[有文深鉢体部](94～103)

楕円文で、文様が構成される有文土器体部破片である。

[楕円文以外が施されるものやその他の深鉢形土器](図25 104～107)

104は、波状口縁の深鉢と考えられるが、口縁波頂部下に隆帯が付され肥厚し、頸部で強く外反す

る。4mm幅ほどの沈線で、頸部に波状文が施されている。また頸部下の接合面の割れ口から外傾接合

であることが観察される。105は、全体の文様構成は不明であるが、2mm程の細い沈線で左右対称の円

形を中心にした文様が施される。やや内轡しながら口頸部が立ち上がる。107は、器表面外側が摩滅

している無文の土器であり、内面に丁寧なミガキ調整がなされる。調整により目立たないが、割れ口

から折返し口縁であることが観察でき、口頸部の調整によって折返し口縁下端部に明瞭な稜を有する。

[地文のみが施される深鉢形土器](図25 108～121)

縄文のみが施されるもの、縄文と網目状撚糸文が施されるもの、網目状撚糸文のみが施されるもの、

撚糸文のみが施されるものがみられる。折返し口縁となるものも多い。111のみ折返し口縁部と体部

の境に1本の横走沈線が施される。縄文のみが施されるもの(108～111)は、108～110が同一である。

108も111も、LR斜行縄文を施すが、108・111ともに口縁部は原体横回転であるが、108の体部では縦

回転、111の体部では頸部下の縄文施文幅2段目までは横回転であるが、それ以下では縦回転もしく

は左上⇔右下の回転方向で施される。

網目状撚糸文のみが施されるもの(112～121)は、112～115はL、116～120はRが用いられる。115と

119は口縁部が横方向の施文、体部が縦方向の施文となる。120は口縁部にLR縄文が、体部に網目状

撚糸文が施される。

[壷形土器](図26・27 123～162)

123～125・148は4個の橋状把手が付される壷形土器の同一個体である。VK-180～181グリッドで

まとまって出土した。口縁部・頸部・体部のそれぞれの復元となり、接合しない。口縁部から体部下半

まで横位に連続する楕円文列が施される。頸部に橋状把手が4個付され、それに楕円文が施されるが、

そのまま橋状把手以下の体部の縦方向の楕円文列に繋がり、それによって体部は4区画に分割され、

さらにそれぞれ縦方向に2等分され、全部で縦方向に8単位の区画帯に分割される。その間を上下幅

1cm程の狭い楕円文列と上下幅3～4cmの広い楕円文列が横位に交互に配置される。縦方向の楕円区

画列と横方向の楕円文列の交点には、体部1周に4個の直径約1.5cmの円形文様が配される。橋状把

手側面にも沈線が施されており、把手の上位と下位の楕円状文と繋がり、縦に連続する流水状の文様
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察するとあたかも口縁波頂部から右曲がりの沈線が垂下しているようにみえる。明褐灰色の薄い器表

面が摩滅し、暗灰色の内部が外面でも内面でも見られる。断面の色調は所謂サンドイッチ状となる。

75は沿口沈線下隆線部にLR縄文が充填される。頸部の楕円文沈線幅はl~2mmであり、沿口沈線幅が5

mmと大きく異なる。 76-77・79-90は口縁部に口縁部に沿った沈線や楕円文が施されるものである。

82・83は別個体であるが、その口縁部の文様構成は類似する。口縁波頂部下の1本の沿口沈線下に短

楕円文が配慣されるもので、 (1)のタイプと類似する。

(4)その他(85・90・91・92・93)

その他としたものは、主に口縁波頂部が残存せず、分類不明であるものである。 85は器面内外に丁

寧なミガキがなされ、口縁直下の隆線部にRL縄文が施される、非常に丁寧なつくりの土器である。

［有文深鉢体部](94-103)

楕円文で、文様が構成される有文土器体部破片である。

［楕円文以外が施されるものやその他の深鉢形土器］（図25 104-107) 

104は、波状口縁の深鉢と考えられるが、口縁波頂部下に隆帯が付され肥厚し、頸部で強く外反す

る。 4mm輻ほどの沈線で、頸部に波状文が施されている。また頸部下の接合面の割れ口から外傾接合

であることが観察される r; 105は、全体の文様構成は不明であるが、 2mm程の細い沈線で左右対称の円

形を中心にした文様が施される。やや内髯しながら口頸部が立ち上がる。 107は、器表面外側が摩滅

している無文の土器であり、内面に丁寧なミガキ調整がなされる。調整により目立たないが、割れLJ

から折返し口縁であることが観察でき、 U頸部の調整によって折返し口縁下端部に明瞭な稜を有するハ

［地文のみが施される深鉢形土器］（図25 108-121) 

縄文のみが施されるもの、縄文と網目状撚糸文が施されるもの、網目状撚糸文のみが施されるもの、

撚糸文のみが施されるものかみられるっ折返しU縁となるものも多い。 111のみ折返し D縁部と1本邸

の境に1本の横走沈線が施される。縄文のみが施されるもの(108~111)は、 108-110が同一である n

108も111も、 LR斜行縄文を施すが、 108・111ともに口縁部は原体横回転であるが、 108の体部では縦

回転、 111の体部では頸部下の縄文施文幡 2段目までは横回転であるが、それ以下では縦回転もしく

は左上⇔右下の回転方向で施される，）

網目状撚糸文のみが施されるもの(112-121)は、 112-115はし、 116-120はRが用いられる。 115と

119は口縁部が横方向の施文、体部が縦方向の施文となる。 120は口縁部にLR縄文が、体部に網目状

撚糸文が施される Q

［壷形土器］（図26・27 123~162) 

123~125・148は4個の橋状把手が付される壷形土器の同一個体である。 VK-180~181グリッドで

まとまって出土した。［］縁部・頸部・体部のそれぞれの復元となり、接合しない。口縁部から体部下半

まで横位に連続する楕円文列が施される。頸部に橋状把手が4個付され、それに楕円文が施されるが、

そのまま橋状把手以下の体部の縦方向の楕円文列に繋がり、それによって体部は 4区画に分割され、

さらにそれぞれ縦方向に 2等分され、全部で縦方向に 8単位の区画帯に分割される。その間を上下幅

1 cm程の狭い楕円文列と上下幅 3~ 4cmの広い楕円文列が横位に交互に配置される。縦方向の楕円区

画列と横方向の楕円文列の交点には、体部 1周に 4個の直径約1.5cmの円形文様が配される。橋状把

手側面にも沈線が施されており、把手の上位と下位の楕円状文と繋がり、縦に連続する流水状の文様
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を構成している。把手や隆線部の剥落跡には把手付設部や隆帯貼り付け部の割付用の下描き沈線が見

られ、頸部(124)の実測図中に黒塗りの沈線部として表現している。粘土帯幅は約2cmであり、外傾接

合となる。体部下半から底部にかけては無文になるものと思われる。

126～137も楕円文が施される壷形土器破片である。胎土・焼成とも共通するものが多く、ほぼ同一

個体と考えられるが、131のみ斜線が施され別個体の可能性もある。

138～146は楕円文と三角形状文様と斜沈線が施される壷形土器の同一個体である。隆帯部または区画

内部にはRL斜行縄文が施される。口径約15cm、頸部径約11.5cmとなり、最大径は体部下半に位置す

ると考えられる。口縁部に平行沈線と隆帯部にRL縄文を施し、頸部は無文となる。肩部に上下幅約1.

5cmの楕円文列が3段、それ以下体部には3～4条の三角形状文、体部下半付近では再び上下幅約1.5

cmの楕円文列が3段以上施されるものと考えた。肩部の楕円文列では楕円文外の隆帯部にRL縄文が

施されるのに対し、体部下半と考えた楕円文列では楕円文内にRL縄文が施されるので、別の部位と

考えたい。

147は器表面の摩滅が著しい口縁部破片で、123同様に横方向の楕円文列が施される。149～152は厚

手の口縁破片である。153は器厚約5mmの薄手の壷口頸部である。口縁部に施される2本の沈線は、幅3

mm程度で深く施文され、断面はV字形となる。

154～162は壷形土器の体部破片である。154～113は比較的厚手の破片であるが、158～162は薄手の

土器であり、沈線も繊細なもので小型壷と考えられる。157は楕円文が施文される橋状把手である。

155は楕円文間の隆帯部にRL縄文が施され、その後に直径5mm程度の刺突が加えられる頸部破片であ

る。158は隆線部に径1～2mmの刺突が横位に連続し、その隆線下の横走沈線から沈線文が垂下する。

[鉢・浅鉢形土器](図23 63～64、図27 163～164)

63～64は非常に薄手の土器で、63は上部の平行沈線と下部の斜線を、3本一単位の弧状の沈線で結

び弧状沈線間に楕円文が残る。64は口縁部に楕円文、体部上半部に渦巻状の沈線文が施される。共に

沈線幅は2mmと非常に細い土器である。

164は器厚の薄さや胎土・焼成ともに当遺跡出土の縄文時代後期前葉の土器群と共通する鉢形土器で

ある。163は器厚15mm程度の非常に厚い浅鉢形土器と考えられ、内外面とも丁寧なミガキがなされる。

口縁部からほぼ底部付近までの破片と思われるが、この器壁の厚さは、当土器群とは異質である。

[縄文時代中期の土器]

122は口頸部にLR原体の側面圧痕、体部にLR斜行縄文が施される円筒上層a式と考えられる破片で

あり、繊維を含む。円筒土器は、当遺跡の試掘調査域D区で少数ではあるが確認されている。C区で

は1点のみの出土である。

『D区出土土器』

当区では、縄文時代中期円筒上層d式・縄文時代後期初頭・前葉の土器・中世の珠洲焼が出土している。

165～172までは縄文時代中期の土器であり、165は人面状装飾と幅5～6mmの隆線と沈線文が施される。

概ね他の破片も隆線も細い。165と167は中央部がやや窪む径1.2cm程のボタン状貼瘤・突起が付される。

173～177は、後期初頭の土器で173～175が同一個体で、楕円文中に平行沈線や楕円文が多重化してい

る。178～183は縄文時代後期前葉の土器である。
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を構成している。把手や隆線部の剥落跡には把手付設部や隆管貼り付け部の割付用の下描き沈線か見

られ、頸部(124)の実測図中に黒塗りの沈線部として表現している。粘十瞥幅は約2cmであり、外傾接

合となる。 1本部下半から底部にかけては無文になるものと思われる J

126~137 も楕円文が施される壷形士器破片である。胎士・焼成とも共通するものが多く、ほぼ同一

個体と老えられるか、 131のみ斜線が施され別個体の可能性もある Q

138-146は楕円文と三角形状文様と計沈線か施される壺形土器の同一個体である。隆帯部または仄画

内部にはRL斜行縄文が施される。口径約15cm、頸部径約11ぷC'illとなり、最大径は体部下半に位置す

ると考えられる,,[]縁部に半行沈線と隆瞥部にRし縄文を施し、頸部は無文となる。肘部に上下幅約1.

5cmの楕円文列が3段、それ以下体部には 3-1条の三角形状文、体部下半付近では再び上下輻約1.5

cmの楕1-Y文列力噂段以上施されるものと考えtこ肩部の楕円文列では楕円文外のI祖帝部にRL縄文か

施されるのに対し、体部下半と考えた楕1-Y文列では楕円文内にRL縄文か施各れるので、別の部位と

考えたい。

147は器表面の摩滅か著しいU縁部破片で、 123同様に梢方向の楕円文列が施される u 149・-152は厚

手の口縁破片である。 153は器厚約5mmの薄手の壷口頸部である 0 口糧部に施される2本の沈線は、幅3

mm程度で深く施文され、斬面はV字形となる。

1 け4-162は壷形土器の休部破片である。 154~113は比較的厚手の破片であるが、 158-162 は薄手の

十器てあり、沈線も繊紐なもので小型壷と考えられる。 157は楕円文が施文される橋状把手である，c,

155は楕円文間の隆幣部にRL縄文が施され、その後に直径5mm程度の刺突が加えられる頸部破片であ

る)158は隆線部に径l~・2mmの刺突が横位に連続し、その隆線下の横走沈線から沈線文か垂下する c

［鉢・浅鉢形土器］（図23 63-64、図27 163-164) 

63-64は非常に沖手の土器で、 63は上部の平行沈線とト一部の余斗線を、 3本一単位の弧状の沈線で結

び弧状沈線間に柏円文か残るし 64はU緑部に楕円文、 1本部上半部に渦巻状の沈線文か施される。共に

沈線輻は2mmと非常に細い十．器である r

164は器厚の薄さや胎土・焼成ともに当遺跡出土の縄文時代後期前葉の土器群と共通する鉢形土器で

ある D 16けは器厚15mm程度の非常に厚い浅鉢形土器と考えられ、内外面とも丁寧なミガキがなされる。

口緑部からほは底部付近までの破片と思われるか、この器壁の厚名は、当土器詳とは異質であるり

［縄文時代中期の土器］

122は口頸部にしR原体の側血圧痕、｛本部にLR拿斗行縄文が施される円筒上層a式と考えられる破片で

あり、繊維を含む。円筒土器は、当遺跡の試掘調査域・D区で少数ではあるが確認されている。 C区で

は1点のみの出土である。

『D区出土土器』

当区では、縄文時代中期円筒上層 d 式・縄文時代後期初頭•前葉の土器・中世の珠洲焼が出土している。

165~ 172までは縄文時代中期の土器であり、 165は人面状装飾と幅5~6mmの隆線と沈線文が施される。

概ね他の破片も隆線も細い。 165と167は中央部がやや窪む径1.2cm程のボタン状貼瘤・突起が付される。

173~ 177は、後期初頭の土器で173~175が同一個体で、楕円文中に平行沈線や楕円文が多重化してい

る。 178~183は縄文時代後期前葉の土器である。
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図20山下遺跡C区遺物出土状況
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図21山下遺跡C区出土土器1
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図22山下遺跡C区出土土器2
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図22 山下遺跡c区出土士器 2
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図23山下遺跡C区出土土器3
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図24山下遺跡C区出土土器4
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図25山下遺跡C区出土土器5
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図26山下遺跡C区出土土器6
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図26 山下遺跡c区出土土器 6
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図27山下遺跡C区出土土器7
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図28山下遺跡D区出土土器
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(2)石器

C区出土の石器

C区からは、石錐1点、石匙1点、石箆1点、スクレイパー7点、Uフレイク3点、フレイク31点、

磨製石斧1点、敲磨器8点、台石2点、その他1点出土した。

石錐(図30-1)棒状錐であり、薄く作出されている。

石匙(図30-2)やや幅広である。両面に主要剥離面を広く残し、特に裏面の周縁に集中して加工

を施している。

石箆(図30-4)基部を欠損している。両面加工で、刃部の一部に摩耗痕が見られる。

スクレイパー(図30-3、5～8)端部に急斜度調整が施されているものが3点ある。3は弧刃で

あり、丁寧な調整が施されている。7は、一見粗雑に見えるが、末端には丁寧な調整が施されている。

8は左右と末端に調整が施されているが、特に末端の刃部調整は直角に近く、直刃である。5は大型

剥片の片側縁に連続した調整が施されている。6は剥片の周縁に小さな調整が連続して施されている。

Uフレイク(図30-9)縦長剥片の側縁の一部に、微細剥離痕が見られる。

磨製石斧(図31-1)乳棒状の石斧で、刃部は蛤刃である。石質は砂岩である。

敲磨器(図31-2～7)敲石1点、磨石2点、凹石5点がある。3は、磨製石斧の基部片を敲石

に転用したもので、割れ面を利用している。表面には被熱による火ハジケが見られる。2は球状磨石

で、器面全体が滑らかに整形されている。4は、扁平磨石の平坦面に複数の深い凹みが見られるもの

である。両側面に幅広の機能面を持ち、そこには敲打痕が見られる。また、両端部にも敲打痕が見ら

れる。

凹石には、棒状礫を利用したもの(6)や扁平な楕円礫を利用したもの(5、7)とがある。5に

は両平坦面と片側面に複数の深い凹みが連なっている。凹みは敲打によるものが主体であるが、スリ

によるものも見られ、部分的に溝状を呈しているところやすり鉢状を呈しているところも見られる。

台石(図31-8)扁平な礫を利用したもので、器面は平滑である。

その他(図32-8)流紋岩の角柱状の礫を素材としたものである。全体に丁寧に整形され、丸みを

帯びている。器面には、線条痕が見られる。

D区出土の石器

D区からは、石匙1点、Rフレイク2点、Uフレイク2点、フレイク37点、磨製石斧1点、敲磨器

6点、台石1点出土した。

石匙(図32-1)横型で、背面の末端に調整を加え、刃部を作出している。また、バルブのある厚

い部分につまみ部を作出しており、一部にアスファルト状の物質が付着している。

Uフレイク(図19-1)遺構外から1点、第18号カマド状遺構覆土から1点出土している。

磨製石斧(図32-2)基部を欠損している。両刃で刃部に対し斜めに線条痕が観察される。緑色

細粒凝灰岩製。

敲磨器(図32-3～7)磨石が6点出土し、球状磨石1点と扁平磨石5点がある。3はやや楕円礫

を素材とした磨石で、器面全体が滑らかである。4～7は扁平磨石で、片側面に機能面を持つもので

ある。機能面には程度の差はあるもののおおむね敲打痕が観察されている。また、7の両端部には敲

打痕も見られる。(畠山昇)
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第 2章 兌掘調査の成果

(2)石器

c区出土の石器

c区からは、石錐 l点、石匙 1点、石箆 1点、スクレイパー 7点、 lJフレイク 3点、フレイク31点、

磨製石斧 1点、敲磨器 8点、台石 2点、その他 1点出土した。

石錐（凶30-1) t奉状錐であり、薄く作出されている,,

石匙（図30-2)やや幅広である u 両面に主要刹離面を広く残し、特に裏面の周緑に集中して加工

を施している c

石箆（図:10-4)基部を欠損している，：，両面加Tで、刈部の部に摩耗痕が見られる c

スクレイパー（図30-3 、 5~8) 端部に応計度調棺か施どれているものが 3 点ある,, 3は弧刃で

あり、丁寧な調整か施されている，'7は、一見粗雑に見えるか、末端には丁寧な調整が施されている。

8は左右と末端に調整が植されているが、特に未端の刃部調整は直角に返く、直刃である r」りは大型

剥片の片側縁に連統した調整が施されている，-, 6は剥片の周緑に小さな調整が連続して施されている。

uフレイク（図30-9)縦長刹片の側縁の一部に、微細測離痕が見られる。

磨製石斧（図31-1)孔棒状の石斧で、刃部は蛤刃である＾石質は砂岩である 0

敲磨器 （図，'.:ll-2 -7)敲仁 1点、磨石 2点、凹石 5点かある D 3は、磨製石斧の某部片を敲石

に転用しだもので、割れ面を利用している。表面には被熱による火ハジケが見られる 0 2は球状磨石

で、器面全体が滑らかに整形されている。 4は、扉平磨石の平坦面に複数の深い凹みが見られるもの

であふ両側面に輻広の機能面を持ち、そこには敲打痕が見られる。まだ、両端部にも敲打痕が見ら

れる`」

凹石には、棒状礫を利用したもの (6)や扁平な楕円礫を利用しだもの (5、7) とがある［う Cりに

は両平川面と片側面に複数の深い凹みが連なっている，〕凹みは敲打によるものが主体であるが、スリ

によるものも見られ、部分的に溝状を呈しているところやすり鉢状を星しているところも見られるし

台石 (I叉131-8)厨平な礫を利用したもので、器面は平滑である。

その他（図,32-8)流紋岩の角柱状の礫を素材としたものである n 全体に丁寧に整形され、丸みを

恰ぴている 器面には、線条痕が見られる_,

D区出土の石器

D区からは、石匙 l点、 Rフレイク 2点、じフレイク 2点、フレイク37点、磨製石斧 l点、敲磨器

6点、台石 1点出上した。

石匙（図32-1)横型で、背面の末端に調整を加え、刃部を作出している。また、バルブのある厚

い部分につまみ部を作出しており、一部にアスファルト状の物質が付着している。

uフレイク（図19-1)遺構外から 1点、第18号カマド状遺構覆土から 1点出土している。

磨製石斧（図 32-2)基部を欠損している。両刃で刃部に対し斜めに線条痕が観察される。緑色

細粒凝灰岩製。

敲磨器（圏32-3 ~ 7)磨石が 6点出土し、球状磨石 1点と扁平磨石 5点がある。 3はやや楕円礫

を素材とした磨石で、器面全体が滑らかである。 4~7は扁平磨石で、片側面に機能面を持つもので

ある。機能面には程度の差はあるもののおおむね敲打痕が観察されている。また、 7の両端部には敲

打痕も見られる。 （畠山昇）
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表3山下遺跡出土石器一覧表

(3)石製品(図30-10)

C区VI-181グリッドから、大型の三角型岩版が1点出土した。角を欠いているが、全体が丁寧

に整形されている。無文である。

(畠山昇)

2縄文時代以外の遺物

珠洲焼(図29183～189)

D区においてが珠洲焼の破片が数片出土した。184と185は擂鉢の破片であり、ともにろくろ使用で

ある。卸し目は184が約6本/cmの細いもの、185が3本/cmの太いものとなる。186もろくろ使用であ

るが、器種は不明である。187～189は甕の体部破片であり、外面に叩き目痕、内面に指や手による押

さえ痕が残る。(永嶋豊)

図29山下遺跡出土珠洲焼

－56－

第 2編山下遺跡

表 3 山下遺跡出土石器一覧表

磨製 石皿・

石鏃 石錐 石匙 石箆 スクレイパー Rフレイク uフレイク フレイク 敲磨器 その他 計

石斧 台石

試掘区 1 1 1 7 10 7 60 3 2 92 

c 区 1 1 1 7 3 31 1 8 2 1 56 

D 区 1 2 2 37 1 6 1 50 

計 1 1 3 2 14 12 12 128 2 17 5 1 198 

(3)石製品（図30-10)

c区VI-181グリッドから、大型の三角型岩版が 1点出上した。角を欠いているが、全体が丁寧

に整形されている。無文である。

（畠山昇）

2 縄文時代以外の遺物

珠洲焼（図29 183~189) 

D区においてが珠洲焼の破片が数片出土した。 184と185は揺鉢の破片であり、ともにろくろ使用で

ある。卸し目は184が約6本/cmの細いもの、 185が3本/cmの太いものとなる。 186もろくろ使用であ

るが、器種は不明である。 187~189は甕の体部破片であり、外面に叩き目痕、内面に指や手による押

さえ痕が残る。 （永嶋豊）
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図29 山下遺跡出土珠洲焼
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第2章発掘調査の成果

図30山下遺跡C区出土石器1、石製品

－57－

第 2章発掘調査の成果
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図30 山下遺跡c区出土石器 1、石製品
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第2編山下遺跡

図31山下遺跡C区出土石器2

－58－

第 2絹山下遺跡
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第2章発掘調査の成果

図32山下遺跡C区・D区出土石器

－59－

第 2章発掘調査の成果
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図32 山下遺跡c区・ D区出土石器

-59-



第2編山下遺跡

第3章学習院大学放射性炭素年代測定結果報告書

2000年3月1日

青森県埋蔵文化財調査センター

所長中島邦夫殿

1999年12月2日受領しました試料についての年代測定の結果を下記の通りご報告致します。

表示したBP年代は、1950年から何年前かの年数で、14Cの半減期としてLIBBYの半減期5570年を

 使用しています。また付記した誤差はβ線の計数値の標準偏差σにもとずいて算出した年数で、標準

 偏差(ONESIGMA)に相当する年代です。また試料のβ線計数率と自然計数率の差が2σ以下の

 ときは、3σに相当する年代を下限の年代値(記号>)として表示してあります。また試料のβ線計

 数率と現在の標準炭素についての計数率との差が2σ以下の時には、Modernと表示してあります。

 表示した同位体比は標準値からのずれをパーミルで表した値です。δ14Cの値は、放射線の測定で

求めた試料炭素中の14C濃度Aと現在の炭素の標準の濃度A(std)を用いて、

 δ14C=[(A-A(std))/A(std)]×1000によって算出された値です。δ13Cの値は、試料炭素の

13C/12C原子比を質量分析器で測定し、標準にPDBを用いて同様に算出した値です。

 △14Cは試料炭素がδ13C=-25.0パーミルであったときの14C濃度を計算した値です。この濃度を

用いて表記のBP年代値が算出されています。したがって、表記の年代値は同位体効果による測定誤

差を補正した年代値となっています。

記

Code№.試料BP年代と炭素の同位体比

GaK-20455炭化材from山下遺跡1040±60

 第5号井戸跡(遺構確認面より30cm下部)δ14C=-124.6±6.5

δ13C=-26.7

△14C=-121.6±6.5

以上

木越邦彦
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第 3章 学習院大学放射性炭素年代測定結果報告書

2000年 3月 1日

青森県埋蔵文化財調査センター

所長 中 島邦夫殿

1999年12月2日受領しました試料についての年代測定の結果を下記の通りご報告致します。

表示しだBP年代は、 1950年から何年前かの年数で、 14cの半減期としてLIBBYの半減期,5570年を

使用しています。また付記した誤差は戸線の計数値の標準偏差グにもとすいて尊出した年数で、標準

偏差 (ONESIGI¥L..¥)に相当する年代ですc- また試料の /3線計数字と自然計数率の差が 2a以ドの

ときは、 3aに相％する年代を下限の年代値（、』記号＞）として表示してありますQ また試料の［｝線計

数率と現在の標準炭素についての計数字との差が 2a 以下の時には、 Modern と表示してあります~

表示した同位体比は標準値からのずれをパーミルで表した｛直てす勺いての値は、放射線の測定で

求めた試料炭素中のI.Jc濃度Aと現在の炭素の標準の濃度A.(:std) を用いて、

!J 14 C = [ (A-A (std))/ A (std)] X 1000 によって算出された値です〔，ぶ℃の値は、試料炭素の

1:1c/12c原子比を質量分析器で測定し、標準にPDEを用いて同様に算出した値です。

△冗は試料炭素が 01 〗 C =-25.0パーミルであったときのI.Jc濃度を計算した値です。この濃度を

用いて表記のBP年代植か算出されています。したかって、表記の年代値は同位体効果による測定訊

を袖正した年代値となっています，

記

Code No. 試料 BP年代と炭素の同位休比

GaK-20155 炭化材 from I廿卜.遺跡 1040土 60

第 5号井戸跡（逍構確認面より 30cm下部） り14C=-124.6土6.5

o 13c =-26.7 
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以上

木越邦彦
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第4章まとめ

今回の調査において、縄文時代の土器埋設遺構1基、土坑2基のほか、時期不明の土坑7基、カマ

ド状遺構19基、井戸跡6基、溝跡2条、小ピット群2カ所が検出された。

時期不明な遺構の中では、C区で検出した第10・11号土坑の2基は縄文時代の可能性もあるが、他

はすべて中世以降と考えられる。そのうち、もっとも多く検出されたカマド状遺構は、弘前市境関館

遺跡から多数の検出例が報告され、三浦圭介氏により「中世型かまど」(三浦:1986)とされたもの

である。このような屋外に厨房施設としてのカマド状遺構がつくられるのは、中世に入ってからの現

象と見られている。今回の調査では、出土遺物や年代のわかる遺構との重複している遺構がないため、

構築時期を特定することが出来なかったが、周辺から中世の珠洲焼破片が出土していることから、こ

れに近い年代が考えられるかもしれない。

なお、カマド状遺構は平成9年度の調査でもA区で3基検出されているほか、今回の確認調査や米

山(2)遺跡の確認調査でも多数確認されている。したがって、周辺には、まだかなりの数の遺構が

広範囲に存在しているものと想定され、後日の発掘調査によって、その構築時期や構造上の特徴など、

より具体的な事実が得られるものと期待される。

C区で検出された第5号井戸跡は木組方形縦板組隅柱横桟型の井戸枠を有し、浪岡町波岡城(波岡

町教育委員会1982他)、川内町高野川(2)遺跡(青森県教育委員会1992)で、同様の形態の井戸枠が

検出されている。当第5号井戸跡は放射性炭素年代測定法(→p60)により、1040±60年BP値が得られ

ているが、その諸特徴により周辺に多数確認されたカマド状遺構同様に中世の遺構と考えられ、当第

5号井戸跡は、井戸枠の構造において高野川(2)遺跡例との類似性が認められるが、異なる点は、高

野川(2)遺跡例では隅柱・横桟ともに加工された角材を用い、当第5号井戸跡では隅柱と横桟の一部

に丸材が用いられることである。高野川(2)遺跡例は、隣接して掘建柱建物跡やカマド状遺構が検出

されており、井戸内からは曲げ物、箸、35世紀後半とされる珠洲焼片が出土している。井戸枠材はヒ

ノキアスナロと同定され、井戸は年輪年代法より1325年以降の室町時代の構築と説明されている。

(畠山、永嶋)
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第 4章まとめ

今日の調査において、縄文時代の土器狸設遣構 1甚、土坑 2基のほか、時期不明の土坑 7甚、カマ

ド状遣構19基、井戸跡 6基、溝跡 2条、小ピット許 2カ所か検出された，ヘ

時期不明な遣構の中では、 C区で検出した第10・11号十坑の 2基は縄文時代の可能性もあるが、他

はすべて中世以降と老えられる：，そのうち、もっとも多く検出されたカマド状逍構は、弘前市境閃館

遺跡から多数の検出冽が報告され、三浦土介氏により「中川型かまど」（三浦： 1986) とされたもの

である「このような屋外に厨房施設としてのカマド状遣構がつくられるのは、中粧に入ってからの現

象と見られている n 今回の調査では、出土逍物や年代のわかる遺構との重複している追構がないため、

構築時期を特定することが出来なかったが、周辺から中但の珠洲焼破片が出土していることから、こ

れに近い年代か者えられるかもしれない。

なお、カマド状遣構は平成 9年度の調査でも A区で 3基検出されているほか、今回の確認調査や米

山 (2)遺跡の確認調脊でも多数確認されてし又る。したがって、周辺には、まだかなりの数の遺構が

広範同に存在しているものと想定各れ、後日の発掘調査によって、その構築時期や構造卜の特徴など、

より具体的な事実が得られるものと期待される n

c区で検出された第 5号井戸跡は木組力形縦板組隅柱横桟堕の井戸枠を有し、浪岡町波岡城（波岡

町教育委員会 1982他）、川内町高野川(2)逍跡（青森県教育委員会 1992)で、同様の形態の井戸枠か

検出されているこ，当第 5号井戸跡は放射性炭素年代測定法（→p60)により、 1040土60年BP値が得られ

ているか、その諸特徴により周辺に多数確認されだカマド状遣構同様に中世の遺構と考えられ、当第

5号井戸跡は、井戸枠の構造において高野川(2)遣跡例との類似性か認められるが、異なる点は、高

野川(2)遣跡例では隅杜・横桟ともに加上された角材を用い、当第 5号井戸跡では隅柱と横桟の一部

に丸材か用いられることである:,高野川(2)遣跡例は、隣接して掘建柱建物跡やカマド状逍構が検出

されており、井戸内からは曲げ物、著、 15世紀後半と苔れる珠汁廿焼片か出土している 0 井戸枠材はヒ

ノキアスナロと同定され、井戸は年輪年代法より 1325年以降の室町時代の構築と；が明されている。

（畠山、永朗）
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図34米山(2)遺跡B区遺構配置図
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第3編米山(2)遺跡

第1章検出遺構と出土遺物

米山(2)遺跡は、標高20～25mの水田地帯から遺跡北側に突き出た舌状丘陵裾部までの広大な遺

跡である。今回の調査は、遺跡北側の標高35～40mの丘陵裾部の東西に離れた場所が調査対象となり、

西側をA区、東側をB区と呼称して調査した。

検出した遺構は、A区で竪穴住居跡4軒、土坑9基、溝状土坑2基、B区で竪穴住居跡1軒、土坑

2基である。以下、遺構ごとに記述する。

第1節竪穴住居跡

第1号住居跡(SI-1)(図35、36)

位置:A区ⅧI-230～ⅧJ-232グリッドにおいて、第1号土坑および第2号溝状土坑に隣接する。

尾根状地形の南側裾部の斜面と平坦地との傾斜の変換部に位置するが、近年の耕作の為、斜面下側の

削平によって平坦面が確保されたものと考えられ、住居構築時には現状よりはやや緩やかな傾斜地を

選択し、住居を構築をしたものと考えられる。隣接する他のA地区内住居跡(SI-2・SI-3・SI-4)も

同様の選地が行われている。

確認:第Ⅱ・Ⅲ層除去後に第Ⅳ層上面において黒色または黒褐色の楕円形の落ち込みとして確認した。

重複:東南部床面が一部第2号溝状土坑と重複する可能性あるが、当住居跡の南半部消滅のため、不

明である。

平面形規模:斜面下側(南側)の壁床面が残存しない楕円形の竪穴住居跡であり、出入り口部と考え

られる施設と炉跡を結んだ線を主軸(短軸)とし、その中軸と炉跡で直角に交わる線を長軸とした。そ

の場合主軸長約6.8m、直交軸長約8mの横長の楕円形となる。直交軸長は、ほぼ実際の数値に近い

と考えられるが、主軸長は出入り口側の壁の推定位置によって異なってくる。主軸方向はN-28°-

Wとなり、第4号住居跡の主軸方向と類似する。

堆積土:黒色または暗褐色のシルト層が多く、11層に分層した。北側斜面上方からの土流入による自

然堆積と考えられる。

壁:北壁東壁のみ壁の立ち上がりを確認できた。北～北東側部分は、基本層序Ⅳ層が壁面となり、

東側では基本層序Ⅳ層(千曳浮石層)が壁面となる。壁面は、北側の最も残りの良いところで80cm程度、

東側では40cm程度残存し、ほぼ直角に立ち上がる。

床面:住居跡の南側が残存しない状態であり、床面と考えられる硬化面は、炉跡以南では確認不能で

あった。総じて平坦な床面であるが、南側ほど床面レベルが下がる傾向にある。壁面と同じく、北～

北東側は基本層序Ⅵ層が床面となり、一部しか残存していないが南側半分では、基本層序Ⅳ層(千曳

浮石層)が床面となっている。また住居内東南部に床面のように硬化した千曳浮石層が2×4m程の

範囲で凹凸状に堆積していたが、他の床面との比高差が最も高い部分で20cm程度と大きい。除去後に

出入り口施設と小ピットが検出されたため、住居廃絶後の堆積土と考えた。
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第 1章検出遺構と出土遺物

米山 (2) 遣跡は、標高20~25m の水田地幣から遺跡北側に突き出た舌状丘陵裾部までの広大な選

跡である c 今回の調査は、遣跡北側の標高35~110m の丘陵裾部の東西に離れた場所が調査対象となり、

西側をA区、東側を B区と呼称して調査した。

検出した遺構は、 A区で竪穴住居跡 4軒、上坑 9基、溝状土坑 2基、 B区で翌穴住居跡 l軒、土坑

2基である。以下、遺構ごとに記述する。

第 1節竪穴住居跡

第 1号住居跡(ST-1) (図35、::l6)

位置： A区VIIII -230-VIII J -232グリッドにおいて、第 1号士坑および第 2号溝状土坑に隣接する。

尾根状地形の南側裾部の斜面と平坦地との傾斜の変換部に位置するが、近年の耕作の為、斜面下側の

削平によって平坦面が確保されたものと者えられ、住居構築時には現状よりはやや緩やかな傾針地を

選択し、住居を構築をしたものと考えられる，ー，隣接する他のA地区内住居跡(SI-2・SI -3・SI -4)も

同様の選地が行われている J

確認・第 II・III層除去後に第W層上面において黒色または黒褐色の桁円形の落ち込みとして確認した。

重複：東南部床面が一部第 2号溝状士坑と重複する可能性あるか、当住居跡の南半部消滅のため、不

明である Q

平面形・規摸：斜面下側（南側）の壁・床面か残存しない楕日形の竪穴住居跡であり、出入り口部と苔え

られる施設と炉跡を結んだ線を主軸（短軸）とし、その中軸と炉跡で直角に交わる線を長軸どした そ

の場合主軸長約6.8m、直交軸長約 8mの横長の楕円形となる 直交軸長は、ほぽ実際の数値に近い

と苔えられるが、主軸長は出人り口側の壁の推定位置によって異な，_;;てくる，一主軸方向はN-28° — 

Wとなり、第 4号住居跡の主軸方向と類似する。

堆積土：黒色または賠褐色のシルト層が多く、 11層に分層しだ。北側斜面上力からの上流人による自

然堆積と忍えられる，9

壁：北壁•東壁のみ壁の立ち上かりを確認できた。北～北東側部分は、基本層序 VI 層が壁面となり、

束側では基本層序W層（千曳浮石層）が壁面となる。壁面は、北側の最も残りの良いところで80cm程度、

東側では40cm程度残存し、ほぽ直角に立ち上がる。

床面：住居跡の南側が残存しない状態であり、床面と考えられる硬化面は、炉跡以南では確認不能で

あった。総じて平坦な床面であるが、南側ほど床面レベルが下がる傾向にある。壁面と同じく、北～

北東側は基本層序VI層が床面となり、一部しか残存していないが南側半分では、基本層序w層（千曳

浮石層）が床面となっている。また住居内東南部に床面のように硬化した千曳浮石層が 2X4m程の

範囲で凹凸状に堆積していたが、他の床面との比高差が最も高い部分で20crn程度と大きい。除去後に

出入り口施設と小ピットが検出されたため、住居廃絶後の堆積土と考えた。
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第1章検出遺構と出土遺物

炉:住居内ほぼ中央に、90cm×60cmの規模の地床炉が確認された。楕円形を呈し、深さは10cm程度で

ある。①～③層に分層でき、③層は焼土層となる。

柱穴:主柱穴6本、壁柱穴21本を検出した。主柱穴はpit1～6と考えられ、ほぼ台形状に配され、pit3・

4は出入り口施設の住居跡中央部寄りに配置されている。pit1と2、pit5と6は近接しており、この主

柱穴の配置は、岩手県二戸郡一戸町椛の木遺跡SI04住居跡の柱穴配置に類似している。主柱穴のpit1・

2・5・6は底面径約30cm弱で一致し、出入り口施設付近のpit3・4は底面径約25cmとやや細くなっている。

なおpit3・4は出入り口施設に伴う可能性もある。壁柱穴は直径約8cm～20cm程のものが見られるが、

10～15cmのものが多く、ほぼ40～50cm間隔で壁際に並ぶ。住居の1/4にあたる床面北東部には10個ほ

どの壁柱穴が見られる。

施設:住居内南側部分に『コ』字状の出入り口施設と考えられる溝跡が検出された。溝は、住居跡中

心(炉)方向に向けて開口する形となり、幅30～40cmであり、当遺構の左右(直交軸平行)幅・前後(主軸

平行)幅共に約120cm、溝の深さは約30cmとなる。出入り口方向はS-28°-Eを向き、第4号住居跡

例と類似する。

出土遺物:遺物出土は非常に少なく、土器も時期不明の小破片が数点出土したのみで、図示できたも

ものは、土器3点、石器1点のみであった。

土器:1は十腰内Ⅰ式期の鉢または浅鉢形土器の台部破片である。幅2mm程の沈線で横位の楕円文列

が施され、台部外面と下面には丁寧なミガキがなされる。2層から出土しているが、当遺構が形態に

より縄文時代後期中葉～後葉の住居跡と考えられるため、この台部破片は住居廃絶後の埋没過程にお

いて入り込んだものと考えられる。2も1と同様で、後期前葉の破片の流れ込みと考えられる。3も

同様の胎土・焼成を示し、流れ込みと考えられる。

石器はスクレイパーが1点、石皿または台石の小破片1点が出土している。

小結:縄文時代後期中葉～後葉の住居跡の検出は、津軽地方では金木町神明町遺跡があげられるが、

青森県八戸地方、岩手県北部に検出例が多く、炉を住居跡の中心または出入口寄りに据えて、円形ま

たは楕円形となるものが多い。炉を住居跡の中心として推定した場合は、出入り口は住居跡内に入り

込む形となる。他遺跡の住居跡では、出入り口の多くは壁面に接した状態で検出されているため、当

住居跡も同様である可能性は高い。また少数ではあるが、出入り口部付近の壁が内側に彎曲する例が、

八戸市風張(1)遺跡第4号・第6号住居跡、椛の木遺跡SI01・SI04住居跡、軽米町大日向Ⅱ遺跡SA63・

64住居跡等でみられる。風張(1)遺跡第6号住居跡・椛の木遺跡SI04住居跡は、出入り口近くに小ピッ

トが位置することも類似している。

柱穴の配置・出入り口施設を有すること等の遺構形態の特徴や隣接する第3号住居跡が縄文時代後

期後葉十腰内V式期のものであることから、当住居跡も縄文時代後期後葉に属するものと考えられる。

北東に位置する第4号住居跡とは主軸・出入り口の方向が類似し、第1・3・4号住居跡は同時期と考

えられる。また平坦面西隣には第1号土坑、北側斜面には第2・3・8・9号土坑が位置するが、第

1・3号土坑は、ほぼ完形の縄文時代晩期の土器を出土しており、これらの土坑群と住居跡群は若干

時期を異にするものと考えられる。(遺構・土器は永嶋、石器は畠山)
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第 1章 検出遺構と出士遺物

炉：住居内ほぽ中央に、 90cmX60cmの規模の地床炉が確認された。楕円形を星し、深さは10cm程度で

ある。①-@層に分層でぎ③層ぱ焼土層となる c

柱穴：主柱穴6本、熙柱穴21本を検出した。主柱穴はpitl~6 と考えられ、ほぼ台形状に配され、 pit3·

4は出入り口施設の住居跡中央部寄りに配置されている。 pit}と2、pit5と6は近接しており、この主

柱穴の配置は、岩手県二戸郡一戸町椛の木遺跡s10,1住居跡の柱穴配置に類似している。主柱穴のpitl・

2・5・6は底血径約30cm弱で一致し、出入り口施設付近のpit3・4は底面径約25cmとやや細くなっている Q

なおpit3·,1は出入り口胞設に伴う可能性もある。壁杜穴は直径約8cm~20cm程のものが見られるが、

10-15cmのものが多く、ほほrn-~50cm間隔で殴際に拍ぶ。住居の1/4にあたる床面北東部には 10個は

どの壁杜穴が見られるう

槌設：住居内南側部分に『コ』字状の出入り口施設と考えられる溝跡が検出された。溝は、住居跡中

心（炉）方阿に向けて開口する形となり、 Ill晶30~40cmであり、占遺構の左右（直交軸平行）幅・前後（主軸

平行）幅共に約120cm、溝の深さは約30cm となる，う出入り口方向は S~28° ~E を向き、第 4 号住居跡

例と類似する 0

出土追物：選物出土は非常に少なく、上器も時期不明の小破片か数点出上したのみで、図示できたも

ものは、土器 3点、石器 l点のみであった（ヽ

土器：］は十腰内 I式期の鉢または浅鉢形士器の台部破片である。幅2mm程の沈線で横位の楕円文列

が施され、台部外面と下面にはT亨なミガキがなされる。 2層から出士しているか、当遺構が形態に

より縄文時代後期中葉～後葉の住居跡と考えられるため、この台部破片は住居廃絶後の埋没過程にお

いて人り込んだものと考えられる Q 2も1と同椋で、後期前葉の破片の流れ込みと考えられる。 3も

同様の胎土・焼成を示し、流れ込みとぢえられる，―’

石器はスクレイパーが1点、石皿または台石の小破片 1点が出十している。

小結：縄文時代後期中葉～後葉の住居跡の検出は、津軽地方では金木町神明町遺跡があげられるが、

青森県八戸地方、岩手県北部に検出例が多く、炉を住居跡の中心または出入口寄りに据えて、円形ま

たは栴円形となるものが多いで炉を住居跡の中心として推定した場合は、出入り口は住居跡内に入り

込む形となる）他遺跡の住店跡では、出入り口の多くは壁面に接した状態で検出されているため、当

住居跡も同様である可能性は高い。また少数ではあるが、出人り口部付近の壁が内側に彎曲する例が、

八戸市風張(1)遣跡第 4号・第 6号住居跡、椛の木遺跡Sl01・SI04住居跡、軽米町大日向 1I遣跡SA63・

64住居跡等でみられる。風張(1)遣跡第 6号住居跡・糀の木遺跡S104住居跡は、出入り口近くに小ピッ

トが位置することも類似している。

柱穴の配置・出入り口施設を有すること等の遺構形態の特徴や隣接する第 3号住居跡が縄文時代後

期後葉十腰内V式期のものであることから、当住居跡も縄文時代後期後葉に属するものと考えられる。

北東に位置する第 4号住居跡とは主軸・出入り口の方向が類似し、第 1・3・4号住居跡は同時期と考

えられる。また平坦面西隣には第 1号土坑、北側斜面には第 2・3・8・9号士坑が位置するが、第

1・3号土坑は、ほぼ完形の縄文時代晩期の土器を出土しており、これらの土坑群と住居跡群は若干

時期を異にするものと考えられる。 （遺構・土器は永嶋、石器は畠山）
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第3編米山(2)遺跡

図35第1号住居跡1
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No 深さ No 深さ No 深さ No ．深さ No 深さ I No I 深さ

pit 1 44 4cm pit 6 45 6cm pit11 25 0cm pit16 25 0cm pit21 13 5cm I p1t26 I 25 6cm 
pit 2 32,8cm pit 7 17 7cm pit12 24 5cm pit17 20 8cm pit22 19 Bern 」pit27 I 19 6cm 
pit 3 38 6cm pit 8 21 3cm pit13 26 Bern pit18 18 5cm pit23 15 8cm 

pit 4 40 3cm pit 9 17 1cm pit14 25 0cm pit19 16 5cm pit24 19 5cm 

pit 5 38,3cm pit10 20 7cm pit15 24 7cm pit20 14 1cm pit25 18 1cm 

層 色相
1 IOYRl.7/1 
2 IOYR3/1 
3 IOYR3/1 
4 IOYR2/2 
5 IOYR2/2 
6 IOYR3/3 
7 IOYR3/3 
8 IOYR4/4 
9 IOYR5/4 
10 IOYR6/6 
11 IOYR3/2 
12 7.5YR5/6 
13 IOYR6/4 
14 IOYR5/6 

土色 土性 しまり脱混入物など
黒 色 ンルト 弱弱 伶2mm以下の黄褐色粒子を多く含む
黒褐色 シルト 中 中 ゆ5mm以下の黄褐色粒子を非常に多く含む
黒褐色 シルト 弱 中 褐色 (IOYR4/6)-の土層をブロソク状に含む
黒褐色シルト 中中 6層が混入
黒褐色 シルト 中 中 6暦が4層より多く混入
暗 褐 色シルト弱弱
暗褐色 シルト 弱罪にふい黄橙色 (IOYR6/3)の土層混入
褐色シルト中中黄橙色 (IOYR5/6)の土層混入
は1噌飩シ）け賃蘭士強中
明荷褐色駐Jill卜 強 弱 北 側 壁 (14層）の崩落土
黒褐色 シルト 中 中 ¢2mm程度の黄褐色粒子を少呈含む
明褐色 シルト 中 弱住居跡の東部～南東部の壁を構成
1: ぶ靖罷 ンルト貨駐 強 弱 北側の壁面
黄褐色 シルト 中 中黒褐色 (IOYR3/2)の土層が斑に混じる。

千曳浮石層と考えられる。

暦 色相
① IOYR3/2 

② IOYR3/3 
③ 7.5YR4/6 

土色 土性 しまり脱混入物など
黒褐色シルト 中弱 伶2mm程度の炭化物含む

伶5mm以下の黄祝色粒子を多く含む
¢10mm以下の小礫も含む

暗褐色 シルト 中 中 13mm以下の焼土粒と黄褐色粒子を含む
褐色シルト弱中焼土層。 110mm程度の炭化物を含む

い10mm以下の黄褐色粒子を多く含む

図35 第 1号住居跡 1
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図36第1号住居跡2

第2号住居跡(SI-2)(図37)

位置:A区ⅧK-234～235・ⅧL-234～235グリッドに位置し、第7号土坑の西側・第6号土坑の北

側に隣接する。選地は他の第1・3・4号住居跡と共通する。

確認:第Ⅱ・Ⅲ層除去後に、第Ⅳ・Ⅵ層上面において黒色・黒褐色の楕円形の落ち込みとして確認。

重複:第7号土坑と重複するが、新旧関係は不明である。

平面形・規模:斜面下側(南側)が残存しない円形または楕円形の竪穴住居跡である。東西幅4.50mで、

南北幅は不明である。

堆積土:14層に分層された。北側斜面上方からの流れ込みによる自然堆積と考えられる。

壁:北側・東側・西側で壁の立ち上がりを確認した。最も残りの良い北側で約45cmの高さとなり、にほ

ぼ垂直に立ち上がる。東側では約20cm外側に開きながら、西側ではほとんど残っていない。基本層序

Ⅵ層で構成される。

床面:床面は北側を基本層序Ⅵ層、南側を基本層序Ⅳ層で構成する。

炉:検出されなかった

柱穴:検出されなかった

施設:検出されなかった

出土遺物:床面南側に、縄文時代後期後葉の注口形土器または壷形土器の体部破片が散在していた。

球状の体部と考えられ、上下に幅2～3mmの浅い沈線を引くことで生じる1.5mm程の細隆線(微隆起線)

を用いて文様を描いている。全体の文様モチーフの詳細は不明であるが、左上がりの入組み文が上下

2段に展開するものと考えられる。縄文は施されず、体部外面には丁寧なミガキが施され、その上に

鮮やかな赤色(10R5/8)顔料が塗布されている。体部下半内面には横方向の丁寧なナデ痕が見られる。

また5はRL縄文を上下方向に施す深鉢形土器の口縁部破片である。同一個体の体部破片も覆土1層

から出土しているが、流れ込みによるものと考えられる。

石器は石匙1点、スクレイパー(石鏃?)1点、Uフレイク2点、大型の台石1点が出土した。

時期:床面出土の細隆線で入組み文を施す注口(壷)形土器は、縄文時代後期後葉十腰内V式期土器と

考える。(遺構・土器は永嶋、石器は畠山)
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図36 第 1号住居跡 2

第 2号住居跡 (SI-2) (図37)

位置： A区VlllK-234~235・VlllL-234~235グリッドに位置し、第 7号士坑の西側・第 6号土坑の北

側に隣接する。選地は他の第 1・3・4号住居跡と共通する。

確認：第II・m層除去後に、第IV・VI層上面において黒色・黒褐色の楕円形の落ち込みとして確認。

重複：第7号上坑と重複するが、新旧関係は不明である。

平面形・規模：斜面下側（南側）が残存しない円形または楕円形の竪穴住居跡である。東西幅4.50mで、

南北幅は不明である。

堆積上： 14層に分層された。北側斜面上方からの流れ込みによる自然堆積と考えられる。

壁：北側・東側•西側で壁の立ち上がりを確認した。最も残りの良い北側で約45cmの高さとなり、にほ

ぱ垂直に立ち上がる。東側では約20cm外側に開きながら、西側ではほとんど残っていない。基本層序

VI層で構成される。

床面：床面は北側を基本層序VI層、南側を基本層序IV層で構成する。

炉：検出されなかった

柱穴：検出されなかった

施設：検出されなかった

出土遣物：床而南側に、縄文時代後期後葉の注口形土器または壷形土器の体部破片が散在していた。

球状の体部と考えられ、上下に幅2~3mmの浅い沈線を引くことで生じる1.5mm程の細隆線（微隆起線）

を用いて文様を描いている。全体の文様モチーフの詳細は不明であるが、左上がりの入組み文が上下

2段に展開するものと考えられる。縄文は施されず、体部外面には丁寧なミガキが施され、その上に

鮮やかな赤色(10R5/8)顔料が塗布されている。体部下半内面には横方向の丁寧なナデ痕が見られる。

また 5はRL縄文を上下方向に施す深鉢形士器の口縁部破片である。同一個体の体部破片も覆土 1層

から出土しているが、流れ込みによるものと考えられる。

石器は石匙 1点、スクレイパー（石鏃?) 1点、 Uフレイク 2点、大型の台石 1点が出土した。

時期：床面出士の細隆線で入組み文を施す注口（壺）形士器は、縄文時代後期後葉十腰内V式期上器と

考える。 （遺構•土器は永嶋、石器は畠山）
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図37第2号住居跡
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土色 しまり慈仕混入物など
黒色中弱炭化物微量含む
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黄褐色 弱弱 10YR6/6(明黄褐色）の粒子を多鼠に含む
黒褐色や喧中 赤色顔料残存土器出土
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黒褐色弱弱根多し
里褐色弱 弱抱色土・にふい黄褐色土をプロノク状に含む
1: ぶ靖競やや吾弱 壁面の崩落土
黒 褐 色中中
黒 色弱中 ¢2mm程度の炭化物微量に含む
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第3号住居跡(SI-3)(図38～41)

位置:A区ⅧG-226～227・ⅧH-226～227グリッドに位置する。

確認:第Ⅱ・Ⅲ層除去後、第Ⅳ・Ⅵ層上面において黒色・黒褐色の楕円形の落ち込みとして確認した。

重複:なし。床面南東部において一部風倒木による撹乱がみられる。

平面形・規模:斜面下側(南側)の壁・床面が残存していない竪穴住居跡であり、南北幅は不明、東西幅

は5.9mの円形の竪穴住居跡と考えられる。床の硬化面は北壁から南へ3.8m付近までである。

堆積土:覆土は11層に分層した。炭化物や焼土粒を含む層が多いことが特徴である。北壁近くの床面

に深鉢鉢形土器が2点倒立状態で設置されており、またもう1点完形に復元できる鉢形土器も近くに

みられ、床面に設置後に人為的に住居跡が埋め戻された可能性が非常に高い。

壁:北側で45cm、西側と東側で30cmやや外側に傾斜しながら立ち上がる。

床面:南側を風倒木や後世の削平で失い、北半に硬化面が良好に残存する。東西方向はほぼ平坦であ

るが、南北方向では南側ほど床面レベルが下がる傾向にある。北側の一部は基本層Ⅵ層であるが、

大部分が基本層序Ⅳ層である。

炉:住居跡中央付近で20×30cmの楕円形の赤褐色(7.5YR4/6)焼土ブロックを検出した。付近にも小

さな焼土ブロックがみられ、明確な地床炉は検出されなかったが、焼土から北西約80cmに位置するpit

3としたものは、深さ5cm程と柱穴にしては浅く地床炉であった可能性も考えられる。

柱穴:主柱穴と考えられるものは2個検出した。pit1は深さ40cm、pit2は深さ20cmとなる。壁柱穴は

第1・4号住居跡のように縄文時代後期中葉～後葉の住居跡に多く見られるが、検出した3個の小pitは、

木の根の穴等の誤認の可能性もある。また図示していないが9の土器の下には直径30cmの円形で深さ

10cm程の落込みが確認された。住居内南側には主柱穴、壁柱穴ともに検出されなかった。

施設:確認できなかった。またpit1とpit3の間を通る浅い溝状の窪みが見られたが性格不明である。

また住居内東側に東西幅約2.5mの広く浅い窪みを検出したが性格不明である。

出土遺物:床面に倒立状態で1点の鉢・1点の有文の深鉢形土器が設置されていた。またその近くに

もう1点設置後に土圧で潰れたと考えられる復元可能な鉢形土器が1点見られた。北～北西側の壁面か

ら15～30cm程離れたところに、100cm弱の間隔で西から無文の鉢(8)、縄文のみ施された鉢(9)、羽

状の縄文帯で入組み文が構成される有文の深鉢形土器(10)と並ぶ。8は口径20cm・底径6.7cm・高さ

16.7cmの上げ底となる無文の鉢形土器である。口縁部は僅かに内側に肥厚する部分も見られるが顕著

ではない。外面全面には幅4mmの工具痕を残す雑な箆ミガキが施され、器表面には凹凸が多く見られ

る。外面のミガキは、口縁部付近では横方向、体部上半では左上⇔右下方向、体部下半では上⇔下方

向に施される。口唇部は雑なミガキによって波状気味になる部分もある。内面にも4mm幅の工具痕を

残す箆ミガキが口縁部～体部上半までは横方向、体部下半では左下⇔右上方向に施される。内外面に

炭化物の付着が著しく、外面は体部下半に光沢を有するタール状の炭化物、内面は体部上半に焦げ付

きが明瞭に残る。体部下半は炭化物が全く付着せず、それより上位と明瞭に区別できる。炭化物の付

着パターンは9の土器も同様であり、この法量をほぼ同じくする2点の鉢形土器は煮沸においても同

様の使用であったと思われる。9は口径22cm・底径7.2mm・高さ16.5cmの0段多条の単節羽状縄文が横

回転で施される鉢形土器である。縄文原体の長さは約1.3cm程で、口縁部～底部直上まで14～15段の

横方向の施文がなされている。外面底部付近のみ無文となり、8と同様のミガキが施され、口唇部の
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第 3号住居跡(SI-3)(図38-41)

位置： A区VIIIG -226~-227・＼冊H-226~227グリッドに位罹する。

確認：第II・III層除去後、第N・VI層ヒ面において黒色・黒褐色の楕円形の落ち込みとして確認した。

重複：なし床面南束部において一部風倒木による撹乱がみられる。

平面形・規模：斜面下側（南側）の壁・床面か残存していない緊穴住居跡であり、南北幅は不明、東酉幅

は5.9mの円形の竪穴住居跡と考えられるこ，床の硬化面は北壁から南へ3.8m付近までである 0

堆積土：爵上は11層に分層した，二，炭化物や焼土粒を含む層か多いことか特徴である（）北壁近くの床血

に深鉢・鉢形士怜記が 2点倒立状態で設置されており、またもう 1点完形に復元できる鉢形土器も近くに

みられ、床面に設置後に人為的に住屈跡が迎め戻された可能性が非常に高い＿）

壁：北側で45cm、西側と東側で30cmやや外側に傾斜しながら立ち上がる。

床面：南側を風倒木や後槻の削平で失い、北半に硬化面が良好に残存する。東西方向ははほ平坦であ

るが、南北方向では南側ほど床面レベルが下がる傾向にある勺北側の一部は基本層序VI層であるが、

大部分が基本層序w層である。

炉：住居跡中央付近で20X30cmの楕円形の赤褐色(7.5YR4/6)焼土フロックを検出しtこ付近にも小

さな焼土ブロックかみられ、明確な地床炉は検出各れなかったが、焼土から北西約80cmに位置するpit

3としたものは、深さ5cm杵と柱穴にしては浅く地床炉であった可能性も考えられる Q

柱穴．主柱穴と者えられるものは 2個検出したu pitlは深さ40cm、pit2は深さ20cmとなる。壁柱穴は

第1・4号住居跡のように縄文時代後期中葉～後葉の住居跡に多く見られるが、検出した3個の小pitは、

木の根の穴等の誤認の可能性もある。また図示していないが9の土器の下には直径30cmの円形で深さ

10cm程の落込みが確認された。住屈内南側には主柱穴、壁柱穴ともに検出されなかった。

施設：確認できなかった 0 またpillとpit:-)の間を通る浅い溝状の窪みが見られたが性格不明である。

また住居[)、J東側に東西幅約2.5mの広く浅い窪みを検出したが性格不明である）

出上遣物：床面に倒立状態で 1点の鉢・ 1点の有文の深鉢形土器が設置されていた。またその近くに

もう］点設桝後に土圧で潰れたと若えられる復元可能な鉢形上器が1点見られた。北～北西側の壁面か

ら15-30cm程離れたところに、 100c叩m弱の間隔で西から無文の鉢 (8)、縄文のみ施された鉢(9)、羽

状の縄文幣で入組み文が構成される有文の深鉢形土器(10)と陀ぶ。 8は口径20cm・底径6.7cm・高さ

16.7 cmの上げ底となる無文の鉢形上器であるし，口縁部は僅かに内側に肥厚する部分も見られるか顕著

ではない、外面全面には幅 4mmのエ具痕を残す雑な箆ミガキが施され、器表面には凹凸が多く見られ

る。外面のミガキは、口縁部付近では横方向、体部上半では左上⇔右下方向、体部下半では上⇔下方

向に施される。口唇部は雑なミガキによって波状気味になる部分もある。内面にも 4mm幅のエ具痕を

残す箆ミガキが口縁部～体部上半までは横方向、体部下半では左下⇔右上方向に施される。内外面に

炭化物の付着が著しく、外面は体部下半に光沢を有するタール状の炭化物、内面は体部上半に焦げ付

きが明瞭に残る。体部下半は炭化物が全く付着せず、それより上位と明瞭に区別できる。炭化物の付

着パターンは 9の土器も同様であり、この法量をほぽ同じくする 2点の鉢形土器は煮沸においても同

様の使用であったと思われる。 9は口径22cm・ 底径7.2mm・高さ16.5cmの0段多条の単節羽状縄文が横

回転で施される鉢形土器である。縄文原体の長さは約1.3cm程で、口縁部～底部直上まで14~15段の

横方向の施文がなされている。外面底部付近のみ無文となり、 8と同様のミガキが施され、口唇部の
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ミガキ調整も同様であり、製作技法において強い共通性を有する。口唇部内面側はやや肥厚する所も

見られるが顕著ではない。

10の土器は口径29.5cm・胴部最大径25.5cm、底径7.5cm・器高約26cm。口縁部から頸部にかけて平行沈

線によって上下を区画された縄文帯が3段施される。上位より、1・2段目までは0段多条のLR・R

Lの羽状縄文であるが、3段目は両原体を用いて、狭い文様帯を斜行縄文で充填する。底部から3～

4cm上までは主に0段多条RL縄文が施される。頸部と底部付近の縄文帯の間には、羽状縄文が充填さ

れるやや複雑化した入組み文が5単位施される。すべて沈線区画の縄文帯で文様が描かれるが、施文

順位は①口縁～頸部・底部付近の縄文帯施文、②割付に応じて基本となる入組み文の左側部分を体部

中位～底部付近縄文帯まで施文、③②と対応する入組み文右側部分を頸部縄文帯～体部中位まで施文、

④②の入組み文左側部分から底部付近縄文帯に垂下する縦位の弧状縄文帯を施文、⑤④の弧状縄文帯

から横位に伸びる弧状縄文帯で右隣の入組み文と接続する。しかし5単位中2単位においてこの横位

の弧状縄文帯は見られない。縄文帯間の無文部には工具痕を明瞭に残すミガキを施す。口唇部には内

面側に肥厚する8単位の山形突起が施される。内面は体部下半と口縁部付近に、外面は口縁部から体

部上半にかけて炭化物が明瞭に付着する。8・9・10のいずれも明瞭に炭化物が内外面の一定の部位

に明瞭に付着しており、被熱によって器面の赤化・焼けはじけが見られ、繰り返しの煮沸目的の使用

が考えられる。生活用具として使用されていた土器が、住居を廃絶するときに意図的に北側壁付近に

逆さに設置したものと考えるのが自然であろう。6は床面出土の大きな波状口縁を有する鉢形土器の

口縁部破片である。口縁部には波頂部両端に向かい合う山形突起、谷部には内面側が肥厚する山形突

起が付され、おそらく4単位の波状口縁となり、波状文となる沿口沈線2条間にキザミを充填する。

波頂部直下には縄文帯が垂下し、その間の谷部を中心とした部分に木葉状の羽状縄文帯が配置される。

内面は調整痕が明瞭なミガキが施される。10の土器よりやや古手の要素を有している。

石器はスクレイパー4点、Rフレイク3点、Uフレイク1点、磨石3点、凹石2点が出土している。

時期:床面設置の有文深鉢形土器のやや複雑化した入組み文から縄文時代後期後葉の竪穴住居跡であ

る。(遺構・土器は永嶋、石器は畠山)
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ミガキ調整も同様であり、製作技法において強い共通性を有する。口唇部内面側はやや肥厚する所も

見られるが顕著ではない。

10の土謡は口径29.5cm・ 胴部最大径25.5cm、底径7.5cm・ 器高約26c皿口縁部から頚部にかけて平行沈

線によって上下を区画された縄文管が 3段施される，上位より、 1・2段日までは0段多条のLR・R

Lの羽状縄文であるか、 3 段目は両原体を用いて、狭い文様帯を拿斗行縄文で充填する！こ］底部から 3~

4 cm上までは主に0段多条RL縄文が施される 0 頸部と底部付近の縄文帯の間には、羽状縄文が充填さ

れるやや複雑化した人組み文が 5単位施される 3 すべて沈線区画の縄文幣で文様が描かれるか、施文

順位は①口縁～頸部・底部付近の縄文帯施文、②割付に応じて基本となる入組み文の左側部分を体部

中位～底部付近縄文幣まで施文、（③)＜望）と対応する入組み文凸1則部分を頸部縄文管～体部中位まで施文、

④②の人組み文左側部分から底部付近縄文帯に亜下する紺位の弧状縄文花を施文、⑤④の弧状縄文帯

から横位に伸ひる弧状縄文帯で右隣の入組み文ど接読する。しかし 5単位中 2市位においてこの横位

の弧状縄文帯は見られない。縄文瞥間の無文部にはエ貝痕を明瞭に残すミガキを施す。 D唇部には内

面側に肥厚する 8単位の山形突起が施される。内面は（本部下半と l」縁部付近に、外面は口縁部から体

部上半にかけて炭化物が明瞭に付肴する。 8・9・10のいずれも明瞭に炭化物が内外面の一定の部位

に明瞭に付着しており、被熱によって器面の赤化・焼けはじけが見られ、繰り返しの煮沸 H的の使用

が考えられる。生活用具として使用されていた土器が、住居を廃絶するときに意図的に北側壁付近に

逆さに設置したものと考えるのが自然であろう。 6は床面出土の大きな波状口縁を有する鉢形土器の

口縁部破片であるで， U縁部には波頂部両端に向かい合う山形突起、谷音心には内面側か肥厚する山形突

起が付され、おそらく 4単位の波状口縁となり、波状文となる沿口沈線 2条間にキザミを充坦する。

波頂部直下には縄文幣が畢下し、その間の谷部を中心とした部分に木葉状の羽状縄文帯が配置される。

内面は調整痕が明瞭なミガキか施各れるぐ JOの土器よりやや占手の要素を有している。

石器はスクレイパー 4点、 Rフレイク 3点、 Uフレイク 1点、磨仁 3点、凹石 2点が出土している，ヘ

時期：床面設置の有文深鉢形土器のやや複雑化した人組み文から縄文時代後期後葉の竪穴住居跡であ

る。 （追構・土器は永朗、石器は閑山：）
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第1章検出遺構と出土遺物

図38第3号住居跡1遺物の出土状況
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第 1章検出遺構と出士遺物
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図38 第 3号住居跡 1 遺物の出土状況
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第3編米山(2)遺跡

図39第3号住居跡2
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図39 第 3号住居跡 2
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第1章検出遺構と出土遺物

図40第3号住居跡3
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第3編米山(2)遺跡

図41第3号住居跡4

第4号住居跡(SI-4)(図42・43)

位置:A区ⅧK-232～233、ⅧL-232～233グリッドに位置する。

確認:第Ⅱ層除去後、第Ⅳ・Ⅵ層上面において黒色黒褐色の楕円形の落ち込みとして確認。

重複:住居内西壁寄りで第5号土坑と重複し、本住居跡の方が古い。

平面形規模:斜面下側(南側)の壁・床面が残存しない竪穴住居跡である。平行する短溝として検出

した出入り口跡中間を通る線を主軸と考えた。出入り口施設の外側を壁が周ると考えられる。主軸長

4.2cm、直交長4.7cmの楕円形を呈すると推定される。主軸方向はN-28°-Wを向き、西南に位置す

る第1号住居跡例と類似する。

堆積土:第5号土坑の覆土をあわせて12層に分層された。黒色・黒褐色の土が多く見られ、斜面上側

からの土砂流入による自然堆積と考えられる。

壁:北側斜面で60～80cm残り、やや外側に傾斜して立ち上がる。北側壁はすべて基本層序Ⅵ層で構成

され、低い東西壁は基本層序Ⅳ層で構成される。

床面:東西方向では平坦であるが、南北方向にやや傾斜し南側に下がる。

炉:検出されなかった。

柱穴:壁柱穴のみ15個確認された。深さはpit1(5.4cm)・pit2(5.6cm)・pit3(4.9cm)・pit4(8.0cm)・pit

5(5.0cm)・pit6(4.5cm)・pit7(7.0cm)・pit8(7.7cm)・pit9(10.5cm)・pit10(17.7cm)・pit11(6.7cm)・pit

12(9.5cm)・pit13(9.4cm)・pit14(7.7cm)・pit15(9.6cm)であり、平均約8cmである。

施設:出入り口施設とされる長さ約45cm・底面幅約8cmの溝を2条平行する状態で検出した。深さは西

側の溝が40cm・東側の溝が30cmとなる。出入り口方向はS-28°-Eを向き、第1号住居跡例と類似

する。

出土遺物:11は縄文時代後期初頭の深鉢形土器の破片と考えられ、5mm前後の隆帯に縄文が施される。

12は無文のミニチュア土器の口縁部と考えられる。13は床面から出土した羽状縄文が施される鉢また

は深鉢形土器の体部下半であり、底径8cmの丸底気味となる。底部の端部は調整によって丸みを帯び、

工具痕を明瞭に残すミガキなど、第3号住居跡出土の3点の完形土器の底部端部のつくりと共通する。

縄文原体の幅は1.3cm程度と9と共通する。接合面で割れ、上位の部位を欠する。
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図41 第 3号住居跡 4

第 4号住居跡(SI-4) (図42・43)

位置： A区VIIIK -232 ~ 233、VIIIL -232~233グリッドに位置する。

確認：第 II層除去後、第N・VI層上面において黒色・黒褐色の楕円形の落ち込みとして確認。

重複：住居内西壁寄りで第 5号士坑と重複し、本住居跡の方が古い。

平面形・規模：斜面下側（南側）の壁・床面が残存しない竪穴住居跡である。平行する短溝として検出

した出入り口跡中間を通る線を主軸と考えた。出入り口施設の外側を壁が周ると考えられる。主軸長

4.2cm、直交長4.7 cmの楕円形を呈すると推定される。主軸方向はN-28°-Wを向ぎ、西南に位置す

る第 1号住居跡例と類似する。

堆積土：第5号土坑の覆土をあわせて12層に分層された。黒色・黒褐色の上が多く見られ、斜面上側

からの土砂流入による自然堆積と考えられる。

壁：北側斜面で60~80crn残り、やや外側に傾斜して立ち上がる。北側壁はすべて基本層序VI層で構成

され、低い東西壁は基本層序w層で構成される。

床面：東西方向では平坦であるが、南北方向にやや傾斜し南側に下がる。

炉：検出されなかった。

柱穴：壁柱穴のみ15個確認された。深さはpit1(5.4crn)・pit2(5.6crn)・pit3(4.9crn)・pit4(8.0crn)・pit

5(5.0crn)・pit6(4.5crn)・pit7(7.0crn)・pit8(7.7crn)・pit9(10.5crn)・pit10(17.7crn)・pit11(6.7crn)・pit 

12(9.5crn)・pit13(9.4crn)・pit14(7.7crn)・pit15(9.6crn)であり、平均約8cmである。

施設：出入り口施設とされる長さ約45cm・ 底而幅約8cmの溝を2条平行する状態で検出した。深さは西

側の溝が40cm・東側の溝が30cmとなる。出人り口方向は S-28°-Eを向き、第 1号住居跡例と類似

する。

出土遣物： 11は縄文時代後期初頭の深鉢形土器の破片と考えられ、 5mm前後の隆帯に縄文が施される。

12は無文のミニチュア土器の口縁部と考えられる。 13は床面から出士した羽状縄文が施される鉢また

は深鉢形上器の体部下半であり、底径8cmの丸底気味となる。底部の端部は調整によって丸みを帯び、

工具痕を明瞭に残すミガキなど、第 3号住居跡出士の 3点の完形士器の底部端部のつくりと共通する。

縄文原体の輻は1.3cm程度と9と共通する。接合面で割れ、上位の部位を欠する。
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第1章検出遺構と出土遺物

石器はスクレイパー2点、Rフレイク1点、Uフレイク1点、凹石3点、台石1点が出土した。

時期:13の土器は第3号住居跡出土の3点の完形土器とその製作技法において共通し、ほぼ同時期の

縄文時代後期後葉の住居跡と考えられる。また第1号住居跡と主軸出入り口施設の方向が一致して

いることから、第1・3・4号住居跡はほぼ同時期と考えられる。(遺構・土器は永嶋、石器は畠山)

図42第4号住居跡1
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第 1章検出造構と出土遺物

石器はスクレイパー 2点、 Rフレイク 1点、 Uフレイク 1点、凹石 3点、台石 1点が出土した。

時期： 13の士器は第 3号住居跡出土の 3点の完形上器とその製作技法において共通し、ほほ同時期の

縄文時代後期後葉の住居跡と考えられる。また第 1号住居跡と主軸・出人り口施設の方向が一致して

いることから、第 1・3・4号住居跡はほぼ同時期と考えられる。 （遺構・土器は永嶋、石器は畠山）
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層 色相
1 10YR2/1 
2 10YR3/1 
3 10YR2/2 
4 10YR2/2 
5 10YR3/4 
6 lOYRl.7/1 
7 10YR2/2 
8 10YR2/2 
9 10YR4/6 
10 10YR5/4 
11 10YR3/3 
12 10YR3/3 

土色 しまり呪混入物など
黒色中 中
黒褐色 中 中褐色(IOYR4/4)土プロ J ク4大・径3~5mmの褐色粒子微量含む
黒褐色弱中根多く、撹乱
黒褐色 やや告中 暗褐色(JOYR3/4)・ 黒褐色(IOYR2/3)士が斑に混入
暗褐色 中 や憶 4層の土・黄褐色(IOYR5/6)土が斑に混入
黒色砂 酋砂梢 SK5覆土である。黄褐色(IOYR5/6)粒子少羅含む
黒褐色 中 中 2屠土・ 径3mm小礫微菫・炭化物微量含む
黒褐色や喉中 径3~5mmの黄褐色(IOYR5/6)粒子微星混入
褐色中 中 4層の土を含む
1: ふ清舵 秤菌中 8層の土と混ざり合っている
暗褐色 中 中径3mmの黄褐色(IOYR5/6)粒子微量含む
暗褐色 中 や憶黄褐色(IOYR5/6)土が混じる

I ， 

しこ ① □ 。 S=I/ 2 5cm 

図42 第 4号住居跡 1
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第3編米山(2)遺跡

図43第4号住居跡2

第5号住居跡(SI-5)(図44・45)

位置と確認:B区ⅣI・ⅣJ-271グリッドに位置している。削平が激しく、床面の一部分と石囲炉

を確認しただけで、全容は不明である。なお、床面は石囲炉周辺まで連続していないため、これらが

同時存在を示すものか時間差を示すものか断定できない。

平面形・規模:不明である。

壁・床面:壁は確認できなかった。床面は一部分を検出しただけである。

炉:南東部で石囲炉を検出した。かなり壊されているため全体の形状は不明であるが、原位置を保っ

ている炉石から方形ないしは「コ」の字状を呈するものと思われる。なお、炉石が出土した辺りには、

2個の浅い楕円形のpit(pit6、7)を検出したが、これと炉の完形は不明である。なお、pit6は55

×70cm・深さ11cm、pit7は75×90cm・深さ16cmの規模である。

周溝:検出できなかった。

柱穴:本住居跡に伴うと思われる柱穴を5個検出した。

堆積土:ほとんどが削平され、確認できなかった。

出土遺物:14～16は床面出土の土器である。14は4単位の波状口縁となる縄文時代中期末の有文深鉢

である。全体をRLR複節縄文が縦走し、幅3cm程の無文帯で文様が構成される。無文帯部が文様を表
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図43 第 4号住居跡 2

第 5号住居跡 (SI-5)(図44・45)

位置と確認： B区NI・NJ-271グリッドに位置している。削平が激しく、床面の一部分と石囲炉

を確認しただけで、全容は不明である。なお、床面は石囲炉周辺まで連続していないため、これらが

同時存在を示すものか時間差を示すものか断定できない。

平面形・規模：不明である。

壁・床而：壁は確認できなかった。床面は一部分を検出しただけである。

炉：南東部で石囲炉を検出した。かなり壊されているため全体の形状は不明であるが、原位置を保っ

ている炉石から方形ないしは「コ」の字状を呈するものと思われる。なお、炉石が出土した辺りには、

2個の浅い楕円形のpit(pit 6、7)を検出したが、これと炉の完形は不明である。なお、 pit6は55

X70cm・ 深さ11cm、pit7は75X90cm・ 深さ16cmの規模である。

周溝：検出できなかった。

柱穴：本住居跡に伴うと思われる柱穴を 5個検出した。

堆積土：ほとんどが削平され、確認できなかった。

出土遺物： 14~16は床面出土の士器である。 14は4単位の波状口縁となる縄文時代中期末の有文深鉢

である。全体をRLR複節縄文が縦走し、幅3cm程の無文帯で文様が構成される。無文帯部が文様を表

-78-



第1章検出遺構と出土遺物

現しており、縄文部が文様を表現する段階よりは新しい大木10式期と考えられよう。土器のプロポー

ションも中期的器形を脱し、後期的器形を呈する。波頂部下に楕円形の文様が配され、それが無文帯

で隣の楕円形文と連結し、無文帯で全ての波頂部下の楕円形文が横に繋がる。楕円形文頂部に1点、

下部の無文帯との交差部に2点のヒレ状突起が付される。また波頂部内面には5mmほどの隆帯が垂下

し、二又に分かれて隣の波頂部の垂下隆帯と繋がる。15は厚手の深鉢形土器であり、体部下半に焦げ

付きと考えられる炭化物が付着する。16は1mm幅の細沈線間に凹部を有するボタン状貼瘤が付される。

17～21は炉覆土内から出土した。17は垂下した沈線が渦巻状を呈する。18は網代痕を有し、LR縄

文が施される底部である。19～21は同一個体の大木10式期の平坦口縁の深鉢形土器である。

22～24はpit7内出土である。22・23は口縁部が無文となり、単節LR縦回転の深鉢形土器である。

25～34は覆土内出土である。25は文様となる縄文帯中に刺突が施される深鉢であるが、内面に炭化物

付着が著しい。26・28は後期初頭の深鉢形土器。29～31は縄文の単節RL左上⇔右下回転の深鉢形土器

の口縁部同一個体である。32は網代痕とLR縄文が施される。33は単節LR縄文と結節文が縦方向に施

される。34は無文の底部である。

石器は、床面から石皿、砥石、床面直上から磨製石斧、炉からスクレイパー、覆土からRフレイク

が出土している。

時期:出土土器から、大木10式併行と考えられる。(土器は永嶋、遺構・石器は畠山)

図44第5号住居跡1
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第 1章検出遺構と出土遺物

現しており、縄文部が文様を表現する段階よりは新しい大木10式期と考えられよう。上器のプロポー

ションも中期的器形を脱し、後期的器形を呈する。波頂部下に楕円形の文様が配され、それが無文帯

で隣の楕円形文と連結し、無文帯で全ての波頂部下の楕円形文が横に繋がる。楕円形文頂部に1点、

下部の無文帯との交差部に 2点のヒレ状突起が付される。また波頂部内面には5mmほどの隆帯が垂下

し、二又に分かれて隣の波頂部の垂下隆帯と繋がる。 15は厚手の深鉢形土器であり、体部下半に焦げ

付きと考えられる炭化物が付着する。 16は1mm幅の細沈線間に凹部を有するボタン状貼瘤が付される。

17~21ば炉覆士内から出土した。 17は垂下した沈線が渦巻状を呈する。 18は網代痕を有し、 LR縄

文が施される底部である。 19~21は同一個体の大木10式期の平坦口縁の深鉢形上器である。

22~24はpit7内出土である。 22・23は口縁部が無文となり、単節LR縦回転の深鉢形土器である。

25~34は覆士内出士である。 25は文様となる縄文帯中に刺突が施される深鉢であるが、内面に炭化物

付着が著しい。 26・28は後期初頭の深鉢形上器。 29~31は縄文の単節RL左上⇔右下回転の深鉢形土器

のD縁部同一個体である。 32は網代痕とLR縄文が施される。 33は単節LR縄文と結節文が縦方向に施

される。 34は無文の底部である。

石器は、床面から石皿、砥石、床面直上から磨製石斧、炉からスクレイパー、覆土から Rフレイク

が出土している。

時期：出上上器から、大木10式併行と考えられる。 （土器は永嶋、遺構・石器は畠山）
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第3編米山(2)遺跡

図45第5号住居跡2

－80－

第 3編米山(2)遺跡
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図45 第 5号住居跡 2
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第1章検出遺構と出土遺物

第2節土坑

第1号土坑(SK-1)(図46)

位置:A区ⅧI-229・230グリッドの平坦地に位置する。

重複:なし。

平面形・規模:平面形は確認面、底面とも円形を呈している。確認面での規模は、直径1m80cm、深

さ17cmの浅い土坑である。

壁・底面:壁は垂直に近く立ち上がり、底面はほぼ平坦である。

堆積土:締まりのある黒褐色土のみが見られ、人為堆積と思われる。

出土遺物:北西壁の付近の底面から10cmほどの高さのところで、深鉢形土器と台付鉢形土器が出土し

 た。

第2号土坑(SK-2)(図46)

位置:A区ⅧJ・K-230グリッドの斜面上に位置し、第1号住居跡の北側に隣接している。

重複:なし。

平面形・規模:平面形は確認面、底面とも円形を呈している。規模は確認面で直径1m37cm、底面で

は直径1m47cmである。深さは、北壁で最大46cmである。

壁・底面:南壁は検出できなかったが、断面はフラスコ状である。底面は、ほぼ平坦である。

堆積土:3層に分けられ、黒褐色土と黄褐色土とに大別できるが、大半は黄褐色土である。

出土遺物:覆土から、縄文時代後期の土器片が1点出土した。

第3号土坑(SK-3)(図46)

位置:A区ⅧK-229グリッドの斜面上に位置している。

重複:なし。

平面形・規模:平面形は確認面、底部とも直径92～97cm前後のほぼ円形を呈している。深さは、北壁

で最大66cmである。

壁・底面:壁の上部は崩落しているものと思われるが、断面はフラスコ状である。また、土器が出土

した部分の壁は、さらに外側へ掘り込まれ、オーバーハングの度合いが強い。底面には若干の凹凸が

見られるものの、ほぼ平坦である。

堆積土:5層に分けられた。壁際に褐色土が見られるものの、大半は黒色土で占められている。

出土遺物:底面から、粗製の深鉢形土器と台石と思われる石器が出土した。深鉢形土器は、底面に密

着して、倒立した状態で出土した。

第4号土坑(SK-4)(図47)

位置:A区ⅧH-230グリッドの平坦地に位置している。

重複:なし。

平面形・規模:平面形は、確認面・底面ともに楕円形を呈している。確認面における規模は短軸1m
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第 2節土坑

第 1号土坑 (SK-1)(図46)

位置： A区珊 I-229・230グリッドの平坦地に位置する。

重複：なし。

第 1章 検出遣構と出士遺物

平面形・規模：平面形は確認面、底面とも円形を呈している U 確認面での規模は、直径1rn 80cm、深

さl7cm0)浅い土坑である，：＇

壁・底面：壁は匪直に近く立ち上がり、底面はほぼ平坦てある。

堆積上．締まりのある黒褐色土のみが見られ、人為堆積と思われる。

出七遣物・北西壁の付近の底面から10cmはとの高さのところで、深鉢形土辟と台付鉢形土器が出土し

た。

第 2号土坑 (SK-2)(図46)

位置 :A区11IIJ・K -230グリッドの斜阻i上に位置し、第 1号仕居跡の北側に隣接している 0

重複：なし，

平面形・規模：平面形は確詑面、底面とも円形を呈している。規枕は確認面で盾径lm37cm、底旧で

は直径lm47cmてある。深きは、北壁で最大46cmであるい

壁・底面：南壁は検出でぎなかったか、研面はフラスコ状である。底面は、ほば平坦である，=・

堆積土： 3層に分けられ、黒褐色土と黄褐色土とに大別できるが、大半は黄褐色土である・'

出上造物：覆土から、縄文時代後期の土器片が 1点出上した。

第 3号土坑 (SK-3)(図46)

位罹： Aに¥'IIIK -229グリソドの斜面上に位置している。

重複：なしい

平面形・規模：平面形は確認面、底部とも桐径92~97cm前後のほほ円形を呈している C 深さは、北壁

で最大66cmである"

壁・底面：差の上部は崩落しているものと思われるが、断面はフラスコ状である 0 また、土闘が出土

した部分の壁は、さらに外側へ掘り込まれ、オーバーハングの度合いか強いこ、底面には若干の凹凸が

見られるものの、ほぽ平坦である。

堆積土： 5層に分けられた。壁際に褐色土が見られるものの、大半は黒色土で占められている。

出土遺物：底面から、粗製の深鉢形土器と台石と思われる石器が出土した。深鉢形土器は、底面に密

着して、倒立した状態で出土した。

第 4号土坑 (SK-4)(図47)

位置： A区VlllH -230グリッドの平坦地に位置している。

重複：なし。

平面形・規模：平面形は、確認面・底面ともに楕円形を呈している。確認面における規模は短軸 lm
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第3編米山(2)遺跡

11cm、長軸1m53cmで、深さ20cmである。

壁・底面:断面がすり鉢状で、底面から壁にかけて緩く立ち上がっている。そのため、壁と底面との

境界がはっきりしない。底面には、やや凹凸が見られる。

堆積土:暗褐色土と黒褐色土の2層に分けられた。自然堆積と思われる。

出土遺物:なし。

第5号土坑(SK-5)(図47)

位置:A区ⅧK-230グリッドの緩傾斜地にあり、第4号住居跡内の西壁寄りに位置している。

重複:第4号住居跡と重複し、本土坑の方が新しい。

平面形・規模:南側が不明であるが、確認面、底部ともに楕円形を呈している。規模は、確認面では

短軸90cm、長軸1m、底部では短軸1m、長軸1m17cmである。深さは、北壁で最大30cmである。

壁・底面:底面は平坦である。

堆積土:締まりのある黒色土のみの堆積が見られた。

出土遺物:覆土から、フレイク1点が出土した。

第6号土坑(SK-6)(図47)

位置:A区ⅧK-235グリッドの平坦地にあり、第2号住居跡の南側に隣接した場所に位置している。

重複:北側を柱穴状の小ピット(時期不明)に切られている。

平面形・規模:確認面、底部ともに楕円形を呈している。規模は、確認面で短軸73cm、長軸82cm、底

部では短軸90cm、長軸110cmである。深さ45cmである。

壁・底面:底面は平坦である。

堆積土:締まりのある黒色土のみが見られた。人為堆積と考えられる。

出土遺物:なし。

第7号土坑(SK-7)(図47)

位置:A区ⅧK・L-235・236グリッドの平坦地にあり、第2号住居跡東壁と重複した場所に位置し

ている。

重複:第2号住居跡と重複している。新旧関係を把握できなかったが、本土坑の方が新しい可能性が

ある。

平面形・規模:西側の部分が不明であるが、短軸1m80cm前後、長軸2m40cm前後の不整な楕円形を呈

すると思われる。深さは22cmである。

壁・底面:壁は垂直に近く外側へ立ち上がる。底面には凹凸が見られるが、ほぼ平坦である。

堆積土:やや締まりのある黒色土や黒褐色土がほとんどで、底面近くに褐色土が見られるところもあ

 る。

出土遺物:なし。
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第 3編米山(2)遺跡

11cm、長軸lm53cmで、深さ20cmである。

壁・底面：断面がすり鉢状で、底面から壁にかけて緩く立ち上がっている。そのため、壁と底面との

境界がはっきりしない。底面には、やや凹凸が見られる。

堆積土：暗褐色土と黒褐色土の 2層に分けられた。自然堆積と思われる。

出土遺物：なし。

第 5号士坑 (SK-5)(図47)

位置： A区VlllK -230グリッドの緩傾斜地にあり、第 4号住居跡内の西壁寄りに位置している。

重複：第 4号住居跡と重複し、本土坑の方が新しい。

平面形・規模：南側が不明であるが、確認面、底部ともに楕円形を呈している。規模は、確認面では

短軸90cm、長軸lm、底部では短軸lm、長軸lml7cmである。深さは、北壁で最大30cmである。

壁・底面：底面は平坦である。

堆積土：締まりのある黒色土のみの堆積が見られた。

出土遺物：覆土から、フレイク 1点が出土した。

第 6号土坑 (SK-6)(図47)

位置： A区VIIIK -235グリッドの平坦地にあり、第 2号住居跡の南側に隣接した場所に位置している。

重複：北側を柱穴状の小ピット（時期不明）に切られている。

平面形・規模：確認面、底部ともに楕円形を呈している。規模は、確認面で短軸73cm、長軸82cm、底

部では短軸90cm、長軸110cmである。深さ45cmである。

壁・底面：底面は平坦である。

堆積土：締まりのある黒色土のみが見られた。人為堆積と考えられる。

出土遺物：なし。

第 7号土坑 (SK-7)(図47)

位置： A区V1BK・L -235・236グリッドの平坦地にあり、第 2号住居跡東壁と重複した場所に位置し

ている。

重複：第 2号住居跡と重複している。新旧関係を把握できなかったが、本土坑の方が新しい可能性が

ある。

平面形・ 規模：西側の部分が不明であるが、短軸lm80cm前後、長軸2m40cm前後の不整な楕円形を呈

すると思われる。深さは22cmである。

壁・底面：壁は垂直に近く外側へ立ち上がる。底面には凹凸が見られるが、ほぽ平坦である。

堆積土：やや締まりのある黒色士や黒褐色土がほとんどで、底面近くに褐色土が見られるところもあ

る。

出土遺物：なし。
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第1章検出遺構と出土遺物

第8号土坑(SK-8)(図47)

位置:A区ⅧJ-229グリッドの斜面上にあり、第1号住居跡の西側に隣接した場所に位置している。

重複:なし。

平面形・規模:南側が検出できなかったが、平面形は、確認面、底面ともに円形を呈するものと考え

られる。確認面における規模は、ほぼ直径1m40cmで、深さは、北壁で最大53cmである。

壁・底面:断面はフラスコ状を呈しているが、オーバーハングの度合いは弱い。底面は平坦である。

堆積土:3層に分けられたが、大半は黒褐色土で占められている。第1・2層は壁の崩落土であろう。

出土遺物:なし。

第9号土坑(SK-9)(図47)

位置:A区ⅧK-231グリッドの斜面上にあり、第1号住居跡の北側に隣接した場所に位置している。

重複:なし。

平面形・規模:平面形は、確認面、底面とも楕円形を呈している。確認面における規模は、短軸74cm、

長軸95cmで、深さは、38cmである。

壁・底面:壁は垂直に近く外側へ向かって立ち上がるが、北東壁の一部がややオーバーハングしてい

る。底面には、幾分凹凸が見られる。

堆積土:5層に分けられたが、大半が暗褐色土で占められている。

出土遺物:なし。

第10号土坑(SK-10)(図47)

位置:A区ⅧG-228グリッドの平坦地に位置している。

重複:なし。

平面形・規模:平面形は、確認面、底面ともに円形を呈している。規模は、確認面で直径55cm、底部

で直径90cmである。深さは、最大で67cmである。

壁・底面:壁の断面はフラスコ状を呈している。底面は平坦である。

堆積土:締まりのある黒色土が観察された。

出土遺物:覆土中央から、柳葉形石鏃が1点出土した。両面に丁寧な調整が施されており、薄く作出

されている。

第11号土坑(SK-11)(図47)

位置:B区ⅥJ-270グリッドの平坦地にあり、第5号住居跡の北西に隣接した場所に位置している。

重複:なし。

平面形・規模:平面形は、確認面、底面ともに円形を呈している。確認面における規模は、直径が1

m50cm～1m57cmであり、深さ15cmである。

壁・底面:壁は外側へ向かって急に立ち上がり、底面は平坦である。

堆積土:3層に分けられたが、黒褐色土が主体である。

出土遺物:覆土から、縄文時代中期円筒上層b式の土器片が出土した。
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第 8号士坑 (SK-8)(図47)

位置： A区VlllJ -229グリッドの斜面上にあり、第 1号住居跡の西側に隣接した場所に位置している。

重複：なし。

平面形・規模：南側が検出できなかったが、平面形は、確認面、底面ともに円形を呈するものと考え

られる。確認面における規模は、ほば直径1m40cmで、深さは、北壁で最大53cmである。

壁・底面：断面はフラスコ状を星しているが、オーバーハングの度合いは弱いc 底面は平坦である。

堆積上： 3層に分けられたが、大半は黒褐色土で占められている。第 1・2層は壁の崩落土であろう。

出士遺物：なし。

第 9号土坑 (SK-9)(図47)

位置： A区VIllK -231グリッドの斜面上にあり、第 1号住居跡の北側に隣接した場所に位置している。

重複：なし。

平面形・規模：平面形は、確認面、底面とも楕円形を呈している。確認面における規模は、短軸74cm、

長軸95cmで、深さは、 38cmである。

壁・底面：壁は畢直に近く外側へ向かって立ち上がるが、北東壁の一部がややオーバーハングしてい

る。底面には、幾分凹凸が見られる。

堆積土： 5層に分けられたが、大半が暗褐色土で占められている。

出土遺物：なし。

第10号土坑 (SK-10)(図47)

位置： A区VIIIG -228グリッドの平坦地に位置している 0

重複：なし c

平面形・規模：平面形は、確認面、底面ともに円形を呈している。規模は、確認面で直径55cm、底部

で直径90cmである。深さは、最大で67cmである。

壁・底面：壁の新面はフラスコ状を呈している。底面は平坦である。

堆積土：締まりのある黒色土が観察された。

出土逍物：覆土中央から、柳葉形石鏃が 1点出土した。両面に丁寧な調整が施されており、薄く作出

されている。

第11号土坑 (SK-11)(図47)

位置： B区VIJ -270グリッドの平坦地にあり、第 5号住居跡の北西に隣接した場所に位置している。

重複：なし。

平面形・規模：平面形は、確認面、底面ともに円形を呈している。確認面における規模は、直径が1

m50cm~ 1 m57cmであり、深さ15cmである。

壁・底面：壁は外側へ向かって急に立ち上がり、底面は平坦である。

堆積土： 3層に分けられたが、黒褐色土が主体である。

出土遺物：覆土から、縄文時代中期円筒上層 b式の土器片が出土した。
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第12号土坑(SK-12)(図47)

位置:B区ⅥH・I-272グリッドの平坦地にあり、第5号住居跡の南側に隣接した場所に位置して

いる。

重複:なし。

平面形・規模:平面形は、確認面、底面ともに不整な楕円形を呈している。確認面における規模は短

軸1m06cm、長軸1m37cmで、深さは27cmである。

壁・底面:壁は緩く外側へ向かって立ち上がり、底面は平坦である。

堆積土:4層に分けられたが、黒褐色土が主体である。

出土遺物:なし。

(畠山昇)

第3節溝状土坑

第1号溝状生坑(SV-1)(図48)

位置:A区ⅧP-252・253グリッドに位置する。

重複:なし。

平面形・規模:平面形は溝状を呈しているが、北側に向かって湾曲し、弧状を呈している。規模は確

認面で短軸40～58cm、長軸3m90cm、底面では短軸15～20cm、長軸4m08cmである。深さは、最大65cm

である。

壁・底面:壁は、短軸では垂直に近い立ち上がりで、長軸の両端では袋状に掘り込まれている。底面

はほぼ平坦であるが、西から東側にかけて若干傾斜している。

堆積土:5層に分けられたが、締まりのない黒褐色土、暗褐色土、褐色土、黄褐色土等の堆積が見ら

れた。人為堆積と考えられる。

出土遺物:なし。

第2号溝状土坑(SV-2)(図48)

位置:A区ⅧI-232グリッドに位置する。

重複:西端が第1号住居跡と重複しているように見える位置に検出したが、重複関係は確認できなかっ

 た。

平面形・規模:確認面では短軸73cm、長軸3m28cm、底面では短軸15cm、長さ3m57cmの溝状を呈して

いる。深さは、最大で1m28cmである。

壁・底面:短軸における壁は、底面から垂直に近い立ち上がりで、確認面から50cmほど下の辺りから

ラッパ状に外側へ広がり、全体にY字状の断面となっている。長軸の両端では袋状にオーバーハング

して掘り込まれている。底面には凹凸が見られ、西側が浅く、東側に向けて徐々に深くなっている。

堆積土:9層に分けられたが、黒褐色土と黄褐色土とに大別でき、人為堆積の様相を見せている。

出土遺物:なし。(畠山昇)
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第12号土坑 (SK-12)(図47)

位置： B区VIH・I-272グリッドの平坦地にあり、第 5号住居跡の南側に隣接した場所に位置して

いる。

重複：なし。

平面形・規模：平面形は、確認面、底而ともに不幣な楕円形を呈している U 確認而における規模は短

軌1m06cm、長軸lm:-l7cmで、深さは27cmである。

壁・底面：殴は緩く外側へ向かって立ち上がり、底面は平坦である口

堆積」： : 4層に分けられたか、黒褐色土かエ休である"

出十遣物：なし D

第 3節溝状土坑

第 1号溝状土坑 (SV-1)(図48)

位骰： A区VIlIP -252・253グリッドに位置する。

重複．なし

（畠山昇）

平面形・規模：平面形は溝状を呈しているが、北側に向かって湾開し、弧状を旱しているて、規摸は確

認面で短軸10~58cm、長軸3m 90cm、底面では短軸15~20cm 、長車刊4m08cmである,, 深さは、最大65cm

である，9

壁・底面：壁は、短軸では正直に近い立ち卜がりで、長軸の向端では袋状に掘り込まれている。底皿

はほぼ平坦であるが、両から東側にかけて若「傾斜している。

堆積上： 5層に分けられたが、締まりのない黒褐色上、陪褐色土、褐色土、黄褐色土等の堆積か見ら

れた（，人為堆積と考えられるぐ

出七遺物：なし。

第 2号溝状土坑 (SV-2)(図48)

位置： A区VIIII -232グリ］ドに位置する 0

重複：酉端が第 1号住居跡と重複しているように見える1立置に検出したが、重複関係は確認できなか之）

た。

平面形・規模：確認面では短軸73cm、長軸3m28cm、底面では短軸15cm、長さ3m57cmの溝状を呈して

いる。深さは、最大で1m28cmである。

壁・底面：短軸における壁は、底面から垂直に近い立ち上がりで、確認面から50cmほど下の辺りから

ラッパ状に外側へ広がり、全体にY字状の断面となっている。長軸の両端では袋状にオーバーハング

して掘り込まれている。底面には凹凸が見られ、西側が浅く、東側に向けて徐々に深くなっている。

堆積土： 9層に分けられたが、黒褐色土と黄褐色土とに大別でき、人為堆積の様相を見せている。

出土遺物：なし。 （畠山昇）
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図46第1号～第3号土坑
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図47第4号～第12号土坑
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図48溝状土坑
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第2章出土遺物

第1節土器

1A区出土土器

【縄文時代中期終末～後期初頭の土器群】(図49-35～42・44)

[地文のみが施される深鉢形土器](図49-35～39・44)

35・36は、口頸部で緩やかに外反するものである。35～39・44は単節縄文または(網目状)撚糸文が施

されるが、すべて地文原体は縦方向の回転による。39・44は底部に網代痕が認められる。10は口縁部

押圧により波状気味の口縁となる。

[隆線上に縄文が施文される深鉢形土器](図49-40～42)

40は器表面に沈線文が施され、単節RL縄文が充填される。第4号住居跡出土の42-11と同一個体

である。41は単節RLが施される隆線が上下対象のモチーフを構成する。42は(推定)口径7.0cm・(推

定)底径4.0cm・器厚7.7cmの小型深鉢である。口頸部は無文で、幅7mmほどの頸部突帯には単節RL原

体の側面圧痕、体部には単節RLが縦回転によって施される。

【縄文時代後期中葉～後葉の土器群】(図49・50-43・45～61)

[地文のみが施されるものまたは無文の深鉢形土器](図49-43・45～47)

45は底部の端部を丸みをもって作り出すことや底部内面中央がやや盛りあがる点に、第3・4号住

居跡出土の8・9・10・13と共通性を見出せるために後期中～後葉と考えた。46は無文であり、第3号

住居出土の8と内外面の粗雑な調整で類似している。

[地文のみが施されるものまたは無文の鉢形土器](図49・50-48～49・59)

48も第3号出土土器群と同様に、内外面に粗雑なミガキが施される。59は口径8.8cm・頸部径6.4cm・

底径3.0cm・器高7.2cm・頸屈曲部径3.5cmの口頸部が器高の約半分を占める袖珍土器と考えられる。胴

部が上げ底の底部から丸みをもって立ち上がり稜を持って短く内傾し器高中位付近で外反する。

[有文の深鉢・鉢形土器](図50-50～58・60～61、61は97年度試掘時出土の参考資料)

50・51は口縁部または頸部に刻目帯が施された鉢であり、第3号住居跡と同一または隣接グリッドか

らの出土である。50の器面調整は丁寧なミガキであり、内面に炭化物が付着している。54・55・56は

同一個体であり、口縁部と体部下半のみの残存である。0段多条の異種の原体による羽状縄文帯で木

葉文が施されるものと考えられる。61は97年度の試掘調査において、ⅥP-218グリッドから出土し

たもので、0段多条異種原体の羽状縄文帯で口縁部にクランク状文、体部に鍵状入組文が施される。

波状口縁の谷部と体部の鍵状入組文の交差部に瘤が貼付され、その頂部はキザミによって2分される。

【縄文時代晩期・時期不明の土器】(図50--62～63)

62は無文帯に幅2mm程の沈線で、体部上半に斜位の平行沈線または四角?のモチーフが施され、文

様帯の下部に左右2条ずつの段違いの沈線が施される。外面に炭化物が付着しており、煮沸用の甕・

深鉢と考えられるが、時期不明である。63は砲弾形を呈する晩期の深鉢形土器と考えられる。
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A区出土土器

【縄文時代中期終末～後期初頭の土器群】（図49-35~42・44)

［地文のみが施される深鉢形土器］（図49-35~39・44)

35・361よ、口頸部で綬やかに外反するものである 0 35~39 . 44は単節縄文または（網目状）撚糸文が施

されるが、すべて地文原体は縦方向の回転による。 39・44は底部に網代痕が認められる 0 10は口縁部

押圧により波状気味の口縁となる。

［隆線上に縄文が柚文される深鉢形土器］（図49-40~42)

40は器表面に沈線文が施され、単節RL縄文が充填される。第 4号仲居跡出土の42-11と同一個体

である 0 41 は単節RLが施される隆線が上下対象のモチーフを構成する c• -12は（推定）口径7.0cm・0佳

定）底径4.0cm・ 器厚7.7cmの小塑深鉢であるう口頸部は熊文で、幅7mmほどの頚部突罰には単節RL原

体の側面圧痕、体部には堆節RLが縦同転によって施される。

【縄文時代後期中葉～後葉の土器群】（図49·50-43·45~61)

［地文のみが施されるものまたは無文の深鉢形土器］（図49-43・45~,17J 

45は底部の端部を丸みをもって作り出すことや底部内百中央がやや盛りあがる点に、第 3・4号住

屈跡出上の8・9・10・13と共通性を見出せるために後期中～後葉と者えた c< 46は無文であり、第〗号

住居出土の8と内外面の粗雑な調整で類似している，：］

［地文のみが施されるものまたは無文の鉢形土器］（図19・50-48~49・59) 

48も第 3号出土土器群と同様に、内外面に粗雑なミガキか加される。 591よ口径8.8cm・ 頸部径6.4cm・

底径3.0cm・ 器嵩7.2cm・頸屈間部径3ぷcmの口頸部か器高の約半分を占める袖珍十．器と考えられるぃ胴

部が上げ底の底部から丸みをもって立ち上がり稜を持 ✓__; て短<1―}、J傾し器高中位付近で外反する）

［有文の深鉢・鉢形土器］（図50-50 ~ 58・60 ~ 61、61は97年度試樹時出土の参考資料）

50・51は口樗部または頸部に刻目帯が施されだ鉢であり、第 3号住居跡と詞ーまたは隣接グリッドか

らの出土である 0 50の器面調整は丁寧なミガキであり、内面に炭化物が付着している。 54・55・56は

同一j固体であり、口緑部と体部下半のみの残存である。 0段多条の異種の原1本による羽状縄文鬱で木

葉文が施されるものと考えられる。 61は97年度の試掘調査において、 VIP-218グリッドから出土し

たもので、 0段多条異種原体の羽状縄文帯で口縁部にクランク状文、体部に鍵状入組文が施される。

波状口縁の谷部と体部の鍵状入組文の交差部に瘤が貼付され、その頂部はキザミによって 2分される。

【縄文時代晩期・時期不明の土器】（図50--62~63)

62は無文帯に幅2mm程の沈線で、体部上半に斜位の平行沈線または四角？のモチーフが施され、文

様帯の下部に左右 2条ずつの段違いの沈線が施される。外面に炭化物が付着しており、煮沸用の甕・

深鉢と考えられるが、時期不明である。 63は砲弾形を星する晩期の深鉢形土器と考えられる。
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【縄文時代中期の土器群】(図51・52-64～89)

[円筒上層b式期の特徴を有する土器群](図51-64～71)

64～70は口頸部に貼り付けられた隆帯間に、縄文原体を用いてC字形の圧痕を施した土器である。64・

65は同一個体で、扇状突起の上部中央が径1cmの円形に貫通しており、その下に横長楕円に隆帯が貼

付される。66は扇状突起部に縄文原体側面圧痕が見られる。70の縄文原体によるC字形圧痕は他に比

べて浅く、また隆帯もやや細く、器厚もやや薄い。

[円筒上層b～c式期の特徴を有する土器群](図51-72～77)

72・73は扇状突起に波状の隆線が貼付され、隆線間に無節L・Rの側面圧痕が施され、竹管状の工

具で半月形の刺突列が施される。74～76も無節L・Rの側面圧痕が施されるが刺突は四角形である。

[円筒上層c式期の特徴を有する土器群](図51・52-78～89)

78・79は隆帯間に四角形の刺突列が施される。78は器厚6mmと薄く比較的作りが良く、79は器厚・

隆線幅も大きい。80は径5mmの丸形の刺突列が施される。82はボタン状の貼瘤が、扇形突起の中央部

に貼付される。64・65の穿孔と対照的である。83～86は口縁部に波状を意識した隆線が貼付されるも

ので、85・86の隆線は幅3～5mmと薄く、隆線上には縄文は施されない。

【縄文時代中期末(大木10式期)の土器群】(図52・53-90～114)

[有文またはヒレ状突起が施される深鉢形土器](図52・53-90～101)

90は口頸部と沈線区画内は丁寧なミガキが施されて無文部となる。93は沈線区画内に縄文施文後、

幅5mmほどの四角形の刺突列が施される。94・95・98～100は、主に口縁部内面上端にヒレ状突起を有

する深鉢である。

[地文のみが施される深鉢形土器](図53-102～114)

102・107～112は同一個体であり、第5号住居跡出土土器にも同一個体片が見られるために大木10

式期に含めているが、同住居跡には後期初頭の土器も見られ中期末～後期初頭に位置づけられる土器

と考えたい。114は肩部で膨らみ、結束羽状縄文が施されるものである。

【縄文時代後期初頭の土器群】(図54・55-115～135)

[隆線で文様が構成される深鉢形土器](図54-115～119)

115は綾杉状のモチーフが幅4～5mmの隆線で構成される。平行する縦隆線を軸に左右対称に斜位

の隆線が貼付されている。所謂、狩猟文土器の1要素である「樹木文」(福田友之1988)が施された

深鉢片である。隆線間はナデ調整が施されるが工具痕が明瞭に残る。116・117は同一個体であり、

これも他遺跡の狩猟文土器と同様に、横線と縦線が見られる。

[袖珍土器](図54-120～121)

120は上下3条の連弧文が波頂部下で横位に連続し、底部直上にも1条の横走沈線が施される小型

の鉢形土器である。121は外面が無文、器高8.2cm程度の筒形の土器である。

[沈線により文様が施される深鉢形土器](図54・55-122～135)

122～126は同一個体で、口頸部がキャリパー状を呈し、頸部～体部上半にかけて三角形状文・渦巻

状文が施される。器表面に砂粒が目立つ。127～131は渦巻状文または円形文が施されるものである。

124は口縁部に単節LR、頸部に単節RLが施され、2条の平行沈線が施される。
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【縄文時代中期の土器群】（図,51·52-64~89)

［円筒日晋 b式期の特徴を布する土器群］（図,51-64~71)

64~70は口頸部に貼り付けられた院幣間に、縄文原体を用いてC字形の圧痕を施した土群である。 64.

65は同一個休で、扇状突起の上部中央が径 1cmの円形に買通しており、その下に横長楕円に隆帯が貼

付される。 66は団状突起部に縄文原体側面圧痕が見られる。 70の縄文原体による C字形圧痕は他に比

ペて浅く、また隆幣もやや細く、器厚もやや薄い。

［円筒t層 b-c式期の特徴を有する土器詳］（図51-72~77)

72・73は用状突起に波状の隆線が貼付され、降線間に無節L・Rの側面圧痕が施され、竹管状のエ

具で半月形の刺突列が施される。 74~76も無節L・Rの側面圧痕か施されるが刺突は四角形である。

［円筒上層 c式期の特徴を有する士謡群］（図51・52-78-89)

78・79は隆管間に四角形の刺突列が施される 0 78は器厚 6mmと薄く比較的作りが良く、 79は器厚・

隆線幅も大きい 80は径りmmの丸形の刺突列が施される。 82はボタン状の貼梱が、扉形突起の中央部

に貼付される 0 64 . 65の穿孔と対照的である。 83-86は口縁部に波状を意識した隆線が貼付されるも

ので、 85·86の隆線は幅3~5mm と薄く、隆線上には縄文は施されない J

【縄文時代中期末（大木10式期）の土器群】（図52・53-90 ~ 114) 

［有文またはビレ状突起が施される深鉢形土器］（図52・53-90~101)

90は口頭部と沈線区両内は丁寧なミガキが施されて無文部となる。 93は沈線区画内に縄文施文後、

幅5mmほどの四角形の刺突列が施される。 94·95·98~100は、主に口縁部内面上端にヒレ状突起を有

する深鉢てある r

［地文のみか施される深鉢形土器］（図5,3-102~114) 

102·107~112は同一個体であり、第 5 号住屈跡出土土器にも同一個体片が見られるために大木10

式期に合めているが、同住居跡には後期初頭の土辟も見られ中期末～後期初頭に位岡づけられる土器

と者えたい 114は肩部で膨らみ、結束羽状縄文が施されるものである 0

【縄文時代後期初頭の土器群】（図54·55-115~135)

［胚線て文様が構成される深鉢形土謡］（図54-115-119)

115(よ紋杉状のモチーフが111晶1~ 5 mmの隆線で構成される 平行する縦降線を軸に左右対称に斜位

の隆線か貼付されている，所謂、狩猟文上器の 1要素である「樹木文」（福田友之 1988)が施された

深鉢片である。隆線間はナテ｀調整が施されるがエ具痕が明瞭に残る。 116・117は同一個体であり、

これも他遺跡の狩猟文土器と同様に、横線と縦線が見られる。

［袖珍土器］（図54-120~121)

120は上下 3条の連弧文が波頂部下で横位に連続し、底部直上にも 1条の横走沈線が施される小型

の鉢形土器である。 121は外面が無文、器高8.2cm程度の筒形の土器である。

［沈線により文様が施される深鉢形土器］（図54・55-122~135) 

122~ 126は同一個体で、口頸部がキャリパー状を呈し、頸部～体部上半にかけて三角形状文・渦巻

状文が施される。器表面に砂粒が目立つ。 127~131は渦巻状文または円形文が施されるものである。

124は口縁部に単節LR、頸部に単節RLが施され、 2条の平行沈線が施される。
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[沈線内に線状痕が残る土器群](図54・55-132～135)

133～135は、沿口沈線・三角形状文・渦巻状文が施される土器であるが、沈線内に施文工具痕が、

平行線状に明瞭に残る。施文工具は断面が丸い植物の茎状のものと考えられる。

【縄文時代後期中葉～後葉の土器群】(図56～58-136～174)

[地文のみが施される深鉢形土器](図56-136～145)

口唇部が肥厚するもの(136・138・139・140・141)がみられ、縄文は0段多条RL・単節LR・異種原体

による羽状縄文が施される。143は櫛歯状工具による条線が縦走し、144は無文である。

[地文のみが施される鉢形土器](図56-146～148)

単節LR(146)・異種原体羽状(147)・同原体羽状(148)の縄文が施される。

[無文の鉢形土器](図56・57-149～155)

149～151は同一個体で、波状口縁波頂部が内外面側に肥厚し、150のみ上位から楕円形の刺突が加

えられる。152・153は無文の波状口縁が肥厚するものである。154は口縁部が肥厚し、内外面にミガ

キが施される。台形状器形を呈するものであろうか。

[有文の深鉢・鉢形土器](図57-156・158～166)

口頸部に刻目帯(列)を有するものが多くみられ、158は上下の平行沈線を弧状の短沈線で結ぶもの、

164は縄文帯による木葉文、166は口縁部の刻目列の下位に3本一単位の縦横の沈線で文様が構成され

る。概ね後期中葉のものと考えられる。

[壷形土器・注口土器](図57・58-167～174)

壷は0段多条の縄文帯間に横位の無文帯がみられるものが多い(167～170)。172・173は頸部の縄文帯

交差部・肩部の鍵状入組文に瘤が貼付され、注口である可能性もある。

【縄文時代晩期の土器群】(図57～59-157・175～197)

[深鉢形土器](図57・58-157・175～186)

178・179・182～186は頸部に3条の平行沈線が施されたもので、178は口唇部にB突起が付され、

188は口縁部に結節沈線が見られる。157は魚眼状三叉文が施され晩期初頭の様相を示す。

[鉢・浅鉢形土器](図58・59-187～189・192)

187は口唇部に刻みが頸部に3条の横走沈線が施される煮沸用の(深)鉢形土器である。188・189は

いずれも口唇部にB突起が施され頸部は凹線または無文である。188は内面に炭化物が付着している。

192は変形工字文が施されるもので晩期最終末大洞A'式古段階と考えられる。

[台付深鉢形土器](図59-190～191)

190は刻みを有する突起が付され、頸部の横走沈線間に列点文が施され単節LR縄文が施される。台部

が無文の大型のもので、台部・体部下半が被熱により赤化しており煮沸用と考えられる。

[壷形土器](図59-193～197)

193・197は、隣接するグリッドから出土し、晩期後半段階のものと考えられる。193は肩部の上位

と体部中位最大部に横位の工字状の文様、その中間にZ字状の入組文が、横位に展開する。渡島半島

南部の聖山式土器に特徴的な横位連続工字文と連繋入組文が一個体中に施されるものである。

【弥生時代前期の土器】(図59-198～199)

198は連結型変形工字文、199は波状工字文が施される煮沸用の鉢または台付鉢と考えられる。

(永嶋豊)
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［沈線内に線状痕が残る十僻群］（図54・55-132-135)

133~ 135は、沿口沈線・三角形状文・渦巻状文が施される士謡であるが、沈線内に施文工具痕が、

平行線状に明瞭に残るし施文工具は断面が丸い植物の茎状のものと老えられる。

【縄文時代後期中葉～後葉の土器群】（図56~58-136~174)

［地文のみが施される深鉢形上器］（図56-1,36~ 145) 

口唇部が肥厚するもの(136・138・139・140・141)かみられ、縄文は0段多条RL・単節LR・異種原体

による羽状縄文が施される 0 14'.:lは櫛歯；1人工具による条線が縦走し、 144は無文である．）

［地文のみが施される鉢形土器］（図56-H6~H8)

単節LR(1,15)・異種原1本羽状(147)・同原体羽状(148)の縄文か施される。

［無文の鉢形土器］（図56・57-M9~ 155) 

149~151 は何一個体で、波状口縁波頂部が内外面側に肥歴し、 150のみ上位から桁円形の刺突が加

えられる,.152・153は無文の波状口縁が肥厚するものである。 154は口縁部が肥厚し、内外面にミガ

キが施される Q 台形状器形を呈するものであろうか。

［有文の深鉢．鉢形土器］（図57-156・158~166)

D頸部に刻目幣（列）を有するものが多くみられ、 158は上下の平行沈線を弧状の短沈線で結ぶもの、

164は縄文管による木葉文、 166は口緑部の刻目列の下位に 3本一単位の縦横の沈線で文椋が構成され

る、，概ね後期中葉のものと考えられる。

［壷形上器・注 LJ土器］（図57·58-167~174)

壺は0段多条の縄文帯間に横位の無文帯がみられるものが多い (167~170L 172・1 73は頚部の縄文帯

交芹部・肩部の鍵状入組文に梱が貼付され、注口である可能性もある口

【縄文時代晩期の土器群】（図57~59-157·175~197)

［深鉢形上器］（図賃 ・58-157・175~186)

178・179・182 ~ 186は頭部に 3条の平行沈線が施されたもので、 178は口唇部にB突起が付され、

188はLJ縁部に結節沈線が見られる.,157は魚眼状三叉文が施され晩期初頭の様相を示すe

［鉢・浅鉢形土器］（図58·59-187~189·192)

187は日唇部に刻みか頸部に 3条の横走沈線が施される煮沸用の（深）鉢形十器である u 188・189は

いずれも口唇部にB突起か施され頸部は凹線または無文である u 188は内面に炭化物が付着している。

192は変形工字文か施されるもので晩期最終末大洞八＇式古段階と考えられる、）

［台付深鉢形上器］（図59-190~191)

190は刻みを有する突起が付され、頸部の横走沈線間に列点文が施され単節LR縄文が施される。台部

が無文の大型のもので、台部・体部下半が被熱により赤化しており煮沸用と考えられる。

［壷形士器］（図59-193~197) 

193・197は、隣接するグリッドから出土し、晩期後半段階のものと考えられる。 193は肩部の上位

と体部中位最大部に横位のエ字状の文様、その中間に Z字状の入組文が、横位に展開する。渡島半島

南部の聖山式土器に特徴的な横位連続工字文と連繋入組文が一個体中に施されるものである。

【弥生時代前期の土器】（図59-198~199) 

198は連結型変形工字文、 199は波状エ字文が施される煮沸用の鉢または台付鉢と考えられる。

（永嶋豊）
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第2章出土遺物

図49米山(2)遺跡A区遺構外土器1
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図51米山(2)遺跡B区遺構外土器1
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図52米山(2)遺跡B区遺構外土器2
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第2章出土遺物

図53米山(2)遺跡B区遺構外土器3
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図54米山(2)遺跡B区遺構外土器4
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図55米山(2)遺跡B区遺構外土器5
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第3編米山(2)遺跡

図56米山(2)遺跡B区遺構外土器6
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図57米山(2)遺跡B区遺構外土器7
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第3編米山(2)遺跡

図58米山(2)遺跡B区遺構外土器8
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図59米山(2)遺跡B区遺構外土器9
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第 3編米山(2)遺跡

第 2節石器

ここでは遺構内外から出土した石器について記述する。また、平成 9年度の試掘調査のうち今回の

調在区の付近から出土した石器もここで取り扱った。

表 4 米山 (2)遺跡出士石器一覧表

石鏃 石錐 石匙
楔形 スクレイ Rフレ Uフレ フレイク 磨製

敲磨器
石皿・

砥石 その他 小計
石器 パー イク イク ・コア 石斧 台石

遺構外 1 1 2 3 2 22 1 2 1 36 
A区

遺構内 2 1 8 4 5 23 8 4 54 

遺構外 8 2 1 11 7 8 128 1 16 7 1 2 192 

B区
遺構内 1 1 5 1 1 1 5 

小計 10 2 3 1 22 15 15 178 3 26 13 2 2 292 

A区出土の石器

A区では、遺構内から54点、遺構外から34点の石器が出土した。その内訳は、表 4に示したとおり

である。その中で、剥片を除いて最も多く出土したのは敲磨器とスクレイパーである。

石鏃（図40ー⑦、図47-1) 

第3号住居跡から小型の凸基有茎鏃 1点（図40ー⑦）と第10号土坑から柳葉形石鏃が 1点（図47-

1)出土した。

石匙（図37ー②、図61-1) 

第 2号住居跡から 1点（図37ー②）、遺構外から 1点（図61-1)出土した。 2点とも、縦形の石

匙である。図37ー②は、先端部が尖頭状に作出されている。図61-1は先端部が厚く、調整も粗雑で

ある。

楔形石器（図61-4) 

遣構外から 1点出土した。平面形は台形状を呈し、右側面に表皮を残している。

スクレイパー（図36ー①、図37ー①、固40―③～⑥、図42ー②、図43-1、圏61-2・3) 

第 1号・第 2号住居跡から各 1点（図36ー①、図37ー①）、第 3号住居跡から 4点（図40ー③～⑥）、

第4号住居跡から 2点（図42ー②、医43-1)、遺構外から 2点出土した。固36ー①は刃部が尖頭状

に作出されている。図40ー③も刃部が尖頭状に作出されているが、この部分には急斜度調整が施され

ている。図43-1は剥片の縁辺部に調整を施しているもので、裏面の右側縁には光沢痕が観察される。

図37ー①は本類に含めたものの、石鏃の可能性も考えられる。

Rフレイク（図40ー①・ ②、図43-2、図61-5) 

第3号住居跡から 3点（図40ー① ・②）、第 4号住居跡から 1点（図43-2)、遺構外から 4点（図

61-5)が出土した。

uフレイク（図37-3、図42-1、図61-6) 

第2号住居跡から 2点（図37-3)、第 3号住居跡から 1点、第 4号住居跡から 1点（図42-1)、
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第2章出土遺物

遺構外から2点(図61-6)出土した。

磨製石斧(図61-7)

遺構外から1点が出土した。刃部には潰れた痕跡が見られる。

敲磨器(図40-⑧・⑨、図41-1～3、図43-3～5)

第3号住居跡から磨石3点(図40-⑧・⑨、図41-3)、凹石2点(図41-1・2)、第4号住居跡

から凹石3点(図43-3～5)、遺構外から凹石1点、敲石1点が出土した。

第3号住居跡出土の磨石は、3点とも楕円球状のものである。図41-3は閃緑岩を石材とし、全体

が滑らかでツルツルしいる。図40-⑧・⑨もこれに似るが、安山岩を石材としているためかそれほど

でもない。このうち⑨はやや扁平であるが、片面が滑らかで、その面には凹みに似た敲打痕が見られ

る。また、凹石とした図41-1も器面全体が滑らかであり、とくにL面に顕著である。また反対側の

面には凹みが見られる。図41-2は小型の柱状礫を素材とし、全体に丸みを持つ。片面には浅い凹み

が見られる。

第4号住居跡から出土した凹石は、3点とも器面は滑らかである。図43-5は楕円球状礫の片面に、

図43-3・4は扁平な捧状礫の両面に凹みが見られる。

石皿・台石(図37-④、図43-6、図46-4)

第1号住居跡から1点、第2号住居跡から1点(図37-④)、第4号住居跡から(図43-6)、第3

号土坑から1点(図46-4)出土した。第1号住居跡から出土したものは、石皿か台石の小破片であ

るため掲載していない。第2号住居跡から出土したものは、やや大型の台石である。第4号住居跡と

第3号土坑から出土したものは、板状の礫を素材とした台石である。

有孔石製品(図61-8)

遺構外(ⅧJ-232、Ⅰ層)から出土した。多孔質の凝灰岩を石材としている。

2B区出土の石器

B区では、遺構内から9点、遺構外から192点の石器が出土した。その内訳は、表4に示したとお

りである。

石鏃(図62-1～8)

遺構外から8点出土した。基部形態によって凸基有茎鏃5点、平基有茎鏃1点、円基鏃2点に分け

られる。このうち凸基有茎鏃には、関の形態によって平基に近いものや尖基に近い形状のものもある。

8は石鏃に含めたが、幅広であるため尖頭器と分類されるものに近い。

石錐(図62-9・10)

遺構外から2点出土した。2点とも剥片の一端に調整を加えたものである。

石匙(図62-11)

遺構外から1点出土した。幅の広い縦形の石匙で、バルブの部分につまみ部を作出している。体部

の刃部調整はあまり行われていない。

スクレイパー(図44-4、図62-12～16)

第5号住居跡から1点、遺構外から11点出土した。形状には様々なものがある。図62-14は、末端

が尖頭状に作出され、急斜度の調整が施されている。図62-13は、周縁に微細な調整が連続して施さ

－103－

遺構外から 2点（図61-6)出土しだ U

磨製石斧（図61-7) 

遺構外から 1点が出土したJ 刃部には潰れた痕跡が見られる。

敲磨器（図40-(図・⑲)、図41-1~- 3 、図認ー 3~ り）

第ど草 出土遺物

第 3号住屈跡から磨白 3点（図40-1夏`＇）・⑨、図 41-3)、凹石 2点（図41-1・2)、第 4号住屈跡

から門石：｝点（図43-3~5) 、逍構外から凹石 1 点、敲石 1 点が出上した 0

第 3号住居跡出士の磨石は、 3点とも楕円球状のものであるう図」1-3は閃緑岩を石材とし、仝体

が滑らかでツルツルしいる 3 図40―⑧ ・@もこれに似るが、安山岩を石材としているためかそれほど

でもない一」このうち⑨はやや扁平であるが、片面が滑らかで、その面には凹みに似た敲打痕が見られ

る。また、凹石とした図41-1も器面全体が滑らかであり、とくに L面に顕著である u まだ反対側の

面には門みか見られる。図41-2は小型の柱状礫を素材とし、全体に丸みを持つe、片而には浅い凹み

が見られる

第4号住居跡から出土した凹石は、 3点とも器面は滑らかである。図43-5は楕円球状礫の片面に、

図4げ―:_l • 4は扁平な棒状礫の両面に凹みが見られる{―]

石皿・台石（図37ー④、図43-6、図16-1) 

第 1号仕屈跡から 1点、第 2号住屈跡から 1点（凶37ー④）、第 4号仕屈跡から（図43-6)、第 3

号土坑から 1点（図46-4)出土し／こ第 1号住居跡から出土しだものは、石皿か台石の小破片であ

るため掲載していない。第 2号住居跡から出十ーしたものは、やや大型の台臼である 0 第4号住居跡と

第3号上坑から出上したものは、板状の礫を素材とした台石である e

有孔石製品（図61-8) 

遺構外 (VIIlJ -232、I層，）から出土し fこ多孔質の凝灰6を石材としている C

2 B区出士の石器

B区では、遺構内から 9点、遺構外から192点の石器が出土した。その内訳は、表 4に示したとお

りてある 0

石鏃（図62-1~8) 

遣構外から 8点出土しだぐ，基部形態によって凸基有茎鏃 5点、 T基有茎銀 l点、円甚鏃 2点に分け

られる。このうち凸基有茎鏃には、関の形態によって平基に近いものや尖慧に近い形状のものもある U

8は石鏃に含めたが、幅広であるため尖頭器と分類されるものに近い。

石錐（図62-9・10) 

遺構外から 2点出土した。 2点とも剥片の一端に調整を加えたものである。

石匙（図62-11)

遺構外から 1点出土した。幅の広い縦形の石匙で、バルプの部分につまみ部を作出している。体部

の刃部調整はあまり行われていない。

スクレイパー（図44-4、図62-12~16) 

第 5号住居跡から 1点、遺構外から11点出土した。形状には様々なものがある。図62:-14は、末端

が尖頭状に作出され、急斜度の調整が施されている。図62-13は、周縁に微細な調整が連続して施さ
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れているもので、裏面左側縁には光沢痕が見られる。

Rフレイク(図44-3、図62-18)

第5号住居跡から1点、遺構外から7点出土した。図62-18は、黒曜石を素材としたものである。

Uフレイク(図62-17)

遺構外から8点出土した。

磨製石斧(図44-2、図62-19)

第5号住居跡から1点、遺構外から1点出土した。図44-2は基部を欠損している。刃部に見られ

る擦痕は研磨痕と思われ、石質は頁岩である。図62-19は刃部に対して直交する使用痕が見られるこ

とから、横斧と考えられる。石質は、緑色細粒質凝灰岩である。

敲磨器(図63-1～6、図64-1～7)

遺構外から磨石8点、凹石6点、敲石2点が出土した。図63-1は上下の両側面に磨痕が見られる

が、上側面のそれは弱い。また、片方の端部には打痕が見られる。図63-2・5は楕円球状礫を素材

としているもので、器面全体が滑らかである。特に2の片面はやや平坦気味となっており、ツルツル

と滑らかになっている。3では下側面には敲打痕が見られる。4・6は磨石に凹みが見られるもので、

ともにやや肉厚の楕円礫を素材としている。4は片方の側面に弱い敲打痕が見られ、片面には浅い凹

みが見られる。6も片側面には敲打痕が見られ、両方の平坦面に凹みが見られ、片方の平坦面(L面)

は特に滑らかである。

図64-1・3～6は凹みのみが見られるものである。6は台石か石皿の破片を再利用したもので、

両面に凹みが見られる。一方の面には敲打による凹みが、もう一方の面にはスリによる凹みと溝を形

成した磨痕が見られる。3は三角柱状の礫を素材とし、三面に深い凹みが見られる。凹みのほとんど

は敲打によるものであるが、1個だけスリによるものと思われるものがある。5はやや扁平な棒状の

礫を素材とし、両面に浅い凹みが見られる。1は両面に深い凹みが見られ、平坦面はやや平滑である。

4は片面にスリによる凹みが見られ、平坦面は平滑である。

図64-2・7は敲石である。2は扁平な棒状礫の端部と両側面の一部に蔽打痕が見られる。7は、

拳大の礫の一端に敲打痕が見られる。

石皿・台石(図44-1、図65-2～5)

第5号住居跡から1点、遺構外から7点出土した。図44-1は板状の無加工の大礫を利用したもの

で、中央部が若干窪んでいる。図65-3・5も両面が利用されており、両面とも若干窪んでいる。図

65-4は、片面を利用したもので、表面は大きく窪んでいる。裏面は割れ面のままで加工されていな

い。図65-2は、周縁に高さ約3cmの縁を巡らしているもので、表面は多少ざらつくものの、滑らか

である。

砥石(図44-5、図65-1)

第5号住居跡から1点、遺構外から1点出土した。図44-5は流紋岩の角柱状の礫を素材としたも

ので、器面全体に擦痕が見られる。擦痕は器体の長軸方向に沿って見られるものが多く、一部浅い溝

を形成している部分がある。図65-1は扁平礫を素材とし、台石とも思われるものである。擦痕は両

面に見られる。器面は滑らかであり、特に表面が顕著である。

その他(図64-8・9)

遺構外から2点出土した。2点とも流紋岩の柱状礫を素材とするもので、8は小型、9は大型であ
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れているもので、裏而左側縁には光沢痕が見られる。

Rフレイク（図44-3、図62-18)

第 5号住居跡から 1点、遺構外から 7点出土した。図62-18は、黒耀石を素材としだものである。

uフレイク（図62-17)

逍構外から 8点出土した。

磨製石斧（図44-2、図62-19)

第 5号住居跡から 1点、遺構外から 1点出土した。図44-2は基部を欠損している。刃部に見られ

る掠痕は研磨痕と思われ、石質は頁岩である。図62-19は刃部に対して直交する使用痕か見られるこ

とから、横斧と考えられる 0 石質は、緑色細粒質凝灰岩である。

敲暦器（図63-1 -6 、図6•1- 1 -7) 

遣構外から磨石 8点、凹石 6点、敲石 2点が出土した C 図63-1は上ドの両側面に磨痕が見られる

が、上側面のそれは弱い。また、片方の端部には打痕が見られる。図63-2・5は楕円球状礫を素材

としているもので、器面全体が滑らかである。特に 2の片面はやや平坦気味となっており、ツルツル

と滑らかになっている，: 3では下側面には敲打痕が見られる。 4・6は磨石に凹みが見られるもので、

ともにやや肉厚の楕円礫を素材としている。 4は片方の側面に弱い敲打痕が見られ、片面には浅い凹

みが見られる 0 6も片側面には敲打痕が見られ、両方の平坦面に凹みが見られ、片力の平坦面 (L面）

は特に滑らかである 0

図64-1·3~6 は凹みのみが見られるものである。 6 は台石か石皿の破片を再利用したもので、

両面に凹みが見られる J 一方の面には敲打による凹みが、もう一方の面にはスリによる凹みと溝を形

成した麿痕が見られる 0 3は一＾直角柱状の礫を素材とし、三面に深い凹みが見られる J 凹みのほとんど

は敲打によるものであるが、 1個だけスリによるものと思われるものかある:, 5はやや扁平な棒状の

礫を素材とし、両面に浅い凹みか見られる'1は両面に深い凹みが見られ、平坦面はやや平滑である 0

4は片面にスリによる凹みが見られ、平坦面は平滑である Q

図64-2・7は敲石である 0 2は扁平な棒状礫の端部と両側面の一部に敲打痕が見られる 0 7は、

拳大の礫の一灌に敲打痕か見られる Q

石皿・台石（図44-1、図65-2 -5) 

第5号住店跡から 1点、逍構外から 7点出土した Q 悩H4-1は板状の無加工の大礫を利用したもの

で、中央部か若干窪んでいる c 図65-,3・.5も両面が利用されており、両面とも若干窪んでいる。厨

65-4は、片面を利用したもので、表面は大きく窪んでいる Q 裏面は割れ面のままで加工苔れていな

い。図65-2は、周縁に高さ約 3cmの縁を巡らしているもので、表面は多少ざらつくものの、滑らか

である。

砥石（図44-5、図65-1) 

第 5号住居跡から 1点、遺構外から 1点出土した。図44-5は流紋岩の角柱状の礫を素材としたも

ので、器面全体に擦痕が見られる。擦痕は器体の長軸方向に沿って見られるものが多く、一部浅い溝

を形成している部分がある。図65-1は扁平礫を素材とし、台石とも思われるものである。擦痕は両

面に見られる。器面ば滑らかであり、特に表面が顕著である。

その他（図64-8・9) 

遣構外から 2点出土した。 2点とも流紋岩の柱状礫を素材とするもので、 8は小型、 9は大型であ
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り、器面全体が滑らかに整形されている。このうち、8と同様の素材、形状、大きさを持つ石器の中

には、敲石や凹石に利用されている場合が多いが、凹みが見られないことから、敲石の欠損品である

かもしれない。

石器の石質について

剥片石器の石質は、大部分が珪質頁岩であり、わずかに玉髄質珪質頁岩、黒曜石(フレイクを含め

ても2点)がある。なお、黒曜石はその諸特徴から本県域産のものではなく、他県域から当遺跡に持

ち込まれたものである(未分析)。

磨製石斧の石質には、緑色細粒凝灰岩、頁岩、閃緑岩のものが、それぞれ1点ずつある。

礫石器の石質には、安山岩、流紋岩、凝灰岩、細粒凝灰岩、緑色細粒凝灰岩、閃緑岩、輝緑岩の種

類がある。最も多いのが安山岩の24点(55.8%)で、次いで流紋岩8点(18.6%)と凝灰岩7点(16.

3%)である。この三種類で、全体の9割を占め、敲磨器や石皿・台石など各種の石器に用いられて

いる。(畠山昇)

第3節古銭
B区から、寛永通宝が2枚出土している。銭貨の大きさや、「寛永通宝」のそれぞれの字体にも違

いが認められる。1は古寛永と言われるものである。(畠山昇)

図60古 銭
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り、器面全体が滑らかに整形されている。このうち、 8と同様の素材、形状、大きさを持つ石器の中

には、敲石や凹石に利用されている場合が多いが、凹みが見られないことから、敲石の欠損品である

かもしれない。

石器の石質について

剥片石器の石質は、大部分が珪質頁岩であり、わずかに玉髄質珪質頁岩、黒曜石（フレイクを含め

ても 2点）がある。なお、黒曜石はその諸特徴から本県域産のものではなく、他県域から当遺跡に持

ち込まれたものである（未分析）。

磨製石斧の石質には、緑色細粒凝灰岩、頁岩、閃緑岩のものが、それぞれ 1点ずつある。

礫石器の石質には、安山岩、流紋岩、凝灰岩、細粒凝灰岩、緑色細粒凝灰岩、閃緑岩、輝緑岩の種

類がある。最も多いのが安山岩の24点 (55.8%)で、次いで流紋岩 8点 (18.6%) と凝灰岩 7点 (16.

3%)である。この三種類で、全体の 9割を占め、敲磨器や石皿・台石など各種の石器に用いられて

いる。 （畠山昇）

第 3節古銭

B区から、寛永通宝が2枚出上している。銭貨の大きさや、「寛釆通宣」のそれぞれの字休にも違

いが認められる。 1は古寛永と言われるものである。 （畠山 昇）
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図61米山(2)遺跡A区出土石器
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図62米山(2)遺跡B区出土石器1
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図63米山(2)遺跡B区出土石器2
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第2章出土遺物

図64米山(2)遺跡B区出土石器3
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第3編米山(2)遺跡

図65米山(2)遺跡B区出土石器4
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第3章まとめ

第3章まとめ

第1節検出遺構

A区で竪穴住居跡4軒、土坑9基、溝状土坑2基、B区で竪穴住居跡1軒、土坑2基が検出された

が、ここではA区検出の縄文時代後期中葉～後葉と考えられる竪穴住居跡について考えてみたい。A

区検出の4軒の竪穴住居跡は3号住居跡出土の床面倒立設置土器から縄文時代後期後葉段階の集落跡

と捉えることができよう。該期の竪穴住居跡は、主に八戸地方から岩手県北部地方において数多く検

出されており、出入口施設とされる対になる柱穴・平行する縦溝・「コ」字形をした溝が付設される

ものが見られる。米山(2)遺跡A地区第1号住居と第4号住居跡にもそれぞれ「コ」字型と縦溝型の出

入口施設が見られる。また小径の壁柱穴が密に見られる場合も多い。この出入口施設と炉を結んだ線

を主軸としてその左右が線対称の構造をとるものが見られ、出入口の場所・方向が住居の構造や規模

に影響する為に、住居跡構築における選地段階から主軸すなわち出入り口の方向を意識していたもの

と考えられる。

1岩手県・青森県の出入口施設検出例

東北地方北部の縄文時代後期の竪穴住居跡の出入口施設については、岩手県では三浦謙一が都南村

湯沢遺跡の調査において炉跡に近い壁際に礫2個を平行させ埋置させたものなどを「出入口」状施設

を呼称している(岩手埋文1978)。同様の施設跡を二戸市寺久保遺跡で調査した金子昭彦は、礫を利

用した施設を二戸市上村遺跡例もあわせて馬淵川中流域～北上川中流域に用いられた形態であるとし、

韮窪遺跡の15号・17号住居跡検出の対になる土坑を馬淵川下流域にみられる別系統の出入口施設で、

後期中葉に盛行する出入口状施設に繋がるものであると述べている。後期初頭～前葉とされる安代町

の扇畑Ⅱ遺跡では、平行する縦溝に接して、住居外側に平石による敷石が検出されており、敷石部と

床面がスロープ状をなし、関東地方に多い柄鏡型住居との共通性が指摘され、敷石部の出入口機能を

想定している。後期前葉以降の出入口施設は滝沢村卯遠坂遺跡・岩手町川口Ⅱ遺跡・西根村上斗内Ⅲ遺

跡・一戸町椛の木遺跡・軽米町馬場野Ⅱ遺跡・大日向Ⅱ遺跡・和当地Ⅰ遺跡・叺屋敷Ⅰa遺跡・北上市八天

遺跡(文献未入手)でも検出されている。青森県では中期末とされるものが丹後谷地遺跡等で検出され

ている他、後期初頭とされるものが八戸市丹後平遺跡・韮窪遺跡・牛ケ窪遺跡から検出されている。

後期前葉では六ケ所村大石平遺跡・上尾駮(2)遺跡・八戸市丹後谷地遺跡等から、後期中葉以降は大

畑町水木沢遺跡・八戸市丹後谷地遺跡・風張(1)遺跡・平舘村尻高(4)遺跡・金木町神明町・弘前市砂

沢遺跡等で検出されている。後期中葉以降になると類例も増加し、住居構造のひとつに出入口が明ら

かに組み込まれている。秋田県では鹿角市赤坂A遺跡(後期中葉)・B遺跡(晩期)・虫内Ⅰ遺跡(晩期)

等で検出例がみられる。

2出入り口施設の形態別分類

縄文時代後期の出入口施設を①2本柱穴型、②平行する縦溝型、③横溝型、④「コ」字型、⑤逆「コ」

字型、⑥「H」字型、⑦「八」字型、⑧向かい合うL字型、⑨その他の9類型に分類する。(註1)

【縄文時代中期末～後期初頭】縄文時代中期の出入口施設に関しては、その炉との位置関係より複式

炉との関連が指摘されている(酒井1987)。また青森県では明確な出入口施設の検出は乏しいが、壁
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第 1節検出遺構

Alズで竪穴住居跡 4軒、 t坑 9基、溝状土坑 2基、 B区で翌穴住屈跡 l軒、土坑 2基が検出された

が、ここでは A 区検出の縄文時代後期中葉～後茫と考えられる竪穴住居跡について考えてみたい.• A 

い検出の 1軒の竪穴住居跡は 3号住居跡出土の床面倒立設置上器から縄文時代後期後葉段階の集落跡

と捉えることができようぐ9 該期の竪穴住居跡は、主に八戸地方から岩丁県北部地方において数多く検

出されており、出人口施設とされる対になる柱穴• 平行する縦溝・ 「コ」字形をした溝か付設される

ものが見られる n 米山(2)遺跡A地区第1号住居と第 4号住居跡にもそれそれ「コ」字型と縦溝型の出

入口施設が見られるしまだ小径の壁柱穴が密に見られる場合も多い。この出入口施設と炉を結んだ線

を主軸としてその左右か線対称の構造をとるものか見られ、出人口の場所・方向か住屈の構造や規模

に影響する為に、 1中居跡構槃における選地段隋から主軸すなわち出入り［］の方向を應識していだもの

と若えられる。

1 岩手県・青森県の出入口施設検出例

東北地力北部の縄文時代後期の竪穴住居跡の出入口施設については、岩手県では二浦謙ーが都南村

湯沢逍跡の調杏においで炉跡に近い壁際に礫2個を平行させ埋置させたものなどを「出人口」状施設

を呼称している（岩手埋文 1978)つ同様の施設跡を二戸市寺久保造跡で調査した金十昭彦は、礫を利

用しだ施設を二戸市上村遣跡例もあわせて馬淵川中流域～北上川中流域に用いられた形態であるとし、

韮窪遺跡の15号・17号仕居跡検出の対になる上坑を馬淵川下流域にみられる別系統の出人口施設で、

後期中葉に盛行する出入口状施設に繋がるものであると述べているく＾）後期初頭～前葉とされる安代町

の扇畑 II遺跡では、平行する縦溝に接して、住届外側に平石による敷石が検出されており、敷石部と

床血かスロープ状をなし、関東地方に多い柄鏡閏住居との共通性か指摘され、敷石部の出入口機能を

想定しているり後期前葉以降の出入口施設は滝沢村卯遠坂遣跡・岩手町）II D II遣跡・西根村上斗内m遺

跡・一戸町椛の木遺跡・軽米町馬場野II遣跡・大日向 II遣跡・和当地 I遺跡・仄屋敷 Ia遺跡・北上市八天

逍跡（文献未人手）でも検出されている。青森県では中期末とされるものが丹後谷地追跡等で検出され

ている他、後朋初頭とされるものが八戸市丹後平迅跡・韮窪遺跡・牛ケ窪遣跡から検出されている。

後期前菱では六ケ所村大石平遺跡・上尾駁(2)遺跡・八戸市丹後谷地遺跡等から、後期中葉以降は大

畑町水木沢遺跡・八戸市丹後谷地遺跡・風張(1)遺跡・平舘村尻高(4)遺跡・金木町神明町・弘前市砂

沢遺跡等で検出されている。後期中葉以降になると類例も増加し、住居構造のひとつに出入口が明ら

かに組み込まれている。秋田県では鹿角市赤坂A遺跡（後期中葉） ・B遺跡（晩期）・虫内 I遺跡（晩期）

等で検出例がみられる。

2 出入り口施設の形態別分類

縄文時代後期の出入口施設を①2本柱穴型、②平行する縦溝型、③横溝型、④「コ」字型、⑤逆「コ」

字型、⑥「H」字型、⑦「八」字型、⑧向かい合う L字型、⑨その他の9類型に分類する。（註1)

【縄文時代中期末～後期初頭】縄文時代中期の出入口施設に関しては、その炉との位置関係より複式

炉との関連が指摘されている（酒井 1987)。また青森県では明確な出入口施設の検出は乏しいが、壁
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際の2本柱穴や柱穴が途切れる部分等に出入り口の存在を想定しているものが多い。丹後谷地42号住

居跡は2本柱穴型または縦溝型が付設され、中期末に既に縦溝型が構築されている。丹後谷地30号住

居跡では横溝型が検出されており、その両側が柱穴状となる。

【後期初頭】八戸地方では2本柱穴・縦溝型の他に牛ケ窪遺跡で張出部に2個の礫が組み合わされる

ものも見られる。湯沢遺跡・寺久保遺跡の礫を利用したタイプとの関連が想定される。また安代町

扇畑Ⅱ遺跡の出入口部敷石の住居はその系統が注目される。

【後期前葉】青森県での検出例が多いが2本柱穴型・縦溝型・横溝型に加え逆「コ」字型も現れ、上尾

駮(2)遺跡では張出部に2本柱穴が組み合わされるもの、丹後谷地遺跡では横溝の4隅に柱穴が掘られ

たものが見られる。

【後期中葉～後葉】中葉以降には、「コ」字型と「H」字型も多く見られるようになり、壁柱穴も非常

に密になり、主柱配置は4本柱を基本とする入り口側が狭くなる台形状を呈するものが多くみられる

ようになる。下北半島の大畑町水木沢遺跡だけは門道と考えられる張出部に2本の柱穴が組み合わさ

れるものが検出されており、溝状の施設構造はみられない。

3後期中後葉の出入口施設構造と上歴構造の復元の手掛かりについて

後期前葉段階の関東地方では住居外部にのびる溝状の施設が認められ、中期～後期にかけての柄鏡

型住居趾の張出部からの変化が、また後期中葉には出入口施設は東北地方同様に住居プラン内側に位

置し対状の溝となることが説明されている(山本1993)。

小宮恒雄は、縄文時代から平安時代までの住居跡の出入口遺構について論じており、逆「コ」字型

のものについて神奈川県三浦市赤坂遺跡の長軸15mの弥生時代中期の大型の住居例をあげ、住居内の

「壁溝に接した平行する2本の溝を先端近くでつないだコの字形のもので、溝内にはさらにいくつかの

小ピットが認められる。他に平行する2本の溝だけの例もあるが、いずれも中期の大型住居に限られ

る。これらはおそらく階段状の施設であろう。」と述べている(小宮1990)。

溝状の出入口施設の構造復元については、いくつかの事例が手掛かりになるものと思われるので列

挙したい。縦溝型の溝内柱穴の位置が、壁際や住居中心側に偏る例が多く見られること。「コ」字型

や「H」字型のものでは縦溝が横溝よりも深いこと。丹後谷地遺跡56号住居跡の縦溝中に河原石が据え

られていること。数本の柱を並べて打ちつけた結果、溝状形態を呈すると考えられるものが存在する

こと。「コ」字型・「H」字型の場合、住居内側に出入口に付帯すると考えられる小柱穴や溝が見られ

ること(風張(1)6住、米山(2)1住)。叺屋敷Ⅰa遺跡では出入口施設に伴うスロープが検出され

ていること。丹後平遺跡5号住居跡の「H」字型出入口跡から板状の炭化材が検出されていること。出

入口部外側が僅かであるが階段状をとどめているものがあること等である。これらの事例より、階段

またはスロープから続くステップ状の構造物の施設を想定したいが、梯子状施設の存在も考えら

れ東北地方北部のさらなる類例、北海道・東北地方南部・関東地方といった他地域の類例、研究結果

を検討することによって明らかになるものと考えている。

東北地方北部の後期中後葉の竪穴住唐跡の上屋構造は、出入口と炉跡を結んだ線を主軸とし主柱穴

が線対称に配されること、入り口側が狭くなる台形状に主柱穴が配されるものが多いこと、小径の壁

柱穴が密に配されること、炉跡が住居中心または出入口側によること、主軸上に炉跡を挟んで間隔12

0～150cmで深い柱穴が見られること(丹後平5住・8住、風張(1)9住・37住、砂沢1住)、主軸上の住居
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際の2本柱穴や杜穴が途切れる部分等に出人り口の存在を想定しているものか多い。丹後谷地42号住

居跡は2本柱穴型または縦溝型が付設され、中期末に既に縦溝型が構築されている。丹後谷地30号住

屈跡では横溝型が検出されており、その両側が柱穴状となるし

【後期初頭］八戸地方では2本柱穴・縦溝型の他に牛ケ窪遁跡で張出部に 2個の礫が組み合わされる

ものも見られる,,湯沢遺跡・寺久保遺跡の礫を利用したタイフ C との関連が想定される Q また安代町

扇畑 II遺跡の出入口部敷石の住居はその系統か注目される，ヘ

【後期前莱】青森県での検出例が多いが2本柱穴刑・縦溝型・横溝型に加え逆「コ」字刑も現れ、上尾

駁(2)遺跡では張出部に2本柱穴か組み合わされるもの、月後谷地遺跡では横溝の 4隅に柱穴が掘られ

たものが見られる。

［後期中葉～後葉］中唸以降には、「コ」字型と「H」字應も多く見られるようになり、壁柱穴も非常

に密になり、主杜配置は4本柱を基本とする入り口側か狭くなる台形状を呈するものが多くみられる

ようになる。下北半島の大畑町水木沢遺跡だけは門道と考えられる板出部に2本の柱穴が組み合わさ

れるものが検出されており、溝状の施設構造はみられないし

3 後期中後葉の出入口施設構造と上屋構造の復元の手掛かりについて

後期前葉段隋の関東地力`では住居外部にのびる溝状の施設が認められ、中期～後期にかけての柄鏡

型住屈址0)張出部からの変化か、また後期中葉には出人口施設は東北地方同様に住居プラン内側に位

置し対状の溝となることが説明されている（山本 1993)っ

小宮恒雄は、縄文時代から平安時代までの住居跡の出入口遣構について論じており、逆「コ」字型

のものについて神奈川県＝＿浦市赤坂遺跡の長軸1りmの弥生時代中期の大翌の住居例をあげ、住居内の

「壁溝に接した平行する2本の溝を先端近くでつないだコの字形のもので、溝内にはさらにいくつかの

小ピットが認められる。他に平行する2本の溝だけの例もあるが、いずれも中期の大刑住届に限られ

るr これらはおそらく階段状の施設であろう）」と述べている（小宮 1990)) 

溝状の出入口施設の構造復元については、いくつかの事例が千掛かりになるものと思われるので列

挙したいり縦溝別の溝内柱穴の位置が、繁際や住居中心側に偏る例が多く見られること Q 「コ」字型

や「H」字型のものでは縦溝が横溝よりも深いことー］月後谷地逍跡fi6号仕后跡の縦溝中に河原石か裾え

られていること。数本の柱を並べて打ちつけた結果、溝状形態を呈すると考えられるものが存在する

こと 「コ」字型・「日」字型の場合、住居内側に出入口に付管すると考えられる小杵穴や溝が見られ

ること（風張(1)6住、米山(2)1住）し吠屋敷 Ia選跡では出人U施設に1平うスローフ゜か検出各れ

ていること。丹後平遺跡 5号住居跡の「H」字型出入口跡から板状の炭化材が検出されていること。出

入口部外側が僅かであるが階段状をとどめているものがあること等である。これらの事例より、階段

またはスローフ゜から続くステッフ゜状の構造物の施設を想定したいが、梯子状施設の存在も考えら

れ東北地方北部のさらなる類例、北海道・東北地方南部・関東地方といった他地域の類例、研究結果

を検討することによって明らかになるものと考えている。

東北地方北部の後期中後葉の竪穴住居跡の上屋構造は、出入口と炉跡を結んだ線を主軸とし主柱穴

が線対称に配されること、入り口側が狭くなる台形状に主柱穴が配されるものが多いこと、小径の壁

柱穴が密に配されること、炉跡が住居中心または出入口側によること、主軸上に炉跡を挟んで間隔12

0~150cmで深い柱穴が見られること（丹後平5住 ・8住、風張(1)9住 ・37住、砂沢1住）、主軸上の住居
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東北地方北部 縄文時代後期 出入口施設を有する住居跡属性表

掲載ぬ 県名 町名 遺跡名 住居跡名 時期 出入りロタイプ 澁 方向 璧柱穴 炉跡 形態 主輪長 註 主柱 備考

66-01 青森 八戸市 丹後谷地 35住 叶(頃-Jc月木木 9 ) 2本柱穴 90 南東 土•器石埋1!11設 楕円 7.6 3.8 5本多角形 炉 2点確懃

66-02 青森 八戸市 丹後谷地 30住 千（珀大不木 9) 横溝型 60 北西 複式炉 円形 3.4 3.3 4本正方形

66-03 青森 八戸市 丹後谷地 42住 中期末 縦溝型 84 東 有 石囲l 楕円 4.9 5.6 の2個多一角対形 5組

66-04 青森 八戸市 丹後谷地 56住 後以期前前葉 縦溝型 50 南 有 石囲 楕円 4.5 48 5本多角形 出入口え溝られに河原石
が捉 ている

66-05 岩手 軽米町 馬場野1I Lill-03 後期初頭 縦溝or2本柱穴 60 南東 多 地床？ 楕円 3.8 4.1 4本台形 壁集柱中穴すはる部分的に

66-06 岩手 安代町 扇畑II I II c 6 前後期葉初～ 平行線型＋敷石 60 北 多数 地床炉 円形 5.0m 4.8m 4本台形
翻み出入しめ猛口ら施れ殷閤て外い堅側るくに踏

66-07 岩手 二戸市 寺久保 9号住 後期初頭 礫立て2点たを平行して 50 北 石囲 円形？ 35 3.5 
もの

66-08 岩手 二戸市 寺久保 4号住 後期初頭 扁平て礫立て2点たを平行 80 北西 石囲？ 円形？ 44 4.4 
礫間は堅く踏まれ

し たもの ている

66-09 青森 六ケ所村 大石平 8住 前葉(+I) 逆「コ」字型 60 南東 有 楕円

66-10 青森 六ケ所村 上尾駿(2) CJ -102 前葉(+I) 縦溝型 60 南 有 用主柱・室吐煮 主軸上に柱穴

66-11 青森 八戸市 丹後谷地 36住 後期前葉 横の溝柱の穴周囲に 4本 60 南東 有 地床 楕円 2.9 34 4本台形 出入横口溝部のが深4本い柱
より

66-12 青森 八戸市 丹後谷地 34住 後以期前中葉 「H」字型 48 南東 多 地床 円形 3.9 37 4本 広（出く入桟口い昴揖）り方が甫東椙
を除きめぐる

66-13 青森 八戸市 丹後谷地 28住 後（期十前腰葉内I) 逆「コ」字型 54 東 有 地床 円形？

後以期前中葉
出入口のに南対北溝は深

66-14 青森 八戸市 丹後谷地 32住 「H」字型 90 南東 多 地床 楕円 4.5 52 7本多角形 さ30cm して東西
溝は10呻と浅い

66-15 青森 八戸市 丹後谷地 24住 後（期十腰中葉内II) 「HJ字型
60-

南東 多 地床 楕円 5.7 63 4本台形 建替え有り
96 

66-16 青森 八戸市 丹後谷地 22住 後期中葉 「コJ字型 80 東 多 地床 円形 62 62 4本台形 建替え有り

66-17 青森 八戸市 丹後谷地 20住 後期中葉 変形逆「コ」字型 120 南東 多 地床 不整円形 63 68 6本台形

66-18 青森 八戸市 丹後谷地 23住 後期中葉 変形「コ」字型 70 東 多 地床 円形 5.3 53 4本台形

70-
炉をはさんで王輪上に

66-19 青森 八戸市 丹後平 5住 後期中葉 「H」字型
90 

南東 多 地床 楕円 4 4,3 4本台形 柱か穴ら板(120cm状炭幅化）材，を出検入出日

66-20 青森 八戸市 丹後谷地 49住 依以郎前佼宗 逆「コ」字型 50 南 有 地床 楕F'l 2.4 2,7 4本台形

66-21 青森 八戸市 丹後谷地 48住 1以友郎前1友采 「コ」字型 90 東 多 地床 楕円 4.5 5.6 4本台形 建替え有り

66-22 青森 八戸市 丹後谷地 46住 後期後葉 縦溝型 70 東 多 地床 楕円 5.4 5.9 6本多角形

66-23 青森 八戸市 風張(!) 6住 後期中～後 変形「コ」字型 80 南西 多 地床 一部内湾 5.8 7.2 4本台形 す出る入小口p付itと近溝に検付出帯

66-24 青森 八戸市 風張(1) 4住 後期中～後 「コ」字型 70 西 多 地床 一部内湾 6.1 5.5 4本長方形

66-25 青森 八戸市 風張(1) 50住 後期後葉 「コ」の字型 80 南東 多 地床 円形 5 5.1 4本台形

67-26 青森 八戸市 風張(1) 15住 後期後葉 「H」字型
70-

南 多 地床 楕円 4.9 6.2 4-5本台形 出穴有入口・合縦掌構土壁偶際出に土柱
90 

67-27 青森 南漑村 水吉 4住 後I多期遮中～ 張出部＋縦溝 70 南 有 地，，床1111or 隅丸方形 3.3 3.2 4本台形
出入口に張り出し
部有り

67-28 岩手 軽米町 大日向II SA63住 後期中葉 縦溝型 70 南東 多 地床 一部内湾 4.6 5.6 主軸状に棟持吋主？

67-29 岩手 軽米町 大日向1I HI-4住 後期後葉 縦溝型 70 東 多 地床 楕円 45 4.9 複合台形？ 靭閲入秘口｛揖10雌4と柱・頌樹鵞寺ち懃柱’・

67-30 岩手 軽米町 大日向 II H[-8c住 後期後葉 横溝型・ 2本柱穴
70~ 

東 地床 楕円 36 4.2 4本台形 棟持ち柱？
80 

67-31 岩手 軽米町 大日向II S A64住 後期中葉 縦溝型 90 南 多 地床 一部内湾 4 47 主軸状に棟持ち柱？

67-32 岩手 一戸町 椛の木 S I 04住 後期後葉 「コ」字型
70-

南東 地床 一部内湾 4.8 5.5 の6本変則又台は形8本 大柱穴日配向HI -4 と
80 置類似

67-33 岩手 岩手町 JIIロ1I BD2住 後期中葉 逆「コ」字裁 80 南 多 地床炉 楕円 4.8 5.4 

67-34 青森 大畑町 水木沢 5住 後期後葉 張出部+2本柱穴 100 東 石囲 不整楕円 5.5 6.4 4本台形

67-35 青森 六ヶ所村 上尾敷(2) l住 後期後葉 縦溝型 40 南 有 地床 楕円 2.8 3.2 士用↑±•室仕兼

67-36 ,.."杯,,. 平舘村 尻高(4) 2住 後（十期腰内IV) 「コ」字型 60 南 少 地床炉 楕円 4.4 54 4本台形

炉主軸をはさむ主輪上の柱穴・

67-37 青森 弘前市 砂沢 1住 後期後葉 「コ」字型 60 南東 多 地床 4.5 4本台形
II)翡入口反対側II)壁

外縦構に壁2本憬のに柱杵穴穴 ・出入口

67-38 青森 青森市 米山(2) 1住 後期後葉 「コ」字型
80-

南東 多 地床 楕円 5.9 7.6 6本変則台形
110 

67-39 青森 青森市 米山(2) 4住 後期後葉 縦溝型 60 南東 多 円形 4.1 4,6 

67-40 青森 金木町 明神町 5住 後期中葉 「コ」の字型 80 東 地床 楕円 5.4 6.1 4本台形

67-41 秋田 鹿角市 赤坂A 106住 後期中葉 縦溝型 70 南 地床炉 円形 4.3 

67-42 秋田 小坂町 白長根 I S I 06住
後期中～

縦溝型 60 北東 多 地床 円形 33 3.6 4本
後葉

67-43 岩手 軽米町 馬場野ll MV-01 後期中葉 縦有溝）型（作り替え 60 南東 有 地床 楕円 4.7 5.2 

67-44 岩手 軽米町 馬場野1I L ID-01 後期末葉 縦型溝型→ IL」字 80 南東 多 地床 暫冦 6 6.3 6本長方形？ 排に水有用り ？の溝床面

67-45 青森 南郷村 石郎窪ェ門次 3住 後期中葉 「八」字型 60 南東 多数
地床 不整七干隅ク丸 26 2.9 4本台形 建替え 2回
炉？

縦溝型→ 「八」字 住叩立居て四方内ら溝れの基儡て点い平るになは4067-46 秋田 鹿角市 赤坂B 103住 晩期前葉
型

75 南 多数 石囲炉 円形 5.4 5.4 石が

（註）住居の主軸、直交軸、出入り口中心幅の計測には報告書中の図面（多くが1/60)を用いた。主軸、直交軸規模の計測には竪穴下部の床面を用いた。
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第3編米山(2)遺跡

図66東北地方北部出入口施設を有する竪穴住居跡①(縄文時代後期中心)(S=1/160)
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図66
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図67東北地方北部出入口施設を有する竪穴住居跡②(縄文時代後期中心)(S=1/160)
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44. 馬場野 II・Lffi-01住
（後期末葉）

46. 赤坂B・103住
（晩期前葉）

図67 東北地方北部出入口施設を有する竪穴住居跡② （縄文時代後期中心） (S = 1 /160) 
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第3編米山(2)遺跡

奥側または住居外に柱穴をもつものが見られることなどが手掛かりとなろう。

(註1)各類型の事例については住居跡属性表において記してある。

(註)米山(2)遺跡第1号住居跡の南側のプラン復元には、当住居跡の東側の壁柱穴の延長による推定を

試みたが、その場合出入り口施設が大きく住居プランの内側に入り込むこととなり、建替えの跡も見

られない事から、他遺跡の類例(風張(1)遺跡4住・6住、椛の木遺跡SI04住)を参考に出入口部の壁面

を内側に湾曲させる形態と考えた。

第2節各時期の概観
1縄文時代中期

円筒上層b式から円筒上層c式期の土器が、B区の北西部に集中して出土している。扇形突起に縄

文圧痕が施される幅広の隆帯が付され、隆帯間に縄文原体側面圧痕によるC字形の押圧列が施される

ものと四角形や円形の刺突が施されるものがみられた。一般に「C字形押圧列」→「工具による刺突

列」へと時間的に変化するものとされている。また円筒上層b式期にはC字形押圧列の他に隆帯間に

縄文の側面圧痕が施されると理解されている。当遺跡ではこれらの特徴を有するものの他に、隆帯間

の側面圧痕(b式的要素)と工具による刺突列(c式的要素)が組み合わせられるものが存在している

(72～76)。

2縄文時代中期末(大木10式期)

B地区南東部の尾根地形から沖積中位面への移行部に位置するⅥI-271グリッドにおいて、大木

10式期の竪穴住居跡が確認されている.床面から出土した14の土器は文様帯が上半部に限られること・

その為に文様が横方向に展開すること・無文部が文様を構成することから大木10式第二段階(丹羽

1989、松本1999)のものと考えられ、同様の土器は山崎遺跡・泉山遺跡でもみられる。同時期の遺

物は第5号住居跡付近の他に、B区北西部でも出土している。

3縄文時代後期初頭

大木10式と十腰内Ⅰ式の間に位置する後期初頭には3段階程の時期の介在が想定されており、当遺

跡の南西6.25kmに位置する螢沢遺跡を標識遺跡とする「螢沢式」の捉え方によって大きく異なる2

つの編年案が示されている(成田1981・1989　本間　1985・1987・1988)。本間が「螢沢式」にみられ

る方形区画文系統(螢沢第3群)と三角形区画文系統(螢沢第1群・第2群)の装飾を別系統同時存在と

とらえるのに対し、成田は両者を時期差ととらえ、「螢沢式」を「沖附(2)式」(螢沢第3群)と「弥栄

平(2)式」(螢沢第1群・第2群)に細別し前者から後者への変遷を考えている。

螢沢式期の土器がA区の南西部、B区の南半部主に第5号住居跡周辺で少量出土しており、B区の

ものは螢沢第1群を主とし、磨消縄文を伴う第2群・第3群は見られない。ただ122～126は器面の磨

耗が著しいため、判別が困難であるが磨消縄文が施される可能性もある。

当遺跡では、隆線により文様が構成される土器が少数であるが検出されており、ⅥJ-271出土の1

15は狩猟文土器の要素である上方に向かって開く綾杉状の樹木様モチーフが断面三角形と台形の2

種の隆線で構成されている。両者の使い分けは意図的のようで、樹木の幹にあたる部分には左右2本

の隆線上面が狭い断面三角形のものを選択し、そこから斜め上方に伸びる枝と考えられる部分には台

形状のものを選択し、またその上面に縄文を転がすことによって葉が生い茂る様を表現しているよう
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（註1)各類型の事例については仕屈跡属性表において記してある。

（註）米由(2)遣跡第1号住居跡の南側のプラン復元には、当住居跡の東側の壁杜穴の延長による推定を

試みたか、その場合出人り n施設が大苔く住屈プランの内側に入り込むこととなり、建替えの跡も見

られない事から、他遣跡の類例（風張(1)遣跡4住 ・6住、椛の木遺跡SI04住）を参若に出人口部の壁面

を内側に湾曲させる形態と考えた 0

第 2節各時期の概観

1 縄文時代中期

円筒上層 b式から円筒上層 c式期の土器か、 B区の北西部に集中して出土している 3 扇形突起に縄

文げ痕が施される幅広の院瞥か付され、降情間に縄文原体側面）王痕による C字形の押圧列が施される

ものと四角形や円形の刺突が施されるものがみられたー一般に「C字形押圧列」→ 「エ具による刺突

列」へと時間的に変化するものと各れているつまた円筒上層 b式期には C字形押圧列の他に隆帯間に

縄文の側面圧痕が施されると理解されている。門遺跡てはこれらの特徴を有するものの他に、隆骨間

の側面！玉痕(b式的要素）とt具による刺突列(C式的要素）が組み合わせられるものが存在している

(72-76)。

2 縄文時代中期末（大木10式期）

B地区南東部の尾根地形から沖積中位血への移行部に位置する VII -271グリッドにおいて、大木

10式期の竪穴住居跡が確認されている．床面から出土した14の土膀は文様帯が上半部に限られること・

その為に文椋が横力向に展開すること・無文部が文椋を構成することから大木10式第二段階（丹羽

1989、松本 1999)のものと考えられ、同椋の土器は山崎逍跡・泉じ1逍跡でもみられる，3 同時期の追

物は第 5号住居跡付近の他に、 B区北西部でも出上している 0

3 縄文時代後期初頭

大木］（）式と十腰内 I式の間に位置する後期初頭には 3段階程の時期の介在が想定されており、当遺

跡の南西6.25kmに位置する螢沢遺跡を標識遣跡とする「蟄沢式」の捉え方によって大きく巽なる 2

つの編年案が示されている（成川 1981・1989 本間 1985・198 7・1988)。本間が「蛋沢式」にみられ

る方形区両文系統（螢沢第 3 群）と三角形区画文系統（螢沢第1群• 第 2群）の装飾を別系統同時存在と

とらえるのに対し、成田は両者を時期差ととらえ、「螢沢式」を「沖附(2)式」（螢沢第げ群)と「弥栄

平(2)式」（螢沢第 1 群•第 2 群）に細別し前者から後者への変遷を考えている。

螢沢式期の土器がA区の南西部、 B区の南半部主に第 5号住居跡周辺で少量出土しており、 B区の

ものは螢沢第 1 群を主とし、磨消縄文を伴う第 2 群• 第 3群は見られない。ただ122~126は器面の磨

耗が著しいため、判別が困難であるが磨消縄文が施される可能性もある。

当遺跡では、隆線により文様が構成される土器が少数であるが検出されており、 VIJ -271出土の1

15は狩猟文土器の一要素である上方に向かって開く綾杉状の樹木様モチーフが断面三角形と台形の 2

種の隆線で構成されている。両者の使い分けは意図的のようで、樹木の幹にあたる部分には左右2本

の隆線上面が狭い断面三角形のものを選択し、そこから斜め上方に伸びる枝と考えられる部分には台

形状のものを選択し、またその上面に縄文を転がすことによって葉が生い茂る様を表現しているよう
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にも思われる。縄文も絵画要素の一部であって、無意味に施文されているのではないと考えたい。土

器片の左下に部分に、先端の尖った横向きのラグビーボール形の隆線内にさらに隆線が施されるモチー

フがみられるが、これは樹木以外のものを表現しているために縄文を施す必要も無く、断面三角形の

隆線が選択されている。螢沢式とほぼ同じ出土分布を示す。

4縄文時代後期中葉～後葉

A区で後期中葉～後葉の竪穴住居跡が4軒検出されている。第3号住居跡からは意図的に設置され

たまま埋納されたと考えられる、倒立状態の深鉢・鉢形土器が3点検出されている。B区ではほぼ全

域から土器片の出土がみられるが、主に後期中葉にあたるものが主体を占める。

5縄文時代晩期・弥生時代

A地区で、後期中葉～後葉の住居跡近辺から土坑が検出されている。第1号土坑からは小型有文台

付鉢(図46-1)と小型粗製深鉢(図46-2)が底面より10cm程上位で検出された。台付鉢は三又の突

起が4単位付され、波頂部に円の両端が横に引っ張られたようなモチーフを配し、その間を上下の弧

状沈線で埋めている。弧状沈線以下の頸部は横位の箆ナデによって無文となり、体部は単節LRが斜

行し、台部は無文となる。小型ではあるが、内面には炭化物の付着が見られる。この小型台付鉢の装

飾は、口頸部文様は縄文時代後期終末に見られるような構成であり、玉抱き三叉文の祖形またはバリ

エーションとも考えられよう。円の両端の引っ張りと上下の弧線が合体し三叉文化することによって

玉抱き三叉文化する。上下の弧状沈線は後期後葉の(木葉状)縄文帯の区画線の名残とも考えられよう。

また後期後葉にみられる肩部に貼瘤が付され、貼瘤間を弧状沈線で結ぶ小型壷・小型台付鉢や突起下

に円形モチーフを配しその間を縄文帯の一部をなす上下の弧線が埋める有文深鉢の文様モチーフに系

統が辿れよう。突起部は後期後葉に盛行した内外面に肥厚するものとは異なり、器厚と同程度である。

文様構成は後期的、突起は晩期的、器形は縄文時代晩期初頭に見られるものであり、編年的位置付け

に苦慮する。共伴した小型深鉢は単節LR斜行縄文が施され、底部は若干の上げ底となり、口縁部の

肥厚は認められない。土器の諸特徴より、第1号土坑の帰属時期は、縄文時代後期終末～晩期初頭と

しておく。東北北部の後期後葉の土器群の実態と大洞B式期後半段階の土器群を明らかにすると共に、

近年、須藤隆・関根達人らによって明らかにされつつある北上川流域の縄文時代後期終末～晩期初頭

の土器型式変化の様相を踏まえた上で、津軽地方の後期末葉～大洞B式期前半の様相が追及されるべ

きである。第3号土坑でも底部の作りが第1号土坑出土土器と類似し、節が非常に細かい単節LR斜行

縄文が施される縄文時代晩期前葉と考えられる小型深鉢が出土している。B区のⅥK-270・271では、

完形品の小型壷が2点(193・197)出土した。193は胴部文様帯の上下に横位連続工字文風の文様を描

き、その中間にZ字型の構成をとる入組文が描かれる。その文様要素は渡島半島南部から青森県に分

布するとされる晩期中葉後半～後葉前半段階の聖山式にみられるものである。

(永嶋豊)
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にも思われる。縄文も絵画要素の一部であって、無意味に槌文されているのではないと考えたいc 土

器片の左下に邸分に、先靖の尖った横向きのラグビーボール形の隆線内にさらに隆線が施されるモチー

フがみられるが、これは樹木以外のものを表現しているために縄文を槌す必要も無く、断面二角形の

條線が選択されている u 蟄沢式とはぱ同じ出上分布を示すし

4 縄文時代後期中葉～後葉

A区で後期中葉～後葉の竪穴仕居跡が4軒検出されているし第 3号仕居跡からは意図的に設置され

たまま埋納されたと各えられる、倒立状態の深鉢．鉢形土器が 3点検出されている。 B区ではほぼ全

域から士器片の出土がみられるが、主に後期中葉にあたるものが主体を占める。

5 縄文時代晩期・弥生時代

A地区で、後期中策～後鮒の住居跡近辺から土坑か検出されている C 第 1号土坑からは小型有文台

付鉢（図46-1)と小犯1祖製深鉢（図46-2)が底面より 10cm程上位で検出された。台付鉢は三又の突

起が 4単位付され、波頂部に円の両端か極に引っ張られたようなモチーフを配し、その間を上下の弧

状沈線で埋めている。弧状沈線以下の頸部は横位の箆ナデによって無文となり、体部は単節LRが斜

行し、台部は無文となるい小型ではあるが、内面には炭化物の付着が見られる，：，この小型台付鉢の装

飾は、 U頸部文椋は縄文時代後期終末に見られるような構成であり、干抱き二叉文の祖形まだはバリ

エーションとも若えられようし＂円の両端の引っ張りと上下の弧線が合体し三叉文化することによって

玉抱苔三叉文化する,,上ドの弧状沈線は後期後葉の（木葉状）縄文帯の区圃線の名残とも考えられよう。

また後期後葉にみられる肩部に貼瘤が付され、貼廂間を弧状沈線で結ぶ小型壺・小型台付鉢や突起下

に円形モチーフを配しその間を縄文帯の一部をなす上下の弧線が埋める有文深鉢の文様モチーフに系

統が辿れようい突起邸は後期後葉に盛行した内外面に肥厚するものとは異なり、器厚と1口］程度である。

文様構成は後期的、突起は晩期的、器形は縄文時代晩期初頭に見られるものであり、編年的位置付け

に苦慮する 3 共伴した小刑深鉢は単節LR斜行縄文が施され、底部は若干の上げ底となり、口縁部の

肥厚は認められない。上器の諸特徴より、第 1号土坑の婦属時期は、縄文時代後期終末～晩期初頭と

しておくっ東北北部の後期後葉の十．器群の実態と大桐B式期後半段階の土化闘群を明らかにすると共に、

近年、須藤院• 関根達人らによって明らかにされつつある北上川流域の縄文時代後期終末～晩期初頭

の土器型式変化の様相を踏まえた上で、津軽地方の後期末葉～大洞B式期前半の様相が追及されるべ

苔である，」第，3号土坑でも底部の作りが第1号土坑出土土器と類似し、節が非常に細かい単節LR余1行

縄文が槌される縄文砕代晩期前策と考えられる小型深鉢が出土している。 B区のVIK-270・271では、

完形品の小型壷が2点(193・197)出土した。 193は胴部文様帯の上下に横位連続エ字文風の文様を描

き、その中間に Z字型の構成をとる入組文が描かれる。その文様要素は渡島半島南部から青森県に分

布するとされる晩期中葉後半～後葉前半段階の聖山式にみられるものである。

（永嶋豊）
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図68山下遺跡出土土器集成図(S=1/6)
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図68 山下遺跡出土土器集成図 (S=1/6)
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図69米山(2)遺跡出土土器集成図(S=1/6)
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図69 米山(2)遺跡出土土器集成図 (S=1/6)
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山下遺跡 II.米山(2)遺跡

山下遺跡出土土器観察表 1

No. 出土区 出土地 遺構 層 器種 口縁 口 頸 部 胴 部 地文 内面調整 沈緑I届 備 考 同一

1 試拇区 II J 187 ill 不明 ナデ
底面に 2mmの沈線状
の圧痕有

2 試据区 II N187 I ナデ 器表面磨耗砂粒多

3 試掘区 II Q195 深鉢 不明＋地文 RL斜行 ナデ 底面原体痕有

波頂部から1条の隆
4 試据区 V A177 II 亜- 平坦 原体圧痕 (R) 原体圧痕 (R) R 不明 帯垂下する円筒下居

d 2式

5 試掘区 IIIN194 I 深鉢 波状 原体圧痕 (R)内面に隆線有 R ナデ

6 試掘区 V D182 m 深鉢 波状 原体圧痕 (L) 原体圧痕 (L) L 不明
口唇外側にもLの側
面圧痕

7 試掘区 N186 Il 深鉢 縄文 • 平行沈線 RL斜行 不明 4 

8 試掘区 N Pl75 I 深鉢 平坦 楕円文 RL斜行 ミガキ 4 

， 試掘区 VA~F 
III 深鉢 平坦 楕円文 楕円文 無 不明 4 

174-175 

10 試掘区 VB184 m 深鉢 平坦 楕円文 ・縄文 RL斜行 不明 2 
沈描断面V字形でシャー
プな線、内面沈線有

11 試据区
VA-F 

III 深鉢 平坦 楕円文 楕円文 LR斜行 不明 2-3 器厚 4-6mmと薄手
174-175 

12 試据区 VJ 175 Il 深鉢 平姐 平行沈線 沈線文・縄文 LR斜行 不明 3 充填縄文

13 試掘区
VA-F 

III 深鉢 平坦
口唇直下に横走沈線 1本。

条痕 不明 2 砂粒多
174-175 その下は横方向の条線

14 試掘区
VA~F 

III 深鉢 波状 沿口沈線＋刺突 不明 3 刺突径 3mm 
174-175 

15 試掘区
VA~F 

ill 深鉢 波状 楕Pl文 RL料行 ミガキ 2 
174~175 

16 試掘区 VE114~115 I 深鉢 波状 沿口沈線 不明 ナデ 3 
内面口唇肥序
外側沈線祖雑

17 試掘区
VA~F 

皿 深鉢 波状 沿口沈線 楕円文 LR斜行 ナデ 2 
174-175 

18 試掘区
VA~F m 深鉢 波状 沿口沈線 RL斜行 ミガキ 3 

口縁部隆帯上に縄文
174-175 施文

19 試掘区
VA-F 

宰- 平坦 縄文 縄文 無 ナデ 4 口唇部等に刺突
174-175 

20 試掘区
VA-F 

Ill 亜ギ 平坦 楕円文 楕円文 無 ナデ 4 
19・21・22・ 

174-175 23・24 

21 試据区
VA-F 

III 亜- 平坦 楕円文 無 ナデ 4 
174-175 

22 試楓区
VA-F 

III 亜ギ 楕円文 無 ナデ 4 
横型橋状把手に楕円

174-175 文

23 試掘区
VA~F 

III 恒~ 楕円文十三角状文 鯉 ナデ
174-175 

24 試掘区
VA-F 

III 亜- 楕円文 無 ナデ 4 
横型橋状把手に楕円

174-175 文

25 試掘区 VE174-175 I 深鉢 波状文風モチーフ・充填縄文 RL斜行 ミガキ 3 

26 試掘区 VD182 皿 深鉢 平担 無文 無文 LR斜行 ナデ 充填縄文

27 試掘区 VC174 Il 深鉢 平知 平行沈線 縄文 RL斜行 ナデ 1 内面炭化物付着

28 c区 V K183 6号土坑 深鉢 平坦 平行沈線 ・楕円文
上半楕円文・下半三角状モ

RL斜行 ミガキ 2-3 体部外面に炭化物付着
チーフ

29 c区 V Kl83 6号土坑 覆土 28 

30 c区 V Kl83 6号土坑 覆土 28 

31 c区 V K183 7号土坑 覆土 深鉢 網目状撚糸文 (R) 網且撚糸 ナデ

32 c区 V K183 7号土坑 深鉢
底部から 6-7 cmの無文部 多蒻絡状

ミガキ
に丁寧なミガキ 体（頸RI

33 c区 VI 184 埋設土器 深鉢 平知 縄文 縄文 RL斜行 ミガキ 埋設土器本体

34 c区 VI 184 埋設土器 I 深鉢 無文 無 ミガキ 埋設土器粘土蓋

35 c区 VI 184 埋設土器 I 深鉢 楕円文 無 ミガキ 2 4 埋設土器粘土蓋

36 c区 VI 184 埋設土器 I 深鉢 楕円文 LR斜行 ミガキ 埋設土器粘土蓋 34 

37 c区 VI 184 埋設土器 I 深鉢 楕円文 LR斜行 ミガキ 2 埋設土器粘土蓋 34 

38 c区 VI 184 橋状把手
縦横区画内に円形モチーフを

無 ミガキ 3 器厚 7mm 39・40 
構成しその間に他文様充填

39 c区 VI 184 III 登- 楕円文で構成される円形モチーフ 無 ミガキ 2-3 38 

40 c区
V I 184 

皿 浬-
円形モチーフ間を他の文様

無 ミガキ 2-3 
外傾または水平の粘土

38 
VI 185 で充填 帯積上げ

41 c区
VI 184 

III 亜ギ 平坦 楕円文
楕円文区画中に入組状文と

無 ミガキ 3 
VI 185 ＝角状モチーフ

42 c区 VI 185 III 亜ギ 楕円文区画中に入組状文と
無 ミガキ 3 41 

三角状モチーフ

43 c区 VI 184 III 亜ギ 平坦 楕円文・一部流水文化 無 ミガキ 4 
隆線剥落部、下描き
沈線表出

44 c区 VI 184 m 壷
把手装飾は、 上面側が入組状文・

楕円文＋入組み状文 無 ミガキ 4 橋状把手 5単位
下面側が楕円文状モチーフ

45 c区 VI 184 Ill 亜ギ 平知 楕円文 無 ナデ 4 

46 c区 VI 184 皿 車ギ 楕円文 無 4 橋状把手

47 c区 VI 185 III 亜- 楕円文 楕円文 無 ミガキ 3 

48 c区 VI 184 皿 車ギ 楕円文 無 ナデ 4 

49 c区 VI 184 m 亜- 無 ナデ 底部付近無文

50 c区 VI 184 m 亜ギ 楕円文 無 ナデ 4 

51 c区 VI 184 ill 深鉢 波状 沿口沈線楕円文 楕円文 無 不明 3 沈線断面V字形

52 c区 VI 185 III 深鉢 平坦 楕円文 無 ナデ 4 

53 c区 VI 184 ill 深鉢 平担 楕円文 無 ミガキ 3 沈線断面V字形

54 c区 VI 184 ill 深鉢 平坦 無文 無文 無 ミガキ 粘土帯 2cm以下
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土器観察表

山下遺跡出土土器観察表 2

No 出土区 出土地 遺構 屈 器種 口縁 D 頸 部 胴 部 地文 内面調整 沈線幅 備 考 同一

55 c区 VI 184 III 深鉢 波状 楕円文 無 不明 3 

56 c区 VI 184 III 深鉢 波状 沿口沈線 ・楕円文 沈線 無 ミガキ 3-4 

57 c区 VI 185 III 深鉢 平坦 縄文 無 ナデ 4 器表面摩減

58 c区 VK181 ill 深鉢 平拍 楕円文 楕円文 無 ミガキ

59 c区 VJ 187 ill 深鉢 平姐 楕円文 無文？ 無 ミガキ 外面体部下半丁享なミガキ

60 c区 V K180 Ill 深鉢 平坦 楕円文 無 ナデ 2 

61 c区 VM185 III 深鉢 平坦 楕円文 楕円文 LR斜行 ナデ 2 

62 c区 VM185 III 深鉢 平TS 平行沈線・楕円文 無 不明 4 

63 c区 V L186 川 深鉢 平坦 平行沈線 楕円文 無 ミガキ 2 

64 c区 VI 180 llJ 深鉢 平坦 楕円文 渦巻状文 無 ミガキ 2 

65 c区 VM185 Ill 深鉢 平担 楕円文 RL斜行 ミガキ 2-3 

66 c区 VM185 Ill 深鉢 平坦 楕円文 LR斜行 ミガキ 3 

67 c区 V K180 m 深鉢 平坦 平行沈線 無 ナデ 2 

68 c区 VI 180 m 深鉢 平坦 平行沈線 ミガキ 5 

69 c区 V K184 ill 深鉢 波状 沿口沈線・楕円文 楕円文 鯉 ミガキ 3 

70 c区 V K184 皿 深鉢 波状 楕円文 箆状工具で深く施文 RL斜行 ミガキ 3 

71 c区 VH181 m 深鉢 波状 楕円文 無 不明 4 器表面摩滅

72 c区 V K184 m 浅鉢 波状 楕円文 無 ミガキ 3 

73 c区 VI 180 m 深鉢 波状 沿口沈線 楕円文 無 ミガキ 4 

74 c区 VI 180 皿 深鉢 波状 沿口沈線 楕円文 無 ミガキ 3 

75 c区 VG181 m 深鉢 波状 沿口沈線楕円 文 隆帯 LR斜行 ミガキ 2 5 

76 c区 VJ 185 Ill 深鉢 波状 沿口沈線 無 不明 4 

77 c区 VK186 III 深鉢 波状 楕円文 無 ナデ 3 波頂部下に縦の隆帯

78 c区 VM185 m 深鉢 波状 楕円文 不明 ミガキ 3 

79 c区 V L183 ill 深鉢 波状 楕円文 無 ナデ 3 

80 c区 V 1183 ill 深鉢 平坦 楕円文 無 ナデ 3 79 

81 c区 V Ll83 m 深鉢 波状 楕円文 無 ナデ 3 79 

82 c区 V F182 m 深鉢 波状 沿口沈線 ・楕円文 無 ナデ 3 内面沈線

83 c区 VE182 m 深鉢 4 沿口沈線・ 楕円文 無 ナデ 3 内面側に口縁部折返し

84 c区 V Kl84 皿 深鉢 波状 沿口沈線 無 不明 3 

85 c区 VK184 皿 深鉢 波状 沿口沈線 沈線文 RL斜行 ミガキ 2 外面丁寧なミガキ

86 c区 VK184 Ill 深鉢 波状
沿口沈線楕円文間に箆状

無 ミガキ 3 
工具による刺突

87 c区 V G184 ill 深鉢 波状 沿口沈線 楕円文 無 ミガキ 3 

88 c区 V K184 Ill 深鉢 波状 楕円文 無 ナデ 3 

89 c区 V K184 III 深鉢 波状 沿口沈線楕円 文 無 ミガキ 3 

90 c区 V Gl84 m 深鉢 波状 楕円文 RL斜行 3 

91 c区 V L186 III 深鉢 4 沿口沈線 無 ナデ 2 

92 c区 V F183 III 深鉢 波状 沿口沈線 無 ミガキ 2 

93 c区 VJ 185 III 深鉢 波状 沿口沈線楕円文 無 不明 3 
94 c区 V E!82 皿 深鉢 楕円文 無 ナデ 3 

95 c区 V E182 m 深鉢 楕円文 無 ナデ 3 

96 c区 V E182 III 深鉢 楕円文 無 ナデ 3 

97 c区 VMl85 皿 深鉢 楕円文 RL斜行 ミガキ 3 充填縄文

98 c区 VI 186 III 深鉢 楕円文 無 ミガキ 2 器表面摩滅

99 c区 VK181 m 深鉢 楕円文 無 ナデ 3 
100 c区 VM185 皿 深鉢 楕円文 RL斜行 ナデ 4 充填縄文

101 c区 VH185 m 深鉢 RL斜行 ナデ 3 充填縄文

102 c区 VM185 m 深鉢 LR斜行 ナデ 3 充填縄文

103 c区 VM185 ill 深鉢 LR斜行 ミガキ 2-3 充填縄文

104 c区 VK184 m 深鉢 波状 波状文？ 不明 4 突起下口縁肥厚

105 c区 VE184 I 深鉢 平坦 楕円文？ 無 ミガキ 3 左右対象の文様

106 c区 VM185 Ill 深鉢 平坦 沈線文 沈線文 無 ナデ 2 

107 c区 VK186 皿 深鉢 平坦 無文 無文 無 ミガキ 口唇部肥厚

108 c区 V K184 m 深鉢 平坦 縄文 純文 LR斜行 ナデ
地文原体口縁部横回

転

109 c区 VK184 皿 深鉢 平垣 縄文 縄文 LR斜行 ナデ 108 

110 c区 VM185 III 深鉢 平坦 縄文 縄文 LR斜行 ナデ 108 

111 c区 VM185 Ill 深鉢 平坦 縄文平行沈線 縄文 LR斜行 ナデ 3 器表面剥落

ll 2 c区 V K186 m 深鉢 平坦 網目状撚糸文 (L) 網目状撚糸文 (L) 網廿柩糸 ミガキ

113 c区 V K186 m 深鉢 平担 網目状撚糸文 (L) 網目状撚糸文 (L) 網廿撚糸 ミガキ 口唇部平坦

114 c区 VI 180 III 深鉢 平坦 網目状撚糸文 (L) 網目状撚糸文 (L) 網目撚糸 ミガキ 口唇部にも撚糸文

115 c区 VM185 皿 深鉢 平坦 網目状撚糸文 (L) 網目状撚糸文 (L) 網甘捗糸 ミガキ
地文原体口縁部横回

転

116 c区 VM185 Ill 深鉢 平坦 網目状撚糸文 (R) 網目状撚糸文 (R) 網廿撚糸 ナデ

117 c区 VM185 III 深鉢 平坦 網目状撚糸文 (R) 網目状撚糸文 (R) 網田撚糸 ミガキ 口唇部平姐

118 c区 V LJ83 ill 深鉢 平担 網目状撚糸文 (R) 網目状撚糸文 (R) 網且撚糸 不明 砂粒多

J19 c区 VM185 Ill 深鉢 平坦 網目状撚糸文 (R) 網目状撚糸文 (R) 網田携糸 ミガキ 折返し口縁

120 c区 VM185 m 深鉢 平坦 縄文 網目状撚糸文 (R)
RL斜行

ミガキ
折返し口縁部のみ縄

網酎携糸 文施文

121 c区 VI 180 Ill 深鉢 平坦 無文 撚糸文 (R) R ナデ 折返し口縁

122 c区 VE184 I 深鉢 g 側面圧痕 (LR) LR斜行 LR斜行 ナデ
繊維混入.Pl筒上層
a式？

123 c区 VK180 皿 亜一 楕円文 無 不明 4 147 

124 c区 VK181 皿 径一 橋状把手装飾楕円文
楕円文＋隆帯と把手剥落部

無 ミガキ 4 橋状把手 4単位
下描き沈線表出

125 c区 VK181 III 壷 楕円文 無 ミガキ 4 

126 c区 VK183 ill 壺 楕円文 無 不明 3-4 136 

127 c区 V L183 m 亜ギ 楕円文 無 不明 3-4 136 

128 c区 VK183 皿 壷 楕円文 無 ナデ 4 

129 c区 VK183 皿 舌咀 楕円文 無 不明 3-4 136 
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山下遺跡 11・米山(2)遺跡

山下遺跡出土土器観察表 3

No 出土区 出土地 遺構 層 器種 口縁 ロ 頸 部 胴 部 地文 内面調整 沈線輻 備 考 同一

130 c区 V L183 皿 亜- 楕円文 無 ナデ 3-4 136 

131 c区 V K183 III 壷 ニ角状モチーフ 無 不明 3-4 136 

132 c区 V K183 III 'ギ亜' 楕円文 無 不明 3-4 

133 c区 V K!83 III 宜ギ E 楕円文 無 不明 3~4 136 

134 c区 V L183 III 亜一 平行沈線 無 不明 3-4 136 

135 c区 VK183 皿 宰- 楕Pl文 無 不明 3-4 136 

136 c区 V K183 ill 亜~・ 楕円文 無 不明 3-4 

137 c区 V K188 III 亜~ 平行沈線 無 不明 3-4 136 

138 c区 VI 184 ill 宜ギE 平坦 平行沈線・頸部無文 上半楕円文 下半三角状モチーフ RL斜行 ミガキ 4 

139 c区 VI 181 Ill .. ＿ 平担 平行沈線 無 ミガキ 5 

140 c区 VI 181 III 宰- 楕円文＋＝角状モチーフ RL斜行 ミガキ 4-5 138 

141 c区 V 1181 ill 亜-・ 楕円文・ニ角状文 RL斜行 ナデ 3 138 

142 c区 VI 181 III 互ギ 楕円文 ＝角状文 RL斜行 ナデ 3 138 

143 c区 VI 181 ill 亜~ 楕円文・一角状文 RL斜行 ナデ 3 138 

144 c区 VI 181 ill 亜＿ ニ角状文 RL斜行 ナデ 3 138 

145 c区 VI 181 Ill 亜-・ 楕円文 ナデ 3 138 

146 c区 V l 181 ill 亜- 楕円文 ＝角状文 RL斜行 ナデ 3 138 

147 c区 V K183 III 亜ギ 平坦 楕円文 無 不明 4 器表面摩滅

148 c区 VK181 ill 亜一 平坦 楕円文 無 ミガキ 3 

149 c区 V L183 Ill 亜- 平招 楕円文 無 ナデ 4 

150 c区 V L184 ill 壷 平坦 不明 無 ミガキ 2・4 口唇平坦

151 c区 VK!Sl III 亜ギ 平坦 楕円文 無 ミガキ 5 152 

152 c区 VG 184 IIJ 亜ギ 平担 楕円文 無 ミガキ 5 

153 c区 V K186 Ill 壷 平坦 縄文 鉦 ナデ 2-3 沈線断面V字形

154 c区 V 1181 ill 亜-・ 楕円文 無 ナデ 沈線途切れる

155 c区 V K184 III 亜ギ 楕円文刺突（径4mm) LR斜行 不明 3 

156 c区 V K183 III 亜一 楕円文 無 ナデ 4 

157 c区 VK181 III 亜- 楕円文 無 2 橋状把手

158 c区 VIS! III 社舌ピ 横練から垂下するS字形モチー7十原I突 無 ミガキ 2 沈線断面V字形

159 c区 V Kl86 III 亜ギ 桁円文？ 無 不明 3 

160 c区 V Gl84 III 
暉

楕円文 無 ナデ 2 底面にも沈線有
壺

161 c区 V K186 III 亜~ 楕円文？ 無 ミガキ 2 

162 c区 V Kl80 III 亜一 楕円文？ LR斜行 ナデ 3 充填縄文

163 c区 V L 184 ill 浅鉢 波状 無文 舞 ミガキ 器厚15mm

164 c区 V L183 Ill 鉢 平担 平行沈線 無文 無 ミガキ 2 器厚 4mm程度の薄手

165 D区 NI 173 Il 深鉢 平坦 波状隆線十円形と楕円形貼瘤
横方向の弧状＋縦に垂下す

RL斜行 ナデ 3 
円筒上居 d式。口唇

る2本一単位の沈線文 に沿って LR押圧

166 D区 NJ 176 I 深鉢 波状
頂部二又の山形突起＋原体

縄文 LR斜行 ナデ
円筒上屡 d式？ 口

圧痕 (L)+隆線 唇に LR押圧

167 D区 NI 175 IT 深鉢 波状 縄文 RL斜行 ナデ 凹部を有する円形突起

168 D区 NJ 176 I 深鉢 波状 陸線 ・内面に隆線有 ニ角状文 RL斜行 ミガキ 4 

169 D区 NJ 175 I 深鉢 波状 隆帯 沈線文 無 不明 4 168 

170 D区 NJ 176 I 深鉢 波状 縄文 平行沈線 RL斜行 ナデ

171 D区 NI 173 Il 深鉢 波状 三角形の隆線 不明
突起上に小突起。
その内面に LR押圧

172 D区 NI 173 Il 深鉢 波状 平面楕円形の張瘤＋隆線 LR斜行 ナデ

三角状モチーフと楕円
173 D区 NK175 I 深鉢 三角状文 RL斜行 ナデ 3 文の内側に横走沈線ま

たは楕円文が入る

174 D区 NK175 IT 深鉢 RL斜行 ナデ 3 173 

175 D区 NK175 Il 深鉢 沈線文 RL斜行 ナデ 3 173 

176 D区 NJ 175 Il 深鉢 渦巻状文 RL斜行 ナデ 3 

177 D区 NJ 175 IT 深鉢 沈線文 不明 ナデ 3 沈線断面四角形

178 D区 N 1174 皿 深鉢 波状 沿口沈線十円形隆線 無 不明 口唇部に沈線

179 D区 NH172 Ill 深鉢 波状 縄文 楕円文 LR斜行 ナデ 3 

180 D区 N H172 ill 深鉢 楕円文？ 無 ミガキ 3 

181 D区 NJ 176 Il 深鉢 平坦 縄文 縄文 LR斜行 ナデ

182 D区 NJ 175 I 深鉢 平担 縄文 縄文 RL斜行 ナデ 口唇部にも縄文施文

183 D区 NI 176 I 深鉢 平坦 無文 無 ナデ

184 D区 NH172 ill 播鉢 内面卸 し目 (6条/cm) 珠洲焼・灰色

185 D区 NI 175 I 播鉢 内面卸 し目 (3条/cm) 珠洲焼褐灰色

186 D区 NF175 I 珠洲焼・ 黄灰色

187 D区 NF175 I 甕 外面叩き目 (4目/cm) 珠洲焼 ・黄灰色

188 D区 NF175 I 瑾コ 外面叩き目 (4目/cm) 珠洲焼黄灰色

189 D区 NF175 I 甕 外面叩き 目 (4目/cm) 珠洲焼灰色、自然袖踏灰色

米山(2)遺跡出土土器観察表 1

No 出上区 出土地 遺構 陪 器種 口 頸 部 胴 部 地文 内面謂整 沈線軽 備 考 同一

1 A区 1住
鉢．

楕円文 無 ミガキ 2 
浅鉢

2 A区 1住 2 不明 楕円文 無 ミガキ l 5 

3 A区 1住 3 深鉢 無文 無 ミガキ

4 A区 VIIl K235 2住 床直
注 細隆線によって左上がりの入

無
丁寧な 2 赤色顔料付着

口？ 組文が施される ナデ

5 A区 lll K235 2住 I 深鉢 縄文 縄文 LR斜行 ミガキ RL縦回転

6 A区 VIII H226 3住 床直 鉢 沿口沈線間に縦キザミ 木葉状縄文帯 ・LR縄文
同原

ミガキ 2 3 
谷部突起。内面側肥

羽状 厚
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土器観察表

米山(2)遺跡出土土器観察表 2

応 出土区 出土地 遺構 層 器種 D 頸 部 胴 部 地文 内面既整 沈線I届 備 考 同一

7 A区 3住 覆土 鉢 無文 無 ナデ
口唇部内傾する平坦

面となる

8 A区 3住 床 深鉢 無文・雑なミガキ 無文・雑なミガキ 無 ミガキ 床面に倒立埋納， A区 3住 床 深鉢 縄文 縄文 異原羽状 ミガキ 床面に倒立埋納

10 A区 3住 床 深鉢 突起 7単位.3条の縄文帯 複雑化した縄文帯入組文 異原羽状 ミガキ 3 床面に倒立埋納

11 A区 VlllK233 4住pit 深鉢 幅5-7 mmの隆帯上にRL斜行 RL斜行 ミガキ

12 A区 4住 深鉢 無文 無 ナデ

13 A区 4住 床 深鉢 0多異原羽状 ← ミガキ 丸底気味

14 B区 5住 床 深鉢 大木10式系文様 大木10式系文様
RLR 

ナデ 3 
ヒレ状突起を文様上

複節 端と交差部に貼付

15 B区 5住 床 深鉢 縄文 縄文 RL斜行 ナデ

16 B区 5住 床面 深鉢
楕円状文。 RL 

ミガキ 2 
ボタン状貼瘤 縦走？

17 B区 5住 床面 深鉢 垂下して渦巻状になる RL斜行 ナデ 3 
18 B区 5住 炉 深鉢 LR斜行 ナデ 底部網代痕

19 B区 5住 炉 深鉢 大木10式系文様 RL縦走 ナデ 7 波状口縁

20 A区 5住 炉 深鉢 大木10式系文様 RL縦走 ナデ 7 
21 B区 5住 炉 深鉢 大木10式系文様 RL縦走 ナデ 7 
22 B区 5住pit7 1 深鉢 無文。横方向の明瞭なナデ痕 縄文 LR斜行 ミガキ 内面炭化物付着 LR縦回転
23 B区 5住pit7 1 深鉢 縄文 LR斜行 ミガキ 内面炭化物付着 LR縦回転
24 B区 5住pit7 1 深鉢 無文+I条の横走沈線 縄文 LR縦走 ミガキ 4 LR縦回転

25 B区 5住 深鉢 縄文帯中に刺突 RL斜行 ナデ 4 
26 B区 VI J 271 5住 1 深鉢 ニ角形状文 LR斜行 ナデ 5 LR縦回転 135 
27 B区 5住 沈線文 無 ミガキ 5 
28 5住 深鉢 ＝角形状文 LR縦走 ナデ 5 

29 B区 5住 深鉢 縄文 縄文 RL縦走 ミガキ
RL原体

左上⇔右下

30 B区 VI J 271 5住 深鉢 縄文 縄文 RL縦走 ミガキ
RL原体

左上⇔右下

31 B区 5住 深鉢 縄文 縄文 RL縦走 ミガキ RL原体左上⇔右下

32 B区 5住 深鉢 鯉文 無 ナデ 推定底径5.4cm

33 B区 5住 深鉢 LR斜行結節回転文 LR斜行 ナデ 炭化物明瞭に付着

34 B区 5住 深鉢 縄文 LR斜行 ナデ 底部網代痕

35 A区 VIIIG227 I 深鉢 縄文 縄文 LR ナデ 原体縦回転

36 A区 ¥1110248 II 深鉢 無文 単軸絡条体第 1類 (L) L撚糸 ナデ

37 A区 VII I 229 II 深鉢 縄文 縄文 RL斜行 ナデ
口縁部肥厚 ．

原体縦回転

38 A区 VIIIG228 II 深鉾 網目状撚糸文（横回転） 網目状撚糸文（縦回転） 網撚 ナデ 折返し口縁

39 A区 VIIIN241 II 深鉢 縄文 LR ナデ 原体縦回転

40 A区 l1ll L233 II 深鉢
幅 7mmの隆帯上に RL斜行。

RL斜行 ミガキ 2 11 
沈線文

41 A区 VIII L 223 IT 深鉢 幅 5mmの隆線上に RL斜行 RL ナデ 調整丁寧

42 A区 VIII I 232 I 深鉢
無文部下の 7mm幅の隆帯上に

縄文 LR斜行 ミガキ
ミニチュア？

縄文側面圧痕又はキザミ 原体縦回転

43 A区 VIIIG229 Il 深鉢 縄文 縄文 0段多条 ミガキ 口唇肥厚

44 A区
VIIF・ 

Il 深鉢 縄文 縄文 LR斜行 ナデ
原体縦回転 ・

G227 網代痕有

45 A区
VIIIF 

Il 深鉢
LR横走であるが一部のみ幅 LR横走

ミガキ 底部内面盛り上る
G227 2 5cmにRL縦走帯存在 RL縦走

46 A区 VIIIG227 I 鉢 無文 無文 無
雑なミ 外面ケスゴ）後ナデと

ガキ ミガキ

47 A区 VIIIF227 I 鉢 無文 無文 LR斜行
48 A区 VIIIK235 I 鉢 無文。雑なミガキ 無文。雑なミガキ 無 ミガキ 口唇肥厚

49 A区 VIIIM239 IT 鉢 縄文 縄文 RL斜行 ミガキ 口縁内面肥厚

50 A区 VIIG227 I[ 鉢
2条の刻目帯

刻目帯 無 ミガキ
内面に焦付き痕有。

丁寧な ミガキ 煮沸用。

51 A区 VIIIG228 Il 鉢 剥落の為不明。
1条の刻 目帯。

無 ミガキ 2 若干肥厚
沈線文

52 A区 VIIK235 I 鉢
内面側に肥厚する突起。

無 ナデ 3 
沿口沈線。

53 A区 VIIIG228 II 鉢 RL単節＋沈線文 RL横走 ナデ 3 口唇内面側に肥厚

54 A区 VIIIF227 II 深鉢 縄文
0段多条異 ケズリ ・

口唇内面側に肥厚 55・56 
原体羽状 ミガキ

55 A区 VIIIF227 II 深鉢 54・ 56 

56 A区 珊F227 II 深鉢 木葉状縄文帯
0段多条異

ミガキ 5 54 55 
原体羽状

57 A区 VIIIG227 I 鉢 刻目帯 ・縄文帯 異原羽状 ミガキ 2 

58 A区 VIIIF227 IT 鉢
異原羽状 異原羽状 0多異

ミガキ 口唇肥厚
横走沈線 横走沈線 原羽状

59 A区 VIII L 238 I 鉢 無文 無文 ・丁寧なミガキ 無 ナデ
完形品・上げ底 ・ロ
唇やや肥厚

60 A区 VIII I 232 I 深鉢 沈線間RL斜行 ・ミガキ RL斜行 ナデ 2 

61 試掘区 VIP 218 rr 深鉢 縄文帯によるクランク状文 縄文帯による鍵状入組文
0多異

ミガキ 4 
径1-12cmの貼瘤の

原羽状 頂部にキザミ

62 A区 VIII L237 I 鉢
左右段違いの沈線 ・モチーフ

RL斜行 ナデ 2 外面に炭化物付着
不明の沈線文

63 A区 VIII L237 IT 深鉢 縄文 縄文 RL斜行 ナデ 縄文 1条おきに深い。

64 B区 VII G262 rr 深鉢 口唇 ・陸帯上L・R押圧 原体C圧 ミガキ 突起部に穿孔文 65 

65 B区 VII G262 Il 深鉢 口唇隆帯上L・R押庄 原体C圧 ← ミガキ 突起部に穿孔文 64 

66 B区 VII G261 風倒木 Il 深鉢 隆帯J:.R押庄。
L押圧文様。

原体C字形圧痕
← 
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山下遺跡11・米山(2)遺跡

米山(2)遺跡出土土器観察表 3

No 出土区 出土地 遺構 屈 器種 ロ 頸 部 胴 部 地文 内面調整 沈線幅 備 考 同一

67 B区 VII G262 Il 深鉢 口唇 ・隆帯R押圧 RL斜行 ← 68 

68 B区 VII G262 II 深鉢
隆帯J:.R押圧。
L R押圧。原体C圧

← ナデ 67 

69 B区 VII G262 II 深鉢
隆帯上L押圧。

ナデ
原体C圧

70 B区 VII G262 II 深鉢
隆帯上L押圧。

~ 

ナデ
原体C圧

71 B区 VII0263 IT 深鉢 隆帯上L押圧 L ナデ

72 B区 VIIE261 IT 深鉢
扇状突起。 L・R押圧。

不明
隆帯上に L押圧。 竹管状刺突

73 B区 VIIF261 IT 深鉢 突起部波状陥帯L押圧
L・R押圧。

← ナデ 298 
竹管状刺突

74 B区 VIIG261 IT 深鉢
隆帯上L押圧。

ナデ
角押文列。L・R押圧

75 B区 VIIE261 IT 深鉢
隆帝上L押庄。

← ナデ
角押文列。 L・R押圧

76 B区 VII G260 風倒木 Il 深鉢
隆帯上L押庄。

← ナデ
角押文列。L・R押圧

77 B区 VIID261 Il 深鉢
口唇・隆帯上L押圧。

ナデ
木目状？刺突

78 B区 VII G261 Il 深鉢
隆帯上L押庄。

RL斜行縄文
円又は角押文列

← ナデ

79 B区 VII G261 風倒木 Il 深鉢
隆帯上L押圧 ・

0多RL斜行結節回転文 ナデ
角押文列

80 B区 VII G260 風倒木 Il 深鉢
隆帯上L押庄・

L押圧 L ミガキ
円押文列

81 B区 VII G261 風倒木 IT 深鉢
隆帯。

縄文 LR斜行 ナデ
竹管状工具刺突

82 B区 VII G260 風倒木 IT 深鉢 ボタン状貼掴 縄文 RL斜行 ミガキ 口唇部隆帯貼付

83 B区 VTIE263 I 深鉢 メガネ状隆線上 LR斜行
隆線上RL斜行。

RL斜行 ナデ
RL斜行

84 B区 VII F 262 風倒木 Il 深鉢 波状隆帯上L押圧 縄文 RL斜行 ナデ

85 B区 VII F263 I 深鉢 幅 4-5 mmの隆線 縄文 LR斜行 ナデ

86 B区 VII G260 Il 深鉢 幅 4mmの隆線 ナデ

87 B区 VII G260 風倒木 Il 深鉢
隆帯上L押圧・

ナデ
角押文列

88 B区 VIIE261 Il 深鉢 横位隆帯の剥落痕 結束縄文結節回転文 RL結束 ナデ

89 B区 VIIH261 Il 深鉢
0多結束第 1種横回転

← ナデ 炭化物付着明瞭
結節横回転

90 B区 VII G 262 I 深鉢 無文 ・横走沈線 楕円状文 ・LR斜行 LR斜行 ミガキ 4 原体縦回転

91 B区 VII F 262 風倒木 Il 深鉢
RL縦走気味。

RL縦走 5 
横走沈線

92 B区 VII E263 I 深鉢 無文 1条横走沈線 RL横走気味 RL斜行 ミガキ 3 RL左上⇔右下

93 B区 VII G260 風倒木 Il 深鉢
無文帯内側に

LR伶行 ナデ 3 LRタテ回転
LRタテ回転＋刺突

94 B区 VII F262 風倒木 Il 深鉢 沈線文縄文 沈線文縄文 RL斜行 ミガキ 4 口縁内面 I:'.レ状突起

95 B区 VII G 262 I 深鉢 楕円文内に RL縄文 RL斜行 ミガキ 5 口縁内面にヒレ状突起

96 B区 VII F 262 II 深鉢 楕円文内に RL縄文 RL斜行 ミガキ 5 
97 B区 VII F263 I 深鉢 楕円文内に RL縄文 RL斜行 ミガキ 4 

98 B区 VI K271 II 深鉢
ヒレ状突起 LR縄文 結節

LR斜行 ナデ 炭化物明瞭に付着
回転文

99 B区 VII G262 II 深鉢 無文 無 ナデ 口縁内面ヒレ状突起

100 B区 VII F263 I 深鉢 縄文 RL斜行 ナデ 口縁内面ヒレ状突起

101 B区 VI K272 Il 深鉢 縄文沈線文 RL斜行 ナデ 3 
102 B区 VII F262 風倒木 Il 深鉢 縄文 縄文 RL ミガキ RL縦回転

103 B区 VI K271 Il 深鉢 RL斜行 RL縦走 RL ミガキ

104 B区
VI J -K 

II 深鉢 口縁部無文 縄文 RL斜行 ナデ 折返し口縁271 ~272 

105 B区 VI J 272 I 深鉢 口縁部無文 縄文 RL縦走 ナデ 折返し口緑

106 B区 VII G262 II 深鉢 縄文 縄文 RL斜行 ナデ 外面炭化物付着

107 B区 VI K271 II 深鉢 縄文 縄文 RL縦走 ミガキ 30 
108 B区 VI K271 II 深鉢 縄文 縄文 RL縦走 ミガキ 30 

109 B区 VI J 271 II 深鉢 縄文 縄文 RL縦走 ミガキ 30 
110 B区 VI K271 IT 深合本 縄文 縄文 RL縦走 ミガキ 30 
111 B区 VI K271 II 深鉢 縄文 縄文 RL縦走 ミガキ 30 
112 B区 VI K271 II 深鉢 縄文 縄文 RL縦走 ミガキ 30 

113 B区 VI K271 II 深鉢 縄文 縄文
LRL 

ナデ
内面胴部縦方向の幅

複節 2 mmの謂整工具痕

114 B区 VI K270 皿 深鉢 口頸部無文 縄文
結束第

ナデ 複合口縁
1種 ？

115 B区 VI J 271 a 深鉢
隆線による綾杉文。

RL斜行 ミガキ
綾杉文左に、他のモ

隆線上RL斜行・ミガキ チーフ有り

116 B区 VIM268 表採 深鉢 117 

117 B区 VIM268 Il 深鉢
RL斜行が施される縦 横

RL斜行 ミガキ 116 
斜めの隆線・ ミガキ

118 B区 VI Q 266 TI 深鉢 隆線l:.RL斜行（口縁破片） 横走隆線 RL斜行 ナデ 砂粒混和非常に多い

119 B区 VI R 265 Il 深鉢 陰線上RL斜行 RL斜行 ナデ 砂粒混和非常に多い

120 B区 VIM268 Il 鉢 沿口沈線
2条の弧状沈線・底部付近 に

躾 ナデ 2 砂粒多・内面調整雑
も1条の横走沈線

121 B区 VIIE262 I 深鉢 無文 無文 無文 ナデ
外面縦方向ナデ・
筒形袖珍土器
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土 器観察表

米山(2)遺跡出土土器観察表 4

No 出土区 出土地 遺構 殴 器種 ロ 頸 部 胴 部 地文 内面調整 沈線幅 備 考 同一•

122 B区 VI O 268 I 深鉢 渦巻状文三角形状文 RL斜行 ナデ 5 D縁凹線状
123・125 
126 

123 B区 VI O 268 I 深鉢 渦巻状文 RL斜行 ナデ 5 原体縦回転
122 125・ 
126 

124 B区 VI O 268 I 深鉢 渦巻状文 ・一角形状文 RL斜行 ナデ 5 原体縦回転

125 B区 VI O 268 II 深鉢 斜線文 RL斜行 ナデ 6 
122・123 
126 

126 B区 VI J 271 I 深鉢 RL斜行施文後に沈線 2条 RL斜行 ミガキ 3 

127 B区 VI I 273 I 深鉢 渦巻状文 LR斜行 ナデ 4 原体縦回転 128 

128 B区 VI I 273 I 深鉢 渦巻状文 ナデ 4 127 

129 B区 VII F262 II 深鉢 円形文 沈線文 ・縄文 RL縦走 ミガキ 5 原体左上⇔右下

130 B区 VI K271 II 深鉢 渦巻状文 RL斜行 ナデ 4 

131 B区 VI K271 II 深鉢 渦巻状文 ・ミガキ 無 ミガキ 4 

132 B区
VIJ-M 

表採 深鉢 頸部鯉文 平行沈線十LR単節羽状 RL斜行 ミガキ 4 
269-272 

133 B区 VI J 273 II 深鉢 沿口沈線 ・渦巻状文 渦巻状文 0多LR ミガキ 4 0多LR縦回転

134 B区 VI J 271 II 深鉢
作りの丁寧な山形突起・

渦巻状文 RL縦走 ミガキ 6 
沿口沈線

135 B区 VI J 272 I 深鉢 渦巻状文 ・三角形状文
〇多LR

ミガキ 5 原体縦回転
LR籟回転

136 B区 VI 0268 II 深鉢 縄文 縄文 0多RL ナデ 口唇部若千肥厚

137 B区 VIID263 II 深鉢 縄文 縄文 異原羽状 ナデ

138 B区 VI O 268 II 深鉢 縄文 縄文 LR縦走 ナデ
LR左下⇔右上。 ロ

縁肥厚

139 B区 VII G261 II 深鉢 縄文 縄文 LR ナデ
口縁部肥厚。 LR縦

回転

140 B区 VI J 274 II 深鉢 縄文 縄文 LR斜横 ミガキ 口唇肥底

141 B区 VI 0268 II 深鉢 縄文 縄文 0多RL ナデ 口唇部肥厚

142 B区 VI J 272 I 深鉢 縄文 縄文 LR斜行 ミガキ

143 B区 VJ K272 rr 深鉢 櫛歯状条線 櫛歯状条線 ← ナデ

144 B区 VIID263 II 深鉢 無文 無文 無 ナデ 粘土帯接合部明瞭

145 B区 VIIE262 Il 深鉢 無文・ ミガキ 沈線文 鮨 ミガキ

146 B区 VIl C262 II 鉢 縄文 縄文 RL斜行 ナデ 口縁肥厚

147 B区 VI J 273 II 鉢 縄文 縄文 異原羽状 ナデ

148 B区 VIP 267 Il 鉢 縄文 縄文 同原羽状 ナデ

149 B区 VI J 272 I 鉢 突起上に円形刺突 無 ミガキ 口縁突起部肥厚 150・151 

150 B区 ¥II J 271 I 鉢 無 ミガキ 149・151 

151 B区 ¥II K271 II 鉢 大型波状口縁・ミガキ 無 ミガキ 口縁突起部肥厚 149・150 

152 B区 VIP 267 II 鉢 丸く肥原 ・無文 無 ナデ

153 B区 VIP 267 11 鉢 丸 く肥厚無文 無 ナデ

154 B区 Vil G 262 II 鉢 無文 無文 無 ミガキ 口縁肥厚

155 B区 VJ J 273 II 鉢 無文 無文 無 ナデ 口縁内面下側肥厚

156 B区 VJ O 268 II 鉢 縦回転異原羽状 横走沈線 異原羽状 ミガキ 3 口縁内面肥厚

157 B区 WD263 IT 深鉢 玉抱き 二叉文 LR斜行 ナデ 2 器厚 4mmと非常に薄い。

158 B区 VII G262 II 鉢
縦位の短弧線文で上下の平行

0多LR ミガキ 5 
沈線を結ぶ

159 B区 VI O 268 I 深鉢 刻 目帯 ミガキ 刻目帯 無 ミガキ 4 

160 B区 VI 0267 I 鉢
口唇外面に縦方向のキザミ ・

無 ミガキ 3 口緑突起部肥厚
沿口沈線

161 B区 VI 0267 I 鉢
2条の刻目帯 ・下のキザミは

無 ナデ 3 
先端の鋭いエ具による

162 B区 VI 0267 I 鉢 刻目帯 2条 無 ナデ 4 

163 B区 \~0268 I 鉢
口縁部に縦方向のキザミ・

無 ミガキ 4 
大型波状

沿口沈線 口縁肥厚

164 B区
VIR-VIIA 

II 鉢 大きな波状口縁 ・沿口沈線 異原羽状・ 木目状縄文帯 0多LR ミガキ 4 内面側に口唇肥厚
264-266 

165 B区 VII C 262 I 鉢
口緑内面側に肥原、

頸部に刻 目帯 2条 無 ナデ 3 
口唇部、内側に向かっ

刻 目帯 2条 て傾斜

166 B区 VIl C262 I 鉢
3本 1単位の縦横の沈線・

羽状 ナデ 3 
羽状縄文

167 B区 VJ O 268 I 4 0多RL傾行 無文帯 RL斜行 ミガキ 3 
口縁内面肥厚、僅か

に沈線らしい部分有

168 B区 VI O 268 I 4 0段多条RLの同原体羽状。 無文帯 刻目帯・ 区画内縄文 0多RL ミガキ 3 
169 B区 VI J 273 II 4 RL斜行、区画内無文 RL斜行 ナデ 4 

170 B区 VI K270 IT 亜-
鍵状入組文？

0多 ナデ 3 
同原羽状

171 B医 VIIE262 IT 4 
底部下面押圧による

無 ナデ
上げ底状

172 B区 VIIE262 lI 注口 3 173 

173 B区 VIIE262 IT 注口 頸部縄文帯交差部に瘤貼付 肩部鍵状入組文に瘤貼付 異原羽状 ナデ 3 粘上帯ほぼ水平に接合 172 

174 B区 VI 0268 I 4 
肩部平行沈線間に

0多RL
ケズリ

5 
0多RL斜行 ナデ

175 B区 VI J 274 Il 深鉢 縄文 縄文 LR斜行 原体縦回転

176 B区 VI I 273 I 深鉢 押圧波状 ・縦条線 縦条線 条線 ミガキ

177 B区 VII C 262 Il 深鉢 押圧波状口縁。無文 無文 無 ナデ

178 B区 VII B263 Il 鉢 平行沈線 4条 縄文 LR斜行 ミガキ 4 内面に炭化物付着

179 B区 VIM268 II 深鉢 平行沈線 縄文 RL斜行 ミガキ 4 

180 B区 VII E263 I 深鉢 縄文 LR斜行 ナデ 頸部で外反

181 B区 VI O 268 II 深鉢 平行沈線 渦巻状文 無 ナデ 6 

182 B区 VI J 273 II 深鉢 平行沈線 3条 無 ナデ 5 
183 184 
185 
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山下遺跡 JI.米山(2)遺跡

米山(2)遺跡出土土器観察表 5

Nu 出土区 出土地 遺構 層 器種 口 頸 部 胴 部 地文 内面調整 沈線幅 備 考 同一

183 B区 VI J 273 I 深鉢 平行沈線 3条 無文 無 ナデ 5 
182・184・ 
185 

184 B区 VI J 273 II 深鉢 沈線 3条 無 ミガキ 5 
182-183・ 
185 

185 B区 VI J 273 I 深鉢 平行沈線 3条 無文 無 ミガキ 5 口唇内側に傾斜
182・183・ 
184 

186 B区
VI J ~K 

II 深鉢 メガネ状沈線紋平行沈線 無文 無 ナデ 5 
271 -272 

B区 VIL 271 II 深鉢
口唇 3個/cmのキザミ

縄文
RL+ ケズリ

187 
3条の平行沈線 L撚糸 ・ナデ 3 

188 B区 VIK 271 lI 鉢
向かい合う突起・ロ縁～肩部

無文 無 ミガキ 4 内外面に炭化物付済
に凹状沈線

189 B区 VI J 271 鉢 又の突起 無文 無 ナデ 口縁内側肥厚

190 B区 VI I 273 I 
台付 B突起平行沈線間 1個/cmの

縄文・台部無文 LR斜行 ナデ 4 突起上幅4mmのキザミ
鉢 刺突。

191 B区 VIL 270 II 
台付

縄文・底部無文 RL斜行 ミガキ
鉢

192 B区 VIL 270 I 浅鉢 変形工字文 無文 無 ミガキ 3 

193 B区 VI K271 II 4 隆線貼付
平行エ字文 一流水状エ字文・

無 不明 4 
入組文 4単位

194 B区 VI S 266 II 4 平行エ字文 ・粘土粒貼付 無 ミガキ 5 内面沈線

195 B区 VI J 272 I 4 隆線貼付 無 ミガキ 3 内面沈線 1条

196 B区
VI J -K 

4 粘土粒を伴う平行エ字文 無 ナデ 4 内面沈線 1条
271 -272 

197 B区 VI K270 IT 4 口頸部無文 縄文 LR斜行 ミガキ 完形品

198 B区 VIM268 IT 鉢 連結型変形工字文 無文 RL斜行 ミガキ 4 内外面炭化物付着

199 B区 VIM268 Il 鉢 波状工字文 LR斜行 ナデ 3 

台付
波頂部下に玉状モチーフを配

頸部との楼に、 1条沈線 以
4単位の三又波状口

46-1 A 1号土坑 覆土 しその間を上下の弧状沈線で LR斜行 ミガキ 3 縁・文様後期的・器
鉢

埋める
下は LR斜行台部無文

形晩期的

46-2 A 1号土坑 覆土 深鉢 縄文 縄文 LR斜行 ナデ 有文台付鉢と共伴

節10個/cmの密な縄

46-5 A 3号土坑 底 深鉢 縄文 縄文 LR斜行 ナデ 文。土坑底に倒立埋

納
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石器観察表

山下遺跡石器観察表

図番号 出土区 出土地 培 器 種 長さ Clll 幅cm 厚さcm 重さ g 石 質 備 考 整理番号

8 -3 試視区 VE-174 ill Rフレイク I 7 3 0 08 45珪質頁岩 一部に急斜度詞整 22 

試掘区 皿0-190 I Rフレイク 30 1 4 0 7 37珪質頁岩 21 

試掘区 IIIH-179 I Rフレイク 2 2 34 1 7 11 9 珪質頁岩 23 

試掘区 IS -180 I Rフレイク 3 1 33 04 39珪質頁岩 25 

試掘区 皿K-190 I Rフレイク 62 35 09 19 4 珪質頁岩 31 

試掘区 II R-195 I Rフレイク 42 53 I 2 33 4 珪質頁岩 33 

試掘区 IIN-185 I Rフレイク 44 47 1 4 32 8 珪質頁岩 34 

試掘区 II T-195 I Rフレイク 53 42 1 3 26 5 珪質頁岩 36 

試掘区 VE -174 I Rフレイク 4 2 38 I 8 33 4 珪質頁岩 37 

試掘区 II K-201 I Rフレイク 80 50 1 3 47 0 珪質頁岩 38 

試掘区 II P -195 I Uフレイク 38 27 1 0 10 8 珪質頁岩 楔？ 26 

試掘区 VA-VF I uフレイク 46 26 1 5 14 4 珪質頁岩 28 
-174・175 

試掘区 II T-195 I Uフレイク 50 3 2 1 2 19 8 珪質頁岩 30 

試掘区 III 0-190 I uフレイ ク 38 4 2 1 0 13 5 珪質頁岩 40 

試掘区 VA-VF I uフレイク 30 29 08 7 3 珪質頁岩 43 
-174・175 

試掘区 VH-190 Il uフレイ ク 83 7 1 1 5 80 9 珪質頁岩 44 

試掘区 NI -180 III uフレイク 78 30 1 0 25 4 珪質頁岩 41 

8 -10 試掘区 III 0-190 I 石皿 27 5 26 2 60 7116 流紋岩 46 

8 -2 試掘区 V C -175 m 石箆 48 2 2 1 5 16 4 玉翌質珪質頁岩 両面加工。 10 

8-8 試掘区 NF -175 IT 凹石 (12 I) 6 1 28 (244) 凝灰岩 58 

試掘区 VD-174 m 凹石 (8 I) 4 6 3 3 (180) 流紋岩 64 

8-1 試掘区 Il K-201 I 石鏃 (3 8) 20 08 (4 3) 珪質頁岩 凹甚。先端欠損。 1 

8-5 試掘区 NP -175 I 石匙 7 5 33 08 26 1 珪質頁岩 縦型 5 

8 -11 試掘区 VA-VF I 台石 19 4 15 5 6 I 2972 2 凝灰岩 69 
-174・175 

8-9 試掘区 表採 蔽石 20 2 49 48 726 3 流紋岩 65 

8-4 試掘区 NF-175 IT スクレイパー 2 9 2 I 0 9 54玉糀質珪質頁岩 半割素材 47 

8 -7 試掘区 ill 0-194 I スクレイパー 4 7 20 09 74珪質頁岩 7 

試掘区 V0-175 II スクレイパー (3 4) (2 5) I 6 (11 8) 珪質頁岩 11 

8-6 試掘区 VA-VF I スクレイパー 63 26 1 4 27 5 珪質頁岩 全体に粗雑で大きな調整 13 
-174 175 

試掘区 I N-185 I スクレイパー 3 8 5 1 1 0 214 珪質頁岩 14 

試掘区 皿0-195 I スクレイパー 46 44 I 4 28 4 珪質頁岩 15 

試掘区 V G-177 I スクレイパー 48 5 2 2 5 76 2 珪質頁岩 19 

c区 V E-184 I uフレイク 2 2 2 4 07 2 5 玉翻質珪質頁岩 39 

C区 VH-181 ill uフレイク 44 52 1 3 28 5 珪質頁岩 42 

30-9 c区 V L -182 m Uフレイク 69 37 1 4 30 8 珪質頁岩 35 

c区 V F-182 III 石皿 ー 安山岩 破片 66 

30-4 c区 V E-183 m 石箆 (3 8) (2 6) (13) (14 I) 珪質頁岩 基部破片。両面加工 6 

32-8 c区 V G-184 III その他 (18 8) 7 5 7 1 (1660) 流紋岩 67 

31-5 c区 VI -181 皿 凹石 16 3 65 4 1 548 6 凝灰岩 61 

31-6 c区 VI -181 III 凹石 13 6 54 43 373 3 凝灰岩 62 

c区 VI -181 m 凹石 15 1 77 33 470 4 凝灰岩 57 

31-4 c区 VI -181 m 凹石 13 8 64 52 692 9 安山岩 59 

31-7 c区 V K-184 ill 凹石 11 8 55 4 0 239 I 凝灰岩 60 

30-1 c区 VK-181 Ill 石錐 35 07 04 1.1 玉髄質珪質頁岩 棒状錐 2 

30-2 c区 VI -183 ill 石匙 36 29 07 60珪質頁岩 縦型 3 

31-8 c区 VI -180 Ill 台石 17 7 85 28 785 9 凝灰岩 68 

30-7 c区 VI -185 ill スクレイパー 38 33 09 10 6 珪質頁岩 末端に急斜度調整 27 

c区 VK-181 Ill スクレイパー 28 35 07 5 9 珪質頁岩 8 

30-8 c区 VK-181 ill スクレイパー 37 38 1 0 18 5 珪質頁岩 末端部には急斜度調整 ， 
30-3 c区 VK-181 ill スクレイパー 27 42 1 3 15 8 珪質頁岩 末端に急斜度調整 12 

30-6 c区 VK-181 ill スクレイパー 4 9 5.1 1.6 44 5 珪質頁岩 縁辺部に浅型謂整 16 

c区 VK-181 Ill スクレイパー 57 3 2 14 27 2 珪質頁岩 18 

30-5 c区 V L -184 ill スクレイパー 94 46 1 7 83 2 珪質頁岩 左側縁から末端に調整 20 

31-3 c区 VI -183 Ill 敲石 80 44 33 176 1 凝灰岩 磨製石斧の基部片を再利用。 48 

c区 VI -181 IJl 磨石 15 3 10 3 4 7 785 6 凝灰岩 63 

31-2 c区 VI -184 llI 磨石 10 5 79 50 657 1 閃緑岩 56 

31-1 c区 VI -182 皿 磨製石斧 17 4 48 34 469 5 砂岩 72 

このほかに剥片 31点

図番号 出土区 出土地 層 器 種 長さcm 幅cm 厚さcm 重さ g 石 質 備 考 整理番号

D区 NG-177 I Rフレイク 34 I 7 0 5 20珪質頁岩 24 

D区 NJ -176 I Rフレイク 40 4 7 05 85珪質頁岩 32 

D区 NI -172 皿 uフレイク 38 56 II 19珪質頁岩 29 

D区 S N-18 覆土 Uフレイク 85 2 1 11 19 I 珪質頁岩 17 

32-1 D区 NH-174 Ill 石匙 4 2 50 09 21 9 珪質頁岩 横型 4 

D区 NJ -175 IT 台石 23 0 20 6 9 6 7779 6 安山岩 70 

D区 S N-16 覆土 搬入礫 (10 1) 5 0 49 流紋岩 71 

32-2 D区 NI -173 II 磨製石斧 (9 0) 5 0 (2 9) (222) 緑色細粒凝灰岩 45 

32-5 D区 NI -175 IT 靡石 (8 9) 70 3 0 (267) 安山岩 52 
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山下遺跡II.米山(2)遺跡

図番号

32-3 

32-6 

32-4 

32-7 

出土区

D区

D区

D区

D区

D区

出 土 地

NI -175 

NI -175 

NH-172 

NJ -176 

NK-175 

層
＿11
＿I
-m
＿ー
＿I

器

磨石

磨石

磨石

磨石

磨石

種 長さcm

(7.5) 

9.3 

(94) 

18.0 

14.4 
汀言

備 考 整理番号

53 

55 

51 

54 

49 

このほかに剥片 37点

米山(2)遺跡A区石器観察表

図番号 出土地 層 器 類 長さcm 輻cm 厚さcm 重さ g 石 質 備 考 整理番号

1号住居 2 台石 (102) 凝灰岩 破片 74 

36ー① 1号住居 2 スクレイパー 9 6 44 1 4 53 3 珪質頁岩 46 

37ー① 2号住居 床直 スクレイパー 33 23 0 7 34珪質頁岩 S-10。石鏃？ 48 

2号住居 1 uフレイク 43 3 2 10 93珪質頁岩 S-3 49 

37ー③ 2号住居 床直 uフレイク 30 18 06 26珪質頁岩 S -12 50 

37ー② 2号住居 1 石匙 47 24 0 5 54珪質頁岩 S-2 47 

37ー④ 2号住居 1 台石 (9 8) 4 1 2 8 4957 5 安山岩 S-4 88 

3号住居 覆土 Rフレイク 49 50 1 0 22 3 珪質頁岩 58 

40ー① 3号住居 床直 Rフレイク 3 6 4 9 1 3 23 1 珪質頁岩 S-7 52 

40ー② 3号住居 床面 Rフレイク 5 5 7 1 1 3 50 5 珪質頁岩 S-9 53 

3号住居 覆士 uフレイク 5 7 3 5 I 3 19 I 珪質頁岩 59 

41-2 3号住居 床直 凹石 14 0 49 38 367 凝灰岩 S -2。片面に浅凹孔。全体に丸みをも って整形 76 

41-1 3号住居 床直 凹石 11 6 9 2 56 839 安山岩 S~3。両面はツルツルの磨痕。片面に凹孔。 77 

40ー⑦ 3号住居 襄土 石鏃 2 7 1 0 04 07珪質頁岩 54 

40ー⑥ 3号住居 覆土 スクレイパー 5 7 34 1 0 19 4 珪質頁岩 55 

40ー④ 3号住居 覆土 スクレイパー 46 27 08 95玉髄質珪質頁岩 56 

40ー⑤ 3号住居 覆土 スクレイパー 6 7 43 14 41 6 珪質頁岩 57 

40ー③ 3号住居 床面 スクレイパー 89 4 1 1 5 55 4 珪質頁岩 S-8 51 

41-3 3号住居 床直 磨石 14 I 96 6 2 1334 4 閃緑岩 S-6。全面磨痕。全面ツルツルとしている 。 78 

40ー⑨ 3号住居 床直 磨石 12 2 94 58 937 9 安山岩 S-4 108 

40ー⑧ 3号住居 床面 磨石 118 9 7 6 1 1021 4 安山岩 S-5。全面磨痕。 75 

43-2 4号住居 床面 Rフレイク 94 3 8 14 40 3 珪質頁岩 S-8 61 

43-5 4号住居 覆土 凹石 10 5 81 60 589 3 安山岩 S-1。楕円球状礫の片面に敲打による凹孔。 79 

43-3 4号住居 床直 凹石 14 3 39 2 2 183 7 流紋岩 S-9。両面に浅い凹孔。全体に丁寧に整形。 80 

43-4 4号住居 床面 凹石 14 9 5 3 42 425 4 安山岩 S-4。両面に凹孔。器面はスリ整形。 81 

43-6 4号住居 床面 台石 33 4 25 2 4 0 3555 2 安山岩 S-5+S-6。 82、83

42ー② 4号住居 覆土 スクレイパー 98 4 5 I 9 92 8 珪質員岩 S-3 63 

42ー① 4号住居 床面 Uフレイク 5 3 2 7 I 0 85珪質頁岩 S-7 62 

43-1 4号住居 床面 スクレイパー 96 58 I 5 95珪質頁岩 S-10 60 

46-4 3号上坑 底面 台石 20 5 17 3 2 1613 安山岩 S-l。無加工。 84 

47-1 10号土坑 1 石鏃 42 14 04 2 I珪質頁岩 S-1 66 

61-6 珊 I-229 V Uフレイク 84 7 7 11 70 J 珪質頁岩 4 

61-7 VIII I -232 I 磨製石斧 (4 9) (4 4) (2 4) (84) 閃緑岩 刃部片 11 

61-1 VIIIF -228 II 石匙 5 9 24 0 7 80珪質頁岩 10 

VIII J -232 I Rフレ イク 3 0 28 1 0 96珪質頁岩 5 

61-2 VIII J -232 I スクレイパー 7 6 34 09 21 7 珪質頁岩 2 

VIIIK-236 I uフレイク 45 4 0 07 15 2 珪質頁岩 ， 
61-5 VIIIL -231 II Rフレイク 44 4 1 1 2 20 9 珪質頁岩 6 

61-4 Vlll L -233 Il 楔型石器 4 1 29 10 13 3 王髄質珪質頁岩 3 

VIIIM-235 I uフレイク 5 5 65 1 7 59 4 珪質頁岩 8 

VIIIM ~235 II コア 7 2 55 50 197 2 珪質頁岩 12 

VIIIM-239 II 台石 29 7 19 2 6 0 3189 6 緑色細粒凝灰岩 87 

VIIN-237 II Rフレ イク 5 5 5 2 1 2 27珪質頁岩 7 

VIII0-246 II 凹石 13 8 9 1 6 6 1264 7 安山岩 85 

VIII0-246 II 蔀石 11 4 42 22 136 9 凝灰岩 86 

61-3 VID0-250 II スクレイパー 83 46 1 2 41 6 珪質頁岩 1 

米山(2)遺跡 B区石器観察表

図番号 出土地 層 器 類 長さcm 幅cm 厚さ Clll 重さ g 石 質 備 考 整理番号

44-3 5号住居 覆土 Rフレイク 2 6 24 05 48珪質頁岩 65 

44-1 5号住居 底面 石皿 30 7 35 7 7 0 12400 安山岩 S-8。無加工。中央部がやや窪む。 115 

44-5 5号住居 砥石 25 I 85 6 2 2427 2 流紋岩 S-28。器面全体に線条痕、一部溝状の部分あり 。 114 

44-4 5号住居 炉 スクレイパー 3 7 38 09 10 I 珪質頁岩 64 

44-2 5号住居 床直 磨製石斧 80 45 1 6 102 7 頁岩 S -19。 44 

62-5 VIIE -262 Il 石鏃 (2 5) I 2 06 (I 6) 珪質頁岩 先端欠損。 18 

62-6 VII C -262 I 石鏃 3 1 1 4 0 5 2 1玉随質珪質頁岩 13 

62-1 VIK -270 Il 石鏃 24 12 04 08珪質頁岩 14 

62-4 表採 石鏃 4 I 11 04 14珪質頁岩 15 

62-2 VIN-268 IT 石鏃 30 11 04 1 2 珪質頁岩 16 

62-3 VJN-268 ]I 石鏃 3 I 14 04 1 3 珪質頁岩 17 

62-8 VI 0-267 I 石鏃 35 2 4 1 0 69珪質頁岩 20 

62-7 VI 0-267 I 石鏃 3 7 18 11 60珪質頁岩 21 

62-10 VI Q-267 Il 石錐 46 1 5 1 3 84珪質頁岩 37 

62-9 VIIE -262 Il 石錐 34 16 08 37玉髄質珪質頁岩 19 

62-11 VIIE-261 Il 石匙 46 38 09 13 5 珪質頁岩 22 
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石器観察表

図番号 出土地 層 器 類 長さcm 幅cm 厚さcm 重さ g 石 質 備 考 整理番号

62-15 VI D-267 II スクレイパー 68 4 7 11 32 9 珪質頁岩 23 

¥II J -271 I スクレイパー 83 38 I 7 49 8 珪質頁岩 24 

VI J -273 I スクレイパー 38 41 1 3 19 8 珪質頁岩 25 

VIJ~VIM I スクレイパー 60 64 1 3 37 2 珪質頁岩 26 

-269-272 

62-13 VIJ-VIM I スクレイパー 5 2 38 I 0 13 6 珪質頁岩 27 

-269-272 

62-12 VIK -270 Il スクレイパー 5 4 36 0 7 13 9 珪質頁岩 28 

VI O -267 I スクレイパー 43 48 I 0 15 0 珪質頁岩 29 

VI O -268 I スクレイパー 5 3 43 08 19 2 珪質頁岩 30 

62-17 \~0 -268 Il uフレイク 2 1 55 04 5 1珪質頁岩 31 

62-14 VJ O -268 I スクレイパー 7 2 45 I 2 40 8 珪質頁岩 32 

¥110-268 I スクレイパー 44 78 09 26 9 珪質頁岩 33 

62-16 VIIF-261 [[ スクレイパー 43 1 7 06 48珪質頁岩 34 

VJ 0-267 I Rフレイク 29 2 4 08 65珪質頁岩 35 

VI Q-266 II Rフレイク 4 5 2 5 11 92玉髄質珪質頁岩 36 

VII E -262 I Rフレイク 32 5 I 08 11 3 珪質頁岩 38 

VIR-VIIA II Rフレイク 36 30 08 7 4 珪質頁岩 40 

-264-266 

62-18 VIJ-271 I Rフレイク 1 7 2 4 08 47黒曜石 41 

VI O~267 I uフレイク 4 8 33 1 2 19 2 珪質頁岩 73 

VIJ-271 II uフレ イク 48 33 11 16 4 玉餞質珪質頁岩 39 

VIR~VIIA IT uフレイク 2 6 3 5 07 60珪質頁岩 42 

-264-266 

VI O -268 I uフレイク 3 9 58 1 3 26 5 珪質頁岩 43 

63-1 VII F-262 Il 磨石 (13 5) 79 43 5511 安山岩 偏平磨石。上下側面に弱い磨痕。端部に打痕。 99 

63-3 VII F -262 I 磨石 17 9 12 3 35 958 細粒凝灰岩 偏平磨石。 上下側面に弱い磨痕。端部に打痕。 104 

63-5 VII C -263 I 磨石 10 5 72 5 7 634 5 安山岩 全面磨痕。 97 

63-2 VII C -263 I 磨石 14 9 80 63 10214 安山岩 全体が滑らかだが、特に平坦面が顕著。 96 

63-6 VIN -268 Il 磨石 (9 7) 75 6 0 574 7 安山岩 十両面に凹孔。左平坦面は滑らか。下側面に打痕 107 

63-4 VIl C -263 I 磨石 13 3 8 4 5 6 753 5 安山岩 ＋凹孔。平坦面は平滑。下側面に弱い打痕。 95 

VII C -264 Il 磨石 93 7 1 47 464 4 安山岩 94 

VIIG-261 I 磨石 111 73 34 315 9 安山岩 109 

64-2 VII G-262 Il 蔽石 (8 9) 4 1 2 0 114 6 雄緑岩 長軸端部と側面に一部に打痕 89 

64-7 VI J -271 I 蔽石 79 74 7 4 587 6 凝灰岩 端部に打痕 100 

64-5 VIIE-261 II 凹石 (8 6) 4 1 2 7 160 2 流紋岩 両面に敲打による浅凹孔 91 

64-1 VIID-261 II 凹石 14 2 9 7 6 2 1092 9 安山岩 両面に蔽打による浅凹孔 98 

64-3 VII C -264 IJ 凹石 16 5 48 43 439 4 安山岩 三角柱状の礫の三面に慈打による深い凹孔。 1カ所は 92 

スリによる深い凹孔。

64-4 VII C -262 II 凹石 13 7 58 3 5 338 9 安山岩 片面にスリによる凹孔。平坦面は平滑。 101 

64-6 VIIA-263 IT 凹石 10 7 94 4 I 577 1 安山岩 石皿片利用。片面には敲打に よる凹孔、裏面にはスリ 103 

による凹孔と溝状の凹孔。

VII C -264 IT 凹石 13 8 5 1 38 469 2 流紋岩 93 

VIIA-263 Il 台石 (11 0) (6 1) (8 0) 833 6 凝灰岩 破片 102 

VIN-269 IT 台石 20 6 16 3 48 2522 凝灰岩 111 

65-3 VIK -271 IT 石皿 33 2 32 2 6 0 9370 6 安山岩 両面とも窪んでいる。 113 

65-5 VI J -273 IT 石皿 32 0 37 1 12 5 17200 流紋岩 両面とも窪んでいる。 116 

65 ~4 VIM-269 Il 石皿 28 5 34 7 64 9906 流紋岩 四片が接合。表面は窪んでいる。裏面は打割面のまま。 117 

65-2 VIIB-263 IT 石皿 (18 3) (20 2) 2 8 2006 4 凝灰岩 高さ51cm。縁が付く。 105 

65-I VIK-271 2 砥石 16 9 14 3 5 8 2338 安山岩 両面に線状痕が見られるが、特に表面に顕著。 一部溝
110 

状にな っている部分あり。

64-8 VIP -267 Il その他 19 3 14 4 10 0 178 6 流紋岩 器面は滑らかに整形。敲石？ 90 

64-9 VI J -272 I その他 22 8 73 5 3 1087 流紋岩 器面全体に研磨痕（擦痕）あり。 106 

VI R -265 ill uフレイク 63 36 I 2 213 珪質頁岩 97試堀 9トレンチ 69 

VJT-260 Il uフレイク 30 37 06 5 2珪質頁岩 97試堀 8トレンチ 67 

VI D-260 Il 台石 15 8 11 7 8 5 2571 6 安山岩 97試堀 8トレンチ 112 

62-19 VII B -260 Il 磨製石斧 10 7 43 2 5 177 9 緑色細粒凝灰岩 97試堀 8トレンチ 68 

VIL -270 III Rフレイク 30 2 6 I 2 10珪質頁岩 97試堀10トレンチ 70 

VIL -270 m Rフレイク 5 3 4 5 0 5 14 3 珪質頁岩 97試堀10トレンチ 72 

VI K-270 m uフレイク 9 1 46 18 63 1 珪質頁岩 97試堀10トレンチ 71 
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山下遺跡近景

カマド状遺構群検出状況 (illR -194・195) 

カマド状遺構検出状況（旧 0-194)

写真 1

カマド状遺構検出状況 (NH・NI -195) 

小ピット群検出状況 (NF-193) 

山下遺跡 1 (試掘調査）
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c区調査風景 c区調 査風景

遺物出土状況 (VI -184・185付近、図21-38・39、図22-41)

遺物出土状況 (VI -184・185付近、図21-40)

遺物出土状況 (VI -184・185付近、図22-42)

遺物出士状況 (VI-181) 

口
A
 々

匿

三角形岩版出土状況

第 6号土坑（南から ）

写真 2 山下遺跡 2(発掘調査）
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土器埋設遺構（東から） 同 左（南から） 同 左（南から）

第 2号士坑（南から） 第 3号土坑（南から）

第 4号土坑（南から） 第 5号土坑（南から）

第 9号土坑（西から） 第10号土坑（北から）

写真 3 山下遺跡 3 (発掘調査）
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第 1号～第 9号カマド状遺構（南東から）

第 3号カマド状遺構（南から）

第 6 号• 第 8号カマド状遺構（北から ）

第 7号カマド状遺構（南から

，' 

ぞ'~'.・勺'."'•",・,.--::、・..-:・ 
,,:-. · '·-~' 

写真 4 山下遺跡 4
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第 1号カマド状遺構（南から）
Eil四-II "''•u••.U頃i

,(• 

第 4号カマド状遺構（中央・西から）

第 8号カマド状遺構（西から）

第 9号カマド状遺構（南から）

（発掘調査）



鼻

第10号カマド状遺構（南から） 第11号カマド状遺構（南から）

第12号カマド状遺構（南東から） 第13号カマド状遺構（西から）

第15号カマド状遺構（南から） 第16号カマド状遺構（南から）

第17号カマド状遺構（南から） 第18号カマド状遺構（南から）

写真 5 山下遺跡 5 (発掘調査）
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第 1 号• 第 2号井戸跡（南西から） 第 3号井戸跡（南から） 第 4号井戸跡（南から）

，．、

井戸跡と小ピット群（南から） 第 6号井戸跡（南から）

第 5号井戸跡（東から） 第 5号井戸跡（東から）

第 5号井戸跡井戸枠 D区西側の遺構検出状況（南から）

写真 6 山下遺跡 6 (発掘調査）
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£璽蘊i 匹り一

6 -8 

6 -12 

写真 7 山下遺跡 7 (土器 1)
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21-38 

21-39 

22-43・44と同一

22-42 

写真 8 山下遺跡 8 (土器 2)
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(£ 器平） 6颯釈l..111 6童旦

111-gi 

881-lも

Ol l-SC: 

'78-vZ 

98ーヤも

rn-i, も

9l-vC: 

5g-sc: 



26-124 

27-155 

26-125 

28-166 

28-168 

写真10 山下遺跡10(遺跡 4)
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米山(2)遺跡A区近景(南西から)

同上第1号住居跡1(南から)

写真11米山(2)遺跡(A区)

－143－

拿

同 上第1号住居跡1{南から）

写真n米山②遣跡 {.A区）

一1絡一



~ I A区近景（南西から）

A区近景（南西から）

A区近景（北東から）

写真12 米山(2)遺跡 2 (A区）
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第 1号住居跡（西から）

第 1号住居跡（南から）

第 1号住居跡北東壁付近壁柱穴（西から）

第 1号住居跡出入口施設完掘状況（南から）

写真13 米山(2)遺跡 3 (A区）
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第 2号住居跡（南から）

第 3号住居跡（西から）

， 同 上 （南から）

第 3号住居跡倒立設置土器（南から）
（図39-9、図40-10)

写真14 米山(2)遺跡 4 (A区）
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第 4号住居跡（西から）

第4号住居跡出入口施設完掘状況（南から）

第 1号土坑（南から） 同左土器出土状況 第 2号土坑（南から）

写真15 米山(2)遺跡 5 (A区）
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珀 ;R;"'"P""'

B匹
~ 

喝

•

印
""'"ー

窃 に
這
墨
直

讐
邑

第 3号土坑（西から）

第 5号士坑（南から）

~·~·-".'"'· —•一""I' ・< ""'■ ,,.', • . 

第 8号土坑（南から）

涵応で

蘊 卓宝工
第10号土坑（東から）

第 4号土坑（北から）

第 6号土坑（南から）

第2号溝状土坑（西から）

写真16 米山(2)遺跡 6 (A区）
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B区 作 業 状 況 縄文時代晩期完形壷出土状況（図59-193)

第 5号住居跡（南東から） 同 左（南東から）

同 上石囲炉 同 上遺物出土状況（図45-14)

第12号土坑（西から） 第11号土坑（東から）

写真17 米山遺跡 7 (B区）
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2住

37-4 
2住

42-13 
4住

45-30 
5住

45-14 
5住

写真18 米山(2)遺跡 8 (土器 1)
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49-35 

49-42 

50-54 

50-62 

写真19 米山(2)遺跡 9 (土器 2)
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51-71 

51-73 
51-74 

51-77 

52-84 52-91 

52-88 

53-95 53-113 

52-94 

写真20 米山(2)遺跡10(土器 3)
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54-121 

54-125 

54-132 

55-133 

55-135 

55-135 

写真21 米山(2)遺跡11 (土器 4)
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j,e,,_ 

55-135 

56-147 

56-152 

56-154 

56-151 

57-159 

57-166 

57-165 

57-158 

57-168 

， 57-171 

57-170 

58-174 

写真22 米山(2)遺跡12(土器 5)
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58-183 

58-187 
58-188 

59-190c 

写真23 米山(2)遺跡13(土器 6)
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山下遺跡試掘区

8 -1 8-4 

7 -2 

山下遺跡c区

30-1 30-2 30-4 30-8 

30-5 

31-1 

写真24 石器 1 (山下遺跡）
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第18号カマド
状遺構

第 1号住居跡

た

山下遺跡 D区遺構外

32-1 

第 3号住居跡

第 2号住居跡

40ー⑦

37ー③

40ー⑤ 40ー①

41-3 
41-2 

第 4号住居跡

写真25 石器 2 (山下遺跡D区、米山(2)遺跡）
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4号住居跡

B区遺構外

, ; 
:.:i, 

/ ヽ

"' 

62 -1 62-2 62-3 

62-9 

10号土坑

44-5 

47-1 
A区遺構外

t 

61-2 

62-5 
62-4 

62-7 

62-11 

62-15 

写真26 石器 3 (米山(2)遺跡）
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5号住居跡
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61-4 

61-8 

61-5 60-2 60-1 
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写真27 石器 4 （米山(2)遺跡）
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や山ま下i• 益,,.e跡き11 . 米上ねや山ま ( 2 ) 追し，跡,. c, 
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コード
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調査期間 I 高杏面積 l
所収遮跡名 所在地 北緯 東経 調査）泉囚

市町村 遺跡番号 m2 I 
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